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プロローグ　聖暦三六年




　羽毛が敷しきつめられたやわらかい寝しん台だいに、一人の男が横たわっていた。

　ロウソクの灯りに照らされた石造りの寝しん室しつは、彼の身分を思えば信じられないほど質素な部屋だ。華か美びな装そう飾しよくや調度品の類は一切ない。世界中の財ざいを独り占めにできる立場でありながら、彼は贅ぜいを尽つくすことよりも、それを人々に分け与えることにとりわけ腐ふ心しんしてきたのであった。

　重い病に冒され衰すい弱じやくしきった体は、もはや言うことを聞いてはくれない。死の気配がすぐそこまで這はい寄よってきているのを感じながら、それでも彼の心中は、澄すんだ湖のように穏おだやかだった。

「預言者様！」

　悲しみに満ちた声を耳にして、彼は閉じかけた目を見開こうとした。しかし、彼に許されたのは、わずかに残された瞼まぶたの隙すき間まから懸けん命めいに目を凝こらすことだけだった。

　寝台の周りには、彼とともに世界を旅し、地上の統一を成なし遂とげた七人の英雄が集まっていた。彼の下で世界各地を統治している英えい傑けつたちが、今は深い悲しみに顔を歪ゆがめ、死にゆく男を見下ろしている。

「お願いです、預言者様。どうか逝いかないでください！　貴方が導いてくださったからこそ、我々はこの地上を一つにすることができたのです。先導者たる貴方を失ってしまったら、我々はいったいどうすればよいのですか!?」

　縋すがりつく英雄たちに、《預言者》と呼ばれた彼は語りかけた。

「私にしてみれば、君たちがいてくれたからこそ、ここまで来られたというものだ。今、私がこれほど穏やかでいられるのも、後を任せる君たちがいればこそ……」

　彼はやさしく微笑ほほえみ、掠かすれた声で言った。

「かつて地上は……神の奇き跡せきに満たされていた」

　それは、人々に彼が説いてきた教えの一つだった。

「人々は神と契けい約やくし、冬には火を願って寒さを凌しのぎ、夏には水を願って渇かわきを癒いやした。風を意のままに吹かせることも、枯かれた大地を蘇よみがえらせることも造ぞう作さもないことだった。地上は楽園だった……七人の悪あく魔まによって神が殺されるまでは……」

　繰くり返かえし説いてきたこの教えも、伝えるのはこれが最さい期ごとなるだろう。

　そんな彼の想いを察したのか、英雄たちもその一言一句を聞きき逃のがすまいと耳を傾かたむけている。

「神は死んだ。地上から奇跡は失われ、楽園は混こん沌とんに満ちた地じ獄ごくとなった。しかし、諸君。絶望に屈してはならない。深い絶望の底にこそ希望の光が差すように……この混沌に満ちた地獄にも、いずれ《救世主メシア》が現れる。《救世主》は神を再臨させ、地上を再び奇跡に満ちた楽園にするだろう……」

　彼は激しく咳せき込こんだ。心配する英雄たちに向けて、途と切ぎれ途と切ぎれに言葉を継つぐ。

「我が友、英雄たちよ。どうか先に去る私を許してくれ。私がこの世を去ろうとも……君たちであれば、《救世主メシア》が降臨されるその日まで、地上の平和を守り続けてくれると……信じている……だから……」

　全身から力が抜ぬけていく。どうやら迎むかえが来たようだ。

　これまでの人生が、薄うすれゆく彼の意識をよぎった。

　故郷を旅立ったのは十四歳の頃ころ。以来、彼は世界各地を巡めぐり、絶望する人々に教えを説いて回った。いくつもの争いを鎮しずめ、七人の英雄とともに地上を統一したときには、旅立ちから二十年の年月が経っていた。

　長いようであり、短い旅だった。

　それが彼の人生だった。

「預言者様……!!」

　友の呼びかけに答えるように、彼は小さく微笑ほほえんだ。

　死を悲しんでくれる仲間に出会えたこと。それこそが、旅の中で自らが手にした奇き跡せきだったのだと、そう確信して──。




　夜空に瞬またたく星の一つが、そのとき音もなく流れ落ちた。

　月のない夜、光ひかり輝かがやく流星が燃もえ尽つきたとき、天を覆おおう底知れぬ闇やみの中に無数の星が取り残された。




　　　　　　　　　　[image: ]




　神の死が暗黒の時代を招いたように、預言者の死もまた新たな時代の到とう来らいを告げた。

　彼の死から一年後、その死を看み取とった七人の英雄が対立し、世界各地に王国を築き上げたのである。七人の英雄によって築かれた七つの王国は、英雄たちの死後も長きにわたって大地に血の雨を降らし続けることになる。

　そして、時は流れ…………。

　聖暦一二五◯年────神を失った人々は、いまだに《救世主》の登場を待ち続けていた。
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　　　　　　　　　　１




　現実と夢のちょうど境目にいたラファエル・ルーサーは、狂くるったように打ち鳴らされる鐘かねの音で跳はね起おき、そのままベッドから転げ落ちた。

「いってぇ……」

　鐘が鳴り続ける中、じんじん痛む額をさすっていると、母──アルマ・ルーサーが扉とびらを開けて部屋に入ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ラファエル？」

「大丈夫だよ」

　心配そうな母の声にラファエルはむっとして言い返した。

　もう十四歳だ。来年になれば騎き士し団だんに入団だってできるというのに、いまだに子供扱あつかいされるのが我が慢まんならなかった。

　深夜の寝しん室しつは薄うす暗ぐらく、光といえば、窓から差し込む微かすかな月明かりだけ。しかし、ラファエルは薄うす闇やみに包まれた部屋の様子を、はっきりと見て取ることができた。

　幼い頃ころから夜目が利き、その気になれば、月明かりさえない真っ暗闇でも昼間と同じように物を見ることができた。今このときも、扉の前に立っている母の不安げな表情や、棚たなの上に置かれている燭しよく台だいの位置まで、何もかもを見通している。

「待ってて。今、灯りをつけるよ」

　ラファエルは難なく火打ち石を見つけ出し、叩たたき合あわせて燭台のロウソクに火を灯した。

　やわらかな橙だいだい色いろの灯りが暗闇を払はらい、寝ね間ま着き姿のラファエルとアルマを照らし出す。息子のラファエルは父譲ゆずりの黒くろ髪かみで、母のアルマは燃えるような赤せき髪はつだ。薄明かりの中で顔を合わせた母と子は、どちらも紅玉ルビーのような緋ひ色いろの瞳ひとみを宿していた。

「ラファエル……！」

　アルマが小さな悲鳴を上げたのは、息子の左目を覆おおう烙らく印いんを目にしたからだろう。瞼まぶたの下から上に向かって湾わん曲きよくした紋もん様ようを描えがくその烙印は、ラファエルが七歳の頃に突とつ然ぜん浮うかび上あがったものだった。「誰だれにも見せてはならない」と両親に言われたきり、ラファエルは革かわの眼帯で烙印を隠かくし続けているが、そうしなければならない理由は教えられていなかった。

「眼帯はどうしたの？　どんなときも隠していなさいと言ったでしょう」

「ベッドから落ちたときに外れたんだよ」

　理り不ふ尽じんな言いつけに文句を垂れながら、ラファエルはベッドの脇わきに落ちていた黒革の眼帯を拾い上げ、左目を覆い隠した。

　途と端たんに視界がふっと暗くなり、ロウソクの灯りが届かない部屋の奥おくを見通せなくなった。どういうわけか、夜目が利くのは烙印に覆われた左目だけであった。

「いったいどうしたのかしら……？」

　母は窓に身を寄せ、不安げに外を覗のぞき込こんだ。ラファエルも母の横に立ち、窓に額をつけたが、外には夜よ闇やみが広がるばかりで、何が起こっているのかはわからない。

　カァンカァンと連続的に鳴らさられる鐘かねの音は、先ほどよりも必死さを増している。定刻を知らせる教会の鐘ではない。非常事態を知らせる騎き士し団だん支部の鐘だ。だが、実際に耳にしたのは、ラファエルも今日が初めてだった。

『今夜は夜や警けいで帰れない』

　今朝、家を出ていくときに、父がそう言っていたことをラファエは思い出した。

　ラファエルの父は《炎と氷の島アルビオン》のおよそ三分の二を統治するペルガモン王国の騎士だ。王国の南東に位置する、ここドレークの街で、騎士団支部の小隊長を務めている。

　いったい何の騒さわぎなのか、父なら知っているかもしれない。そう思い至ると、ラファエルはいても立ってもいられなくなった。

「俺おれ、ちょっと父さんのところに行ってくるよ」

「いけません！　あ──待ちなさい、ラファエル！」

「すぐ戻もどるって！」

　母の声を振り切り、ラファエルは寝ね間ま着きのまま部屋を飛び出した。

　飛び下りる勢いで階段を駆かけ下おりて、玄関のドアを押おし開あける。家の中に吹き込んできた肌はだ寒さむい夜気も、彼の逸はやる心を抑おさえることはできなかった。ラファエルはむしろ挑いどむような足取りで外に出ると、騎士団支部に向けて走り出した。

　夜風を切って路地を駆かけていく。辺りに立ち並ぶ民家の窓や扉とびらから、たくさんの人が顔を出していた。皆みな、鳴なり響ひびく警けい鐘しように耳を傾かたむけながら、ある一方向を見上げている。

「なんだ、あれ……？」

　道の向こう、南門の方向に、橙だいだい色いろの光が広がっていた。街を囲む高い市し壁へきの一部と濛もう々もうと立ち上る灰色の煙けむりが、夜闇の中に浮うかび上あがっている。

「火事……？」

　鐘が鳴っているのはそのせいだろうか。

　ラファエルはまず大通りに出ようと決めた。大通りからであれば、火事の現場を見ることができるだろう。消火の手助けもできるかもしれない。それに、大通りを街の中央に向かって走っていけば、騎士団支部の拠きよ点てんにも辿たどり着つける。

　鳴り続ける警鐘を耳にしても、立ち上る灰色の煙を目にしても、ラファエルは足を止めなかった。騎士を夢見る少年にとって、厚い壁かべに守られたドレークの街はあまりに平へい穏おんで退たい屈くつだった。今夜の出来事は、そんな退屈な日々を紛まぎらわせるちょっとした冒ぼう険けんなのだと、そう思い込んでいた。

　鳴り響く鐘の合間に、無数の断だん末まつ魔まと金属音が聞こえてくることに気がつくまでは。

「────え？」

　ラファエルは立ち止まった。

　何かの聞きき間ま違ちがいだと思った。だが、そうではない。たしかに聞こえる。甲かん高だかい警けい鐘しように混じって、人々の悲鳴や怒ど声せい、鋼はがねと鋼がぶつかり合う剣けん戟げきの音が。

　何が起こっているのかはわからない。だが、ラファエルには、一つだけ確信できることがあった。

　この道の先で、騎き士し団だんが戦っている。

　大通りへと続く夜の道が、途と端たんに恐おそろしいものに見えた。思わず後ずさりしそうになったとき、騎士団の制服を身に着けて出かけていった父の姿が頭をよぎった。

「父さん……！」

　言い知れない不安に衝つき動うごかされて、ラファエルは再び駆かけ出だした。

　大通りに近づくにつれ、悲鳴と刃音はますます明めい瞭りようさを増していく。

　反対方向から逃にげてきた人々とすれ違ちがい、ときに弾はじき飛とばされ、倒たおれても、ラファエルはその度に立ち上がって走り続けた。

　そして、ようやく大通りに出た彼は、目の前に広がる光景に愕がく然ぜんとした。

「……………………なんだよ、これ」

　辺りは火の海で、死体の山だった。

　猛たけ々だけしい炎が大通りに連なる家を飲み込み、際限なく煙けむりを吐はき出だしていた。火花が激しく散り、炎に焼かれて力尽つきた家屋が鈍にぶい悲鳴を上げながら崩くずれ落おちていく。煌こう々こうと照らされた大通りは、血で真っ赤に染まり、石いし畳だたみにはおびただしい数の死体が転がっていた。

「「「ウォォオオオオオオオオオオオオオオオッ──！」」」

　轟とどろくような雄お叫たけびと刃音が、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすラファエルの耳に飛び込んできた。はっとして顔を向けると、数十メートル向こうで、騎き兵へいと歩兵が混ざった混戦が繰くり広ひろげられていた。軽けい鎧がいを身に着けたドレークの騎士たちが、街を襲おそった侵しん略りやく者しやたちと剣けんを交えている。

　侵略者もまた、剣と鎧よろいを身に着けた騎士たちだった。

　突つき上あげられた戦旗に描えがかれているのは、勇ましく吼ほえる黄金の獅し子し。七王国の一つ──ラオディキア帝国の象しよう徴ちようだった。

　ラオディキア帝国は《炎と氷の島アルビオン》の南方に存在する《地上の大陸ジアース》のおよそ半分の土地を統治する大国だ。ペルガモン王国の十倍近い領土を有し、国軍である《ラオディキア獅子騎士団》も七王国最強と名高い。

　ペルガモンとラオディキア。二つの国の間には、歴然とした力の差がある。それでもなお、千二百年以上もの間ペルガモン王国が帝国に屈しなかったのは、《炎と氷の島》と《地上の大陸》の間に横たわる海に守護されていたからだ。

《嵐の海ストーム・シー》と呼ばれるその海は、性悪な貴婦人のように目まぐるしく気性を変える。雲一つない快晴の凪なぎが、半刻後に雷雲が覆おおう嵐あらしに変わっているようなことは珍めずらしくも何ともない。戦のために船を建造し、大勢の兵を送り込んだとしても、彼女の機き嫌げんが悪ければ誰だれ一人として再び大地を踏ふみしめることは叶かなわないのだ。機嫌が良かったとしても兵の半数近くが高波に飲まれてしまい、命からがら嵐を乗り切った残りの兵も、祖国からの増ぞう援えんや補ほ給きゆうが期待できない中で戦わなくてはならない。小さな村を襲おそって糧食を奪うばうことはできても、ドレークのような都市を落とすのは容易ではなく、分厚い市し壁へきに阻はばまれている間に、ペルガモン王国が編成した軍に掃そう討とうされてしまうのが常だった。

　しかし──。

「「「オォォオオオオオオオオオオオオオオオッ！」」」

　今このとき、ドレークの街は帝国騎き士しの侵しん入にゆうを許してしまっていた。炎と血で赤く彩いろどられた街中で、二つの国の騎士が雄お叫たけびを上げながら斬きり合あっている。

　ドレークの騎士たちが劣勢であることは、ラファエルの目にも明らかだった。

　剣けんの腕うでや装備の質は帝国騎士にも負けてはいない。問題は兵数だ。ペルガモン王国に数ある都市の中でも、ドレークは王都サラマンドラに次ぐ大都市だが、《嵐の海ストーム・シー》と市壁による防ぼう御ぎよをあてにして、もともと百人程度の騎士しか配備されていないのだった。くわえて、大通りに集まっているのは、そのうちの三十人ほどである。対する帝国騎士は百人以上。こちらも決して多い兵数ではないが、不意の侵入を受けて狼狽うろたえるドレークの騎士たちは、次々と彼らの手にかかり、血ち煙けむりとともに倒たおれていく。

　黄金の獅し子しが街を蹂じゆう躙りんしていく。その様子を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたラファエルは、

「…………剣」

　本能的にそう呟つぶやき、死体だらけの大通りを見回した。

　近くに騎士が倒れているのを見つけると、彼は石いし畳だたみに広がる血を撥はね上あげながら駆かけ寄よった。

　若い騎士だった。首が半分斬きり裂さかれ、光を失った瞳ひとみが虚こ空くうを見つめている。その手元には、使い手を失った長剣が落ちていた。

　ラファエルは、騎士の顔を見ないようにしながら剣を拾い上げた。鋼の剣は、普ふ段だんの稽けい古こで使っている木剣よりも遥はるかに重たく、両手で構えるのがやっとだった。

「はぁ、はぁ……！」

　ラファエルは柄つかを握にぎり締しめ、戦場を見み据すえた。心臓は激しく鼓こ動どうし、手は情けないほど震ふるえている。

　街の騎士たちが全ぜん滅めつするのは時間の問題だ。自分が加勢したところで、何ができるとも思えない。それでも、劣勢の彼らを見捨てて逃にげるわけにはいかなかった。今ここで逃げてしまえば、幼い頃ころから抱いだいてきた夢から遠ざかってしまうような気がした。

『父さんのような騎士になる』

　大きな父の背中に少しでも近づこうと、ラファエルは毎日のように騎士団支部に押おしかけては、父やその部下たちに稽けい古こをつけてもらっていた。

　これまでの稽古は、今日このときのためのものだったのではないか。

　長ちよう剣けんを見つめる。いまだ血に濡ぬれていない鋼はがねの刃が炎光を照り返した。戦えと、そう促うながすように。

　ラファエルは意を決し、戦場に向けて最初の一歩を踏ふみ出だした──が、その直後、足元から聞こえた弱々しい泣き声に引き止められた。

「……え？」

　はっとして足元に目をやると、死んでいる騎き士しの傍かたわらで一人の女性が息絶えており、その両りよう腕うでに赤ん坊が抱だかれていた。

　まだ生まれて間もないのだろう、赤ん坊は小さな手をぎこちなく動かしながら、か細い泣き声を上げている。けれど、死に満ちたこの場所で必死に泣なき叫さけぶその姿は、夜空に輝かがやく星のようでもあり、ラファエルの目にはとても力強く映った。

「──貴様、そこで何をしている!?」

　突とつ然ぜん浴びせられた怒ど声せいで、ラファエルは我に返った。

　一人の帝国騎士が怒いかりの形相で駆かけてくる。

　ラファエルは慌あわてて剣を構え──その手に握にぎった剣と、足元で泣き叫ぶ赤ん坊とを見比べた。

　手にすることができるのは、どちらか片方だけだった。

「……くそっ！」

　ラファエルは拾い上げたばかりの剣を放り捨て、赤ん坊を抱き上げた。

　そして、帝国騎士に背を向けて、全速力で逃にげ出だした。
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　赤ん坊を腕に抱かかえ、ラファエルは来た道をひた走った。

　人ひと気けがない路地は不気味なほどの静せい寂じやくに包まれている。警けい鐘しようもいつのまにか鳴りやんでいた。事態が収拾したとは思えないから、打ち手が逃げたか、殺されたのだろう。

　振ふり返かえってみると、追手の姿はなかった。どうやら逃げ切れたらしい。そうわかった途と端たん、足が鉛なまりのように重くなり、ラファエルはついに立ち止まった。

「はあっ……はぁっ……はっ……！」

　荒あらい息を整えながら、腕に抱えた赤ん坊に目をやった。

　泣きやんだ赤ん坊は、もう何の不安もないかのように、つぶらな瞳ひとみでラファエルを見つめている。

「のんきだな、お前は……」

　自分も赤ん坊の頃ころはこんな感じだったのだろうかと、ラファエルは家に残してきた母を思った。

　まずは家に戻もどろう。母も心配しているに違ちがいない。

　ラファエルは赤ん坊を抱かかえ直なおし、再び路地を駆かけ出だした。

　途と中ちゆうで何度も足を止めながらも、少しでも早く母の顔を見ようと走り続け────ようやく辿たどり着ついた家の前で、彼は愕がく然ぜんと立たち尽つくした。

「………………噓うそだ」

　ラファエルの家は、周囲の民家とともに轟ごう々ごうと燃え上がっていた。炎に包まれた通りには、多くの死体が転がっている。おそらく家に火をつけられて、そのまま焼け死ぬか、外に出て斬きり殺ころされるか、どちらかを選ばなければならなかったのだろう。帝国騎き士しの手は、すでに街中に及んでいたのだ。

　通りに倒たおれている人々の中に見覚えのある姿を見つけて、ラファエルは息を飲んだ。

「…………母さん？」

　天を仰あおいで倒れていたのは、母──アルマ・ルーサーだった。帝国騎士に斬られたらしく、血で服が真っ赤に染まっている。美しい赤い髪かみが、打ち捨てられたように地面に広がり、炎に照らされて輝かがやいていた。

「母さん!!」

　ラファエルは母のもとに駆け寄った。

　傷は深いが、まだ息はあるようだった。母は苦痛に顔を歪ゆがめながらも、微かすかに胸を上下させている。

「母さん！　母さん!?」

「……ラファ……エル……？」

　彼女がうっすらと瞼まぶたを開いた。紅玉ルビーのような瞳ひとみがラファエルを見つめて、そのときだけは痛みを忘れたように穏おだやかな光を浮うかべた。

「よかった……無事だったのね」

　安あん堵どの息を吐つき、彼女はラファエルの腕うでの中にいる赤ん坊に目をやった。

「その子は……？」

「大通りで泣いているのを見つけたんだ」

「親はどうしたの？」

　ラファエルが首を横に振ふると、母は嘆なげくように深い息を吐いた。

「かわいそうに……」

「俺おれたちのことはいいよ！　それより早く怪け我がの手当をしないと……待ってて、すぐに助けを呼んでくるから！」

　勢いをつけて立ち上がったラファエルだったが、背後から聞こえた金属音に固まった。

　恐おそる恐おそる振り返ると、路地の先に、鎧よろいを纏まとった三人の騎士が立っていた。ラファエルを見て、何やら話し合っている。彼らが帝国の騎き士しであることは、血に濡ぬれた剣けんや鎧よろいを見れば一目でわかった。

　騎士たちは早々に話し合いを切り上げると、一人にこの場を任せ、他の二人は向こうへ歩き出した。任された帝国騎士はラファエルたちの方に歩み寄ってくる。手に持った長剣の先から、誰だれのものとも知れない赤い血を滴したたらせながら。

「く、来るな！」

　ラファエルの威い嚇かくは効を奏さなかった。腕うでの中で赤ん坊が泣き出した。

「逃にげて……ラファエル……」

　振ふり絞しぼるような母の声に、ラファエルは首を横に振った。

「……嫌いやだ」

「ラファエル！」

「嫌だ！　母さんを置いて逃げられるわけないだろ！」

　帝国騎士がついにラファエルの前に立った。

　血ち塗ぬられた騎士の顔に表情はなく、それがたまらなく恐おそろしい。騎士が無言のまま剣を振り上げ、ラファエルは赤ん坊を抱だき締しめて強く目を瞑つむった。

　次の瞬しゆん間かん、キィン──と、澄すみ切きった刃音がラファエルの耳に届いた。

　残ざん響きようが鳴りやまないうちに目を開くと、そこに一人の騎士の背中があった。

　夜空のように黒い髪かみ。羽は織おった紅くれないのマントの背には、ペルガモン王国の象しよう徴ちようである《赤い竜りゆう》の紋もん章しようが描えがかれている。

　それは、ラファエルが物心ついたときから追いかけてきた背中だった。

「父さんっ!!」

　息子の呼びかけに答えるように、ペルガモン竜騎士団小隊長ジャック・ルーサーが帝国騎士の剣をかち上げた。たたらを踏ふんだ相手の懐ふところにすかさず潜もぐり込こみ、力いっぱい剣を振り下ろす。

「ぐあッ……！」

　血ち飛沫しぶきを上げて、帝国騎士が石いし畳だたみに崩くずれ落おちた。

　悲鳴を聞いて仲間がやられたことに気がついたのか、先ほど向こうに歩き出した二人の帝国騎士が引き返してきた。

　彼らを迎むかえ討うつように、ジャック・ルーサーが前に出た。

「はぁぁあああああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに白はく刃じんが閃ひらめき、瞬またたく間に二人の帝国騎士が斬って落とされた。彼らは剣を振ることさえできず、ラファエルの父の足元に倒たおれ込こんだのだった。

「無事か、二人とも！」

　剣を鞘さやに収め、彼はラファエルたちのもとに駆かけ戻もどってきた。

　帝国騎士たちと同じように、父もまた血ち塗まみれだった。ここに来るまでに殺してきた帝国騎士たちの返り血だろう。

　妻の姿を見たジャックは、彼女にまだ息があることを知り、同時にもう助からないことも悟さとったようだった。彼はアルマの傍かたわらに跪ひざまずくと、その華きや奢しやな体を抱だき起おこした。

「アルマ……」

「……あなた？」

　夫の顔を見た彼女は、乙女のようにやわらかく微笑ほほえんだ。

「あぁ……ああ、俺おれだよ。すまない、遅おそくなった」

「ううん、いいの……。ラファエルは……？」

「いるよ、母さん！　ここにいる！」

　ラファエルが慌あわてて顔を覗のぞき込こむと、彼女は安あん堵どしたように口元をゆるめた。

「よかった。ねぇ、聞いて、あなた……ラファエルが大通りで赤ん坊を助けてきたの……」

「赤ん坊？」

「ええ。とても立派なことだわ……さすがあなたの息子ね……」

　穏おだやかな緋ひ色いろの瞳ひとみがラファエルに向けられた。

「ラファエル。母さんの最後のお願い……聞いてくれる……？」

「最後？　嫌いやだよ！　なんで最後なんて言うんだよ！」

「赤ちゃんが泣いているわ」

　どこまでもやさしく、穏やかに、彼女は言った。

「ラファエル……お願い……その子を守ってあげて……？」

「母さん……」

「できる？」

　ラファエルは腕うでの中で泣いている赤ん坊を見つめた。この赤ん坊には自分しかいないのだと思うと、今にも零こぼれ落おちそうな涙なみだも我が慢まんすることができた。

「……できる。できるさ！」

　ラファエルは母に向かって力強く頷うなずいた。

「だって俺、もう十四歳なんだよ。来年には騎士団にだって入れるんだ。赤ん坊の一人や二人、守ってみせるよ！」

　息子の言葉に満足したのか、彼女は嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ──そして、静かに目を閉じた。

「母さん！」

「アルマ！」

　必死の呼びかけに、彼女は微かすかに瞼まぶたを開いた。美しい緋色の瞳で夫を見つめると、

「ごめんね……ありがとう……」

　そう最期に言い残し、微笑みを浮うかべたまま息を引き取った。

　炎に包まれていく街中で、ジャックが彼女の体を無言で抱だき締しめた。仲なか睦むつまじい両親の姿を知っているラファエルにとって、それはあまりにも悲しい光景で、こらえたはずの涙なみだが今になって溢あふれ出でてきた。

「……俺おれのせいだ」

　父が亡き母の体を地面に横たえたとき、ラファエルはたまらなくなって言った。

「鐘かねの音が聞こえて、俺、母さんを置いて家を飛び出したんだ……騎き士し団だん支部に行けば……父さんなら、どうして鐘が鳴っているのか知っていると思って……。あのとき、母さんも一いつ緒しよに連れ出していたら、母さんは……!!」

　不意に、大きな手がラファエルの頭を撫なでた。父の手だった。

「泣くな、ラファエル」

　そう告げた父の目に涙はなかったが、父が泣なき叫さけびたい激情を必死にこらえていることは明らかだった。

　父はラファエルが抱だいている赤ん坊を見て言った。

「母さんのことはお前のせいじゃない。それに、お前はその赤ん坊を救ったんだろう？　今はそれを誇ほこるんだ」

「父さん……」

「ラファエル。人は何かを守ろうとするとき、自らの命を天てん秤びんにかけなくてはならないときが必ず来る。そのときは──迷うな。己が命をかけて誰だれかの盾たてとなれる者、それが騎士だ」

　その言葉にラファエルは頷うなずいた。腕うでの中の赤ん坊を抱だき締しめ、勢いよく立ち上がってみせる。

「さすが俺たちの子だ」

　口元に微かすかに笑みを浮うかべ、父も立ち上がった。

「────ジャック隊長！」

　そのとき、五人の騎士が路地を駆かけて、ラファエルたちのもとにやってきた。

　父の小隊に所属する騎士たちだ。ノーマン・トロイアット、エリザベート・リンクス、タックス・カラン。ヒューイ・レゴン、クルセウス・ガブリエル。彼らが手にしている長ちよう剣けんやレイピア、大たい斧ふといった武器は、そのどれもが赤々と濡ぬれていた。

　息を引き取ったアルマ・ルーサーを目にして、彼らは一様に言葉を失った。

「アルマさんまで…………ちくしょうっ！」

　ノーマン・トロイアットが吼ほえ、怒いかりに任せて帝国騎士の死体を蹴けり上あげた。仰あお向むけの死体がごろりと転がり、生気のない顔を皆みなに晒さらす。

　大おお柄がらな割には気が小さいタックス・カランが頭を抱かかえて叫んだ。

「もう駄だ目めだ……おしまいだ……!!」

「気をしっかり持て、タックス」瘦そう身しんのヒューイ・レゴンがたしなめる。「これだけ派手に燃えているんだ。隣となり街まちも異常に気がついているだろ。じきに救きゆう援えんが来る」

「『じきに』っていつ!?」

　エリザベート・リンクスが涙なみだ目めで叫さけんだ。普ふ段だん澄すましている彼女も、今や土と血に塗まみれ、憔しよう悴すいしきっている。

「ずいぶんノンビリ屋さんなのね、ヒューイ。見てわからない？　私たちは街を守れなかった！　もう遅おそいわ、何もかも!!」

「それは……」

「────遅くなんてありませんよ」

　ヒューイに代わって鋭するどい声を発したのは、小隊最年少のクルセウス・ガブリエルだった。

　炎光を浴びて煌きらめく銀ぎん髪ぱつは、ペルガモン王国では見ることの少ない髪かみ色いろだ。彼は《湖の島ヒベルニア》を統治する友好国ティアテラから、海を渡わたってペルガモンにやってきた。由ゆい緒しよある名家の出であり、才能にも恵まれていながら、それを鼻にかけないクルセウスは、ドレークに来てまだ一年足らずだというのに街中の人々から慕したわれている。ラファエルにとっても兄のような存在だった。

「僕ぼくらが諦あきらめたら、いったい誰だれが皆みなを守るんですか？　まだ生きている人がいるはずです。せめてその人たちだけでも助けましょう」

「クルセウスの言う通りだ」

　ラファエルの父──ジャック・ルーサーが頷うなずいた。

「絶望に屈してはならない。今、私たちがすべきことは、一人でも多くの命を救うことだ」

「けどよ、隊長。俺おれたちだけじゃ、帝国の奴やつらを追おい払はらうことなんてできないぜ。どうすんだ？」

　ノーマンに問われると、父は即答した。

「生存者を見つけて、街の外へ避ひ難なんさせる」

「外？　ドレークは？」

「放ほう棄きする。この街は、もう救えない」

　小隊の騎士たちは息を飲んだ。だが、反論はなかった。重要なのは、どうしようもない現実を見つめた先で、何を為なすかだ。

　ジャックは振ふり返かえり、妻であるアルマの亡なき骸がらに目を落とした。亡き妻の姿を目に焼き付けるその姿は、この先に死者を連れていくことはできないと言っているかのようだった。

「……行こう」

　ジャック・ルーサーは、部下たちに向き直って告げた。

「敵は南から侵しん入にゆうしてきた。北側まではまだ手が伸びていないかもしれない。生存者を探しながら、北門に向かおう。私が先頭につく。クルセウスは最後尾を。他の者は周囲を警けい戒かいしながら──」

「ぅ……ぅぅ……」

　どこからか聞こえた呻うめき声ごえに、ラファエルははっとして振り向いた。

　声の主は、ラファエルたちを襲おそった帝国騎き士しの一人だった。ジャックに肩かた口ぐちを斬きられたものの、かろうじて致ち命めい傷しようを逃のがれたようだ。

「この野郎、まだ生きてやがったか！」

　ノーマンが怒ど鳴なった。その手に長ちよう剣けんを握にぎり締しめ、呻うめき続ける帝国騎士に歩み寄っていく。

「待て！」

　それを制したのは、ジャックだった。

「どうして止めんだよ、隊長！」

　不満を露あらわにするノーマンの横を通り過ぎ、ジャックは帝国騎士の傍かたわらに膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「た……頼たのむ……たす……けてくれ……」

「……わかった」

　ラファエルだけでなく、父の部下たちも驚きよう愕がくに声を失った。慌あわてて詰つめ寄よろうとしたノーマンを、ジャックが手で制して言葉を継ついだ。

「助ける代わりに訊ききたいことがある。君たちを手引したのは誰だ？」

「っ……」

「街の中に作戦の協力者がいたはずだ。その協力者が見張りや門兵を殺し、君たちを街の中に招き入れた。おそらく街を燃やすための火種も、協力者があらかじめ用意していたものだろう。そうでもしなければ、この街がこれほど容易に制圧されるはずがない」

　小隊の騎士たちがざわめき、口々に戸と惑まどいの声を発した。

「隊長、それ本当か!?」

「ドレークに裏切り者がいたってこと？」

　ジャック・ルーサーは、帝国騎士を睨にらみつけて言った。

「協力者の名を教えてくれ。そうすれば、君の命は保証しよう」

　帝国騎士は苦痛に顔を歪ゆがめ、呻くように言った。

「し、知らない……。本当だ！　たしかに『協力者がいる』とは聞いていたが……詳しいことは何も……」

「そうか。残念だ」

　立ち上がったジャックを目にして、帝国騎士は縋すがるような声を出した。

「待ってくれ！　お、思い出した！　名はわからないが、そいつの特とく徴ちようだけなら……」

「特徴？」

「ああ。隊長が言っていたんだ。たしか、協力者は──」

　たどたどしい口調で、帝国騎士は言った。




「────『銀ぎん髪ぱつの男だ』、と」




　瞬しゆん間かん、ラファエルは空気が凍こおったかのような錯さつ覚かくに囚とらわれた。

　ペルガモン王国に銀ぎん髪ぱつの人間はほとんどいない。純じゆん粋すいなペルガモン人は、黒か赤、あるいはそれらを混ぜ合わせたような髪かみ色いろをしているからだ。

　皆みなの視線が、まるで吸い寄せられるように銀髪の騎き士しに向けられた。

「……クルセウス？」

　ラファエルが知る限り、ドレークの街にいる銀髪の人間は、ティアテラ王国から来た彼しかいない。

　倒たおれている帝国騎士にはクルセウスの姿は見えていないはずだから、咄とつ嗟さについた噓うそだとは考えにくい。しかし、ラファエルには──いや、おそらくこの場にいる誰だれもが、帝国騎士の言葉を信じることができなかった。

「は……ははっ」

　ノーマンが半笑いになって、若き銀髪の騎士に歩み寄っていく。

「適当なこと言いやがって！　なあ、クルセウス？　お前が帝国の奴やつらに協力したなんて、そんなわけねえよな？」

　クルセウスは答えなかった。ぴくりとも変わらないその表情は、まるで仮面を着けているかのようだった。

「クルセウス？　おい……何とか言えよ…………おいっ！」

　ノーマンが半ば殴なぐりかかるような勢いでクルセウスの胸ぐらを摑つかみ上あげた。クルセウスの手から剣けんが零こぼれ落おち、石いし畳だたみに転がった。

「痛いなあ……」

　クルセウスが、ぽつりと呟つぶやいた。

「前から思っていましたけど、そうやってすぐ暴力に走るのはノーマンさんの悪い癖くせですよ」

「……てめえ、まさか本当に……」

「ええ。帝国の協力者は僕ぼくです」

　クルセウスは涼すずしげに言った。

「見張りや門兵たちを殺したのも、帝国騎士彼らを街に招き入れたのも、火種を街中に仕込んだのも、僕です。全部僕がやりました」

「馬鹿な！　血迷ったか、クルセウス!?」

「いいえ？　僕は正気ですよ」

　鈍にぶい音が鳴った。ノーマンが激げつ昂こうし、クルセウスを殴りつけたのだ。銀髪の騎士の口から吐はき出だされた真っ赤な血が地面に飛び散った。

　ノーマンが再び彼の胸ぐらを摑んだとき、

「ダメですよ。ノーマンさん」クルセウスが切れた口元から一筋の血を流し、嘲あざけるように笑った。「殺すつもりでやらないと」

　ひゅんっ、とクルセウスが右手を振ふり上あげる。

　いつの間に取り出したのか、彼の手にはナイフが握にぎられていた。次の瞬しゆん間かん、ノーマンの首から勢いよく血が吹き出し、クルセウスの端たん正せいな顔を濡ぬらした。

「ノーマン！」

　エリザベートが悲鳴を上げた。

「お……あ……？」

　ノーマンが首を押おさえて後ずさる。とめどなく溢あふれる血が、ぼたぼたと地面に落ち、やがて彼は自らがつくった血ち溜だまりの中に倒たおれ込こんだ。びくびくと痙けい攣れんし、動かなくなる。

「『汝なんじ、殺すなかれ』」

　クルセウスは自分の長ちよう剣けんを拾い上げ、歌うように言った。

「かつて《預言者》が説いた素晴らしい戒かい律りつです。けれど、僕ぼくたちはこうして剣を手にしている。殺してはならないのに、殺すための武器を手放せない。ひどい矛む盾じゆんだ。そうは思いませんか？　口では『殺してはならない』と謳うたいながら、自分たちの都合が悪くなれば正義の名のもとに斬きり殺ころす。それこそが騎き士しの──いいえ、僕たち人間の本性です」

　クルセウスは彼らに向かって両手を広げた。大楽団の指揮者のような、優ゆう雅がな仕草で。

「申し訳ありませんが、貴方たちにはここで死んでもらいます──この人のようにね」

　クルセウスは微笑ほほえむと、足元に倒れたノーマンを足で小こ突づいた。

　その行こう為いは、騎士たちから冷静さを奪うばうのには十分だった。

「貴様あああぁぁぁぁぁぁ──!!」

「待て、皆みな！」

　ジャックの制止は届かない。先せん陣じんを切ったのはエリザベートだった。針のように先の尖とがったレイピアでクルセウスに突つきかかる。タックスとヒューイも怒いかり狂くるい、雄お叫たけびを上げて彼女のあとに続いた。

　クルセウスの身のこなしは、水のようになめらかだった。彼はエリザベートの鋭するどい突きを躱かわしざま、彼女の胴どうを斬きり払はらった。血を撒まき散ちらし地面を転がっていくエリザベートには目もくれず、続いて突とつ進しんしてきたタックスの戦せん斧ぷを受け流し、ヒューイの槍やりを根本から斬り落とした。一いつ瞬しゆん後のちにはタックスたちもまた血ち飛沫しぶきと悲鳴を上げて地面に崩くずれ落おちていた。

　最後にクルセウスは、ナイフを空高く放り投げた。夜空に舞まったナイフが落下した先は、ラファエルたちの背後──帝国騎士の首元だった。墓標のようにナイフが突つき刺ささり、帝国騎士は微かすかな呻うめき声ごえを上げた後、ぴくりとも動かなくなった。

　クルセウスの剣けん技ぎは恐おそろしく、しかし、美しかった。ラファエルは息をすることも忘れて、銀ぎん髪ぱつの騎士を見つめていた。

「クルセウス！」

　滅めつ多たに怒おこらないジャックが、激情を露あらわにして彼の名を叫さけんだ。

「なぜだ……なぜこんなことを……!!」

　異国の地に一人で来たクルセウスを父はよく気にかけていた。家に招き、家族で団だん欒らんをともにしたことも一度や二度ではない。ラファエルがクルセウスを兄のように慕したっていたように、父もまた、彼をもう一人の息子のように思っていたはずだった。

「…………」

　クルセウスは答えない。その手で斬きり殺ころした仲間たちを置き去りにし、悠ゆう々ゆうとした足取りでこちらに歩いてくる。

「……下がっていろ、ラファエル」

　ジャックが長ちよう剣けんを手にラファエルの前に出た。

　赤い竜りゆうが描えがかれたマントが風になびく。燃え盛る炎と死し臭しゆうに満ちた路地で、二人の騎き士しが向かい合い、互たがいに歩み寄っていく。

　そして、間合いに入った。

　瞬しゆん間かん、ジャック・ルーサーが振ふり下おろした渾こん身しんの一いち撃げきを、クルセウスが涼すずしい顔で受け止めた。

「────はあッ！」

　残ざん響きようが消える間もなく、二本の騎士剣が新たな弧こを描く。

　交こう錯さくする刃。

　幾いく度どとなく繰くり返かえされる衝しよう突とつ。

　響き渡る無数の刃音。

　ラファエルは赤ん坊を腕うでに抱だき、二人の戦いを見守っていた。

　そして、思わず呟つぶやいた。

「……嫌いやだ」

　そのとき、クルセウスの剣がジャックの腕をわずかに裂さいた。赤い血が鮮あざやかに宙に散り、ジャックが苦く悶もんの声を上げる。

　ラファエルは気づいた。気づいてしまった。

　二人の騎士の間にある歴然とした剣けん腕わんの差に。

　────父さんの方が弱い。

　ラファエルは駄だ々だをこねるように首を振った。だが、願いとは裏腹に、父はクルセウスの剣を捌さばききれず、次々と体に傷を増やしていく。

「嫌だ!!」

　ラファエルの悲鳴に、一際激しい刃音が重なった。一本の長剣が宙に弾はじき飛とばされ、寂さびしい音を立てて地面に落ちる。

　剣を失ったのは、ジャック・ルーサーだった。

「父さん──!!」

　クルセウスが剣けんを振ふり抜ぬいた。目にも留まらぬ疾はやさだった。

　あまりにも美しい斬ざん撃げきに見とれるあまり、ラファエルは、父の首がどこかへ消えてしまったことに、しばらく気がつかなかった。

「………………え？」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、ジャック・ルーサーの体が崩くずれ落おちる。

「父……さん……？」

　ラファエルは何が起こったのかもわからないまま、父の亡なき骸がらへ近づいていった。膝ひざをつき、首を失った父の体を必死に揺ゆさぶる。頭があるはずの場所には、真っ赤な血ち溜だまりができていた。

「父さん……父さん!!」

　ラファエルの叫さけびは虚むなしく響ひびいた。ぱちぱちと散る火花の音と、遠えん雷らいのように聞こえてくる鬨ときの声が、夜の静せい寂じやくの中を漂ただよっている。

　呆ぼう然ぜんと顔を上げると、銀ぎん髪ぱつの騎き士しがラファエルを見下ろしていた。

　その口元に、涼すずしげな笑みを浮うかべて。

「さようなら、ラファエル」

　剣が振り上げられる。

　ラファエルは腕うでの中の赤ん坊を抱だき締しめ、背を向けて逃にげようとした。

　背中に鋭するどい熱を感じた瞬しゆん間かん、彼の意識は暗くら闇やみの底へ落ちていった。
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「────うわぁっ！」

　ラファエルは悲鳴を上げて跳はね起おきた。

　そのままベッドから転げ落ち、木の床に頭を打ちつける。暖かい朝日が差し込む部屋に、ごんっと鈍にぶい音が響いた。

「いってぇ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、ラファエル？」

　額をさすりながら身を起こすと、扉とびらの前で母が心配そうな顔をして立っていた。ラファエルは驚おどろいて、瞬まばたきを繰くり返かえした。

「母さん……!?」

「どうしたの、大きな声を出して」

　ラファエルが何も言えずにいると、母は頰ほおに手を当てて溜ため息いきを吐ついた。

「悪い夢でも見たのかしら……。もう、いつまでも寝ねているからそんな夢を見るんです。朝食ができていますよ。早く下りてきなさい」

　扉とびらを開け、部屋を出て行こうとした母は「そうだ」と振ふり返かえって付け加えた。

「お父さんも帰ってきてるわ。夜や警けいを終えたばかりだから、静かにしてあげてね。いい、ラファエル？」

　放心したまま頷うなずくと、母は微笑ほほえみを浮うかべて扉を閉じた。鳥のさえずりが漂ただよう寝しん室しつに一人取り残されたラファエルは、

「…………夢？」

　しばらくして、深い安あん堵どに包まれた。

　すべて夢だったのだ。

　いつもなら二に度ど寝ねを決め込むラファエルも、今日ばかりは夢の続きを見る気にはなれなかった。

　ラファエルは立ち上がり、大きく伸びをすると、窓に近づいて外を覗のぞき込こんだ。

　家の前の路地で、大通りへ向かう人々が互たがいに挨あい拶さつを交わしている。どうということもない日常の光景。平へい穏おんで退屈なドレークの街並みがそこにある。

　けれど、これも悪くないと、ラファエルは素直に思うことができた。

「ラファエルー？　早く下りてきなさーい」

「わかってる！　今、行くよ！」

　階下の母に大声で返事をし、ラファエルは部屋の扉に手を触ふれた。

「────？」

　不意に誰だれかに呼び止められたような気がして、ラファエルは背後を振り返った。

　どこか遠くから聞こえるその声は────弱々しい赤ん坊の泣き声だった。
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　火の海と死体の山が、視界いっぱいに広がっている。

　燃え盛るドレークの街に、ラファエル・ルーサーはいた。

　耳元で赤ん坊の泣き声が聞こえる。ラファエルを幸せな夢から呼よび戻もどしたのは、どうやらその泣き声のようだった。

「ぐぅ……っ」

　血ち溜だまりの中に手をついて身を起こす。斬きられた背中に激痛が走った。

「父さん……母さん……みんな……」

　周りには、父と母、親しくしてくれた人々が、物言わぬ屍しかばねとなって横たわっていた。

　クルセウスの姿はない。殺したと勘かん違ちがいしたのか、ここに捨て置けばいずれ焼け死ぬと考えたのか。しかし、いずれにせよラファエルは生きていた。少なくとも、今のところは。

　ラファエルは赤ん坊を抱だき上あげると、ふらつきながら立ち上がった。背中の痛みのおかげで、意識を失わずに済みそうだ。

　父の言葉を思い出し、北門を目指して歩き出す。

　一歩進む度に、背中に激痛が走るが、彼の中で燃え上がる怒いかりは、その激痛さえもたちまち焼やき尽つくした。

「殺して……やる……」

　痛みに耐たえ、夢中で歩き続けるラファエルは、進む道の先にクルセウスの幻げん影えいを見ていた。

　炎と血で赤く染まったこの街で、ただ一人涼すずしげに笑っていた銀ぎん髪ぱつの騎き士しの幻影を。

「殺して、やる……！」

　掠かすれた声でラファエルは叫さけぶ。

　殺してやる。

　殺してやる。

　殺してやる。

　殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる殺してやる──




「────殺してやるッ!!」




　どこに落としたのか、ラファエルの左目に眼帯はなく、そこに隠かくされていた烙らく印いんが露あらわになっていた。

　それは彼の憤ふん怒ぬを代言するような──炎を象かたどった烙印だった。
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　聖暦一二五◯年九月一日。

　ペルガモン王国の都市ドレークは、ラオディキア帝国により制圧された。街の住民は虐ぎやく殺さつされ、数千人に及ぶ民の命が失われた。

　街を守れなかったドレークの騎士たちを、人々は『ペルガモン竜りゆう騎士団』の名をもじって『腰こし抜ぬけ竜』と呼んで蔑さげすんだ。埋まい葬そうする遺い体たいはなかったが、王都の墓地にドレークの騎士たちの名を刻んだ百の墓標が並べられた。

　ラファエルの父と、彼が率いた小隊の騎士たちの名もそこにある。




《ジャック・ルーサー》

《ノーマン・トロイアット》

《エリザベート・リンクス》

《タックス・カラン》

《ヒューイ・レゴン》

《クルセウス・ガブリエル》。




　クルセウス・ガブリエルは将来を嘱しよく望ぼうされた青年だった。名家を出自とし、才能に恵まれた騎き士しのあまりに早過ぎる死に、彼を知る者たちは涙なみだを流さずにはいられなかった。その死は彼の故郷ティアテラ王国にも海を越えて届けられ、やはり深い悲しみを人々にもたらしたのだった。

　その死が偽いつわりであることを信じる者はいなかった。

　その本性が残ざん忍にんな裏切り者であることを信じる者はいなかった。

　ただ一人──。




　生き残ったラファエル・ルーサーを除のぞいては。
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「貴様、どういうつもりだ!!」

　ペルガモン王国──王都サラマンドラ。その街外れにある酒場に、激しい怒ど声せいが轟とどろいた。嵐あらしのように騒そう々ぞうしかった店内がしんと静まり返り、三十人ほどいる客たちの視線が一いつ斉せいに同じ場所に向けられる。

　酒場の中央で、三人の騎き士しが椅い子すに腰こし掛かけた一人の青年を取り囲んでいた。

　騎士たちは仕立てのよい騎士団の制服を身に着け、腰こしに長ちよう剣けんを吊つるしている。顔が真っ赤になっているのは、麦酒ビールを飲み過ぎたせいか、あるいは青年への怒いかりのためなのか。眼光は鋭するどく、発した声は威い圧あつ感かんに満ちていた。

　一方、騎士たちに取り囲まれた青年は、丸テーブルの前で椅子の背もたれに寄りかかり、空になった木のジョッキをつまらなさそうに弄もてあそんでいる。年齢は二十歳を越えたくらいだろうか。無造作に跳はねた髪かみは夜空のように黒く、身に着けている服も黒を基調としているせいか、どことなく不吉な印象を与える若者だった。腰に鞘さや入いりの短剣を提さげており、目を患わずらっているのか、左目全体を大きな革の眼帯で覆おおい隠かくしていた。無気力に細められた右みぎ瞼まぶたから覗のぞく緋ひ色いろの瞳ひとみが、騎士たちに一いち瞥べつもくれることなく、空になったジョッキを眺ながめている。

[image: ]

「どういうつもりだと訊きいているッ！」

　テーブルを挟はさんで青年の真向かいに立つ騎き士しが、激情を隠かくし切きれずに怒ど鳴なった。

　騎士の顔はびっしょり濡ぬれている。赤みがかった髪かみや、細い顎あごの先から雫しずくが滴したたり落おち、床板にシミをつくっていた。辺りに漂ただよう、つんとしたアルコールの匂におい。黒髪の青年にかけられた麦酒ビールだった。

「なんとか言わないかっ!!」

　店中の客が身を竦すくめる。が、当の本人は気にする素そ振ぶりもない。

　黒髪の青年は、騎士たちの背後で狼狽うろたえている店の娘に目をやると、空になったジョッキを掲かかげた。

「なあ、あんた」

「は、はい！」

　トレイを胸に抱かかえたまま、店の娘がびくりと肩かたを震ふるわせる。

　緊きん迫ぱくした空気をからかうように青年は言った。

「なくなっちまった。新しいのをくれ」

　ダンッ！

　と、テーブルに騎士の拳こぶしが叩たたきつけられた。

「どこまで愚ぐ弄ろうする気だ、このゴロツキが！　貴様がどれほど無知で浅はかな人間だとしても、我々ペルガモン竜りゆう騎士団を知らぬとは言わせんぞ！」

「……はっ」

　騎士の怒ど声せいに対して青年が返したのは、あろうことか失笑だった。騎士たちが鼻白み、周りの人々がぎょっとする。

「てめえらが騎士？　なら、酒に溺おぼれた挙句、力に物を言わせて女に乱暴することが、てめえらの騎士道ってわけだ」

　騎士の背後で、さきほどの娘が身を縮こまらせた。トレイで隠された胸元は、衣服がはだけて白い肌はだが露ろ出しゆつしている。酒に酔よった騎士たちに絡からまれたためだった。

　痛いところを突つかれたのか、騎士の一人が青年に殴なぐりかかろうとしたが、赤せき髪はつの騎士がそれを手で制した。

「……いったい何のことだ？　手を出そうとした？　我々が？　冗じよう談だんではない。何かの見み間ま違ちがいだろう」

　彼は店内を見回し、大きな声を張り上げた。

「我々が彼女に乱暴を働いたところを見た者はいるか？　見た者は手を挙げてみよ！」

　客たちが顔を見合わせる。

　何人かが正直に手を挙げかけたが、これ見よがしに剣けんの柄つかに手をかけた騎士たちに睨にらみつけられると、慌あわてて手を下ろした。襲おそわれそうになった店の娘も、怯おびえたように目を伏ふせている。

　しばらく経って、店内に挙がった手は一つもなかった。

「と、いうことだ」

「…………」

「なんだ、その目は。不服なら、騎き士し団だんに直じか談だん判ぱんしてみるがいい。ゴロツキの戯ざれ言ごとを誰だれが信じるのかは知らないがな」

「だろうな。うまく揉もみ消けされるのがオチだ」

「ふん。よくわかっているではないか」

　黒くろ髪かみの青年は深い溜ため息いきを吐ついた。

「……ったく、騎士団も堕おちたもんだぜ」

「何だ────とッ!?」

　さきほど殴なぐりかかろうとした騎士の顔が鷲わし摑づかみにされていた。一いつ瞬しゆんのことで、青年がいつ席を立ったのかさえわからなかった。

　騎士の後頭部が床に叩たたきつけられる。床板が音を立てて砕くだけ、客たちが一いつ斉せいにどよめいた。隠かくれて様子を窺うかがっていた店長が「私の店が！」と悲鳴を上げる。

「貴様っ！」

　残った二人が剣けんの柄つかに手をかけたが、うち一人は、刃を鞘さやから引き出す前に蹴けり飛とばされた。騎士の体が周囲のテーブルを撥はね飛とばす。客たちの悲鳴とともに、いくつもの木皿とジョッキが宙を舞まった。

　そのとき、最後に残った赤せき髪はつの騎士が青年の背後に迫っていた。長ちよう剣けんを振ふり上あげた騎士の表情には憤ふん怒ぬしか窺えず、『汝なんじ、殺すなかれ』という預言者の教えなど頭にないようだった。

　騎士の剣が振り下ろされることはなかった。黒髪の青年が、いつのまにか騎士の懐ふところに潜もぐり込こみ、短たん剣けんの刃を相手の喉のど元もとにぴたりと当てていたからだ。

　わずかな空白の後、振り上げられた剣が騎士の手から離はなれ、音を立てて床に転がった。

「た……助けてくれ……」

　誇ほこりを手放した騎士が呻うめくように言った。

「嫌いやだね」

　黒髪の青年がにやりと笑う。

「あの娘こには俺おれも目をつけていたんだ。少しは格好いいところを見せておかなくちゃな」

「き、貴様。最初からそのためにっ……!?」

　黒髪の青年は答えず、騎士の顔をがしりと摑つかんだ。さきほどと同じく、後頭部を床に叩きつける。鈍にぶい音とともに床板が砕くだけ、騎士はぐったりとして動かなくなった。

　ゆったりとした鐘かねの音が、そのときゴォン、ゴォンと街に響ひびいた。日にち没ぼつを知らせる教会の鐘の音だ。

　誰もが言葉を失って、三人の騎士を打うち倒たおした黒髪の青年を見つめていた。

　鐘かねが鳴りやみ、酒場に静せい寂じやくが訪れた頃ころ。青年は短たん剣けんを腰こしの鞘さやに収め、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている店の娘に歩み寄った。

「怪け我がはねえか？」

　店の娘は戸と惑まどいながら頷うなずいた。

「は、はい。その……大だい丈じよう夫ぶです……」

「そいつはよかった。あんたみたいなイイ女にもしものことがあったら、悔くやんでも悔やみきれねえからな」

　黒くろ髪かみの青年は笑い、娘の手を取って胸元まで持ち上げた。

「もしよかったら、この後どうだい？」

「こ、この後って……」

　娘の頰ほおが朱に染まる。彼女は恥はずかしそうにしながらも、手を振ふり払はらおうとはせず、逡しゆん巡じゆんしたように目を泳がせて、ようやく振ふり絞しぼるように言った。

「し、仕事中……ですから……！」

「そうか。ま、仕事中なら仕方ねえ」

　黒髪の青年はあっさりと引き下がった。娘が「あ……」と名残なごり惜おしそうな視線をよこしたが、彼は手を離はなして踵きびすを返し、颯さつ爽そうと出入口の扉とびらに向かっていく。

「あ、あのっ！」

　そのまま店から出ていこうとした青年を、娘が呼び止めた。

「どうか……どうかお名前を教えていただけませんか？」

　勇気を振り絞った彼女の声に、

「名乗るほどの者もんじゃねえさ」

　背を向けたままそう答えると、彼は扉を押おし開あけ、夜空の下へ消えていった。

　束つかの間まの静寂。

　にわかに客たちが活気づき始めると、酒場に今日一番の嵐あらしが到とう来らいした。当然、話題は今しがた騎き士したちを打ちのめした青年のことだ。騒そう々ぞうしい声が酒場中に轟とどろき、唯ゆい一いつ、店を壊こわされた主あるじだけが船ふな酔よいをしたように頭を抱かかえていた。

　店の娘は、惚ほうけたように彼が出て行った扉を見つめていたが、

「…………あ！」

　しばらくして、ある事実に思い至ると、酒場中に響ひびく大声で叫さけんだ。

「食くい逃にげ!?」
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　黒髪の青年は月明かりを頼たよりに道を歩いていた。

　涼すずしい夜風が肌はだを撫なでる。空から降り注ぐ月光が王都の街路を静かに照らしていた。付近の住民は寝ね静しずまったようで、酒場での熱気が噓うそのように、辺りは静まり返っていた。

　彼はしばらく無言で夜道を歩いていたが、不意に振ふり返かえると、路地を覆おおう薄うす闇やみに向かって声をかけた。

「いつまでついてくる気だ？」

　路地の奥おくから音もなく人ひと影かげが現れた。月明かりに照らされたその人物は、茶色のローブを身に纏まとい、目深にかぶったフードで顔を隠かくしている。身長は青年よりもやや低く、線の細い体をしていることはローブの上からでも見て取れた。

「食くい逃にげを追ってきた……ってわけでもなさそうだな。何の用だ？」

「ラファエル・ルーサー。貴方にお願いしたいことがあります」

　フードの下から覗のぞく形の良い唇くちびるが、彼の名を呼んだ。透すき通とおるような女の声だった。

　黒髪の青年──七年前の惨さん劇げきを生き延びたラファエル・ルーサーは、警けい戒かい心しんを強めてローブの女を睨にらみつけた。

「誰だれだ、てめえ」

　ローブの女は人形のように口を閉ざした。必要なこと以外を口にする気はないらしい。

　沈ちん黙もくが続き、先に折れたのはラファエルだった。

「オーケー、わかった。ワケアリだって言うなら深くは訊きかないでおいてやる。それで、仕事の依い頼らいってことでいいのか？」

「ええ」

　ローブの女が頷うなずいた。

　素性を明かさない依頼人は、それほど珍めずらしくない。ラファエルの経験では、そういう人間が持ってくる仕事こそ金になることが多く、こちらから無理に正体を突つき止とめようとさえしなければ上客である可能性が高かった。ちょうど持ち金も底を尽つきかけていたところだ。話を聞いてみるだけでも損はない。

　すると、ローブの女は静かに依頼の内容を告げた。




「《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解いていただきたいのです」




「…………………………はぁ？」

　ラファエルは眉まゆをひそめた。

「《憤怒》って……七つの大罪の《憤怒》か？　聖書に書かれてる？」

「ええ」

　あっさりと頷かれ、ラファエルはむしろ困こん惑わくした。

　聖書は、かつて世界を統一した預言者の教えを遺のこした書物だ。いくつもの伝承が記されているが、中でも七つの大罪──神を殺した七人の天使にまつわる伝承は特に有名で、ラファエルも幼い頃ころ、両親や教会の神父から頻ひん繁ぱんに聞かされていた。

「意味がわからねえな。聖書に書かれてることは全部作り話だろ」

「作り話かどうかはこれからわかることです。もちろん、私の依い頼らいを受けてくだされば、ですが」

「……一応訊きいといてやる。報ほう酬しゆうはいくらだ？」

「ありません」

　それがどうかしましたか、と言いたげだった。

「あのな……意味不明な上に報酬もない。そんな依頼、誰だれが受けるっていうんだ？」

「貴方は受けてくださいます」

「くだらねえ」

　ラファエルは呆あきれ返かえって言い放ち、ローブの女に背を向けた。

「どちらへ？」

「帰るんだよ。こっちはあんたの妄もう想そうに付き合っていられるほど暇じゃねえ。他を当たってくれ」

　ひらひらと手を振ふって立ち去ろうとしたラファエルを、

「彼に会えるとしても、ですか？」

　透すき通とおるような声が引き止めた。

　振り返ったラファエルに、フードで顔を隠かくした女は言った。

「もし、この依頼を受けることで彼に会えるとしたら。それでも貴方は断りますか？」

「……誰のことを言ってやがる」

　フードの下から覗のぞく唇くちびるが、薄うすい笑みを浮うかべた。




「────クルセウス・ガブリエル」




　闇やみに染しみ入いるその声に、ラファエルは全身が総毛立つのを感じた。

「てめえっ！　どうして奴やつのことを知っている!?」

　身体が勝手に動いた。彼女に詰つめ寄より、ローブの胸元を摑つかみ上あげる。摑んだ衝しよう撃げきで女がよろめき、目深にかぶっていたフードが脱ぬげた。

「っ……！」

　月明かりの下に露あらわになった彼女の素顔を見て、ラファエルは思わず息を飲んだ。

　この世のものとは思えない美しさだった。宝玉のように透き通った碧あお色いろの瞳ひとみ。新雪のように白い肌はだ。後ろで結い上げられた黄金色の髪かみは、月光の下で輝かがやいている。鼻び梁りようの通った美しい顔は表情に乏とぼしく、作り物めいていたが、その美び貌ぼうはあらゆる芸術を凌りよう駕がすると言っても過言ではなかった。

「てめえは……」

「《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解くのです、ラファエル・ルーサー」

　胸ぐらを摑つかまれてなお、彼女は平然として言った。

「そうすれば、いずれ避さけられぬ運命として、貴方は彼と出会うことになるでしょう」

「何を言って……！」

　ラファエルが問とい詰つめようとしたそのとき、後方から野太い声が聞こえてきた。

「貴様！　そこで何をしている！」

　ローブの女から手を離はなし、後方を振ふり返かえると、路地の向こうからランタンを手にした二人の騎き士しが駆かけてくるのが見えた。夜や警けいの騎士だろう。

「……面めん倒どうだな」

　酒場でのこともそうだが、騎士と顔を合わせると大たい抵ていろくなことにはならない。ここはさっさとずらかるのが得策だろう。

「おい、あんた──」

　あらためて振り向いたそこに、ローブの女はいなかった。周囲を見回しても薄うす闇やみが広がるばかりで、女の姿は影かげも形も見当たらない。

「どこに行きやがった？」

　そうしている間にも騎士たちは近づいてくる。

　ラファエルは困こん惑わくしたまま駆け出した。騎士たちの怒ど声せいを置き去りにし、夜よ闇やみの中を駆けていく。

「なんだったんだ、あの女……」

　走りながらもローブの女のことが頭から離はなれなかった。なぜ彼女はクルセウスのことを知っていたのか。奇き妙みような依い頼らいといい、突とつ然ぜん姿を消したことといい、どうにも謎なぞめいている。

　だが、一つだけ確かなことがあった。

「『クルセウスに会える』……ありえねえんだよ、そんなことは」

　駆ける身体で夜気を切りながら、ラファエルは呟つぶやいた。




「あいつは────俺おれが殺したんだから」




　聖暦一二五七年──冬。

　ラファエルが復ふく讐しゆうを成なし遂とげた日から、まもなく半月が経とうとしていた。
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　灰色の空から降りそそぐ雨が、生い茂る樹とやわらかい腐ふ葉よう土どに恵みをもたらしている。

　王都サラマンドラの南東に広がる鬱うつ蒼そうとした森の中。ラファエル・ルーサーは太い樹の幹みきに体を預けることで、ようやく立っていた。降りしきる雨が傷だらけの体を叩たたき、雨粒と混じり合った赤い血が、だらりと下がった左ひだり腕うでの先から滴したたり落おちている。

「はぁ……はあっ……」

　まだ動く右腕で濡ぬれた顔を拭ぬぐう。雨で滲にじんだ視界がわずかに晴れた。

　しかし、ラファエルは目に映る光景を信じられずにいた。

「……クルセウス」

　探し続けた復ふく讐しゆう相手──クルセウス・ガブリエルが、ほんの数メートル先で天を仰あおいで倒たおれている。古布の服や外がい套とうを身に着け、どこにでもいる旅人を装っているが、生まれついての銀ぎん髪ぱつだけは隠かくしようがなく、彼がペルガモン生まれではないことを示していた。

「ラファエル……まさか、君が生きていたなんてね……」

　掠かすれた声でクルセウスが言った。

　微かすかに上下動する彼の胸には、一本の短たん剣けんが突つき立たてられている。さきほどまでラファエルの手の中にあったものだ。かろうじて心臓は外れているものの、雨で滲にじむ真っ赤な染しみが短剣を中心に広がっている。結局、不意をついたその一いち撃げきだけが、ラファエルが彼に与えることのできた唯ゆい一いつの傷で、そして、致ち命めい傷しようだった。

「《ドレークの惨さん劇げき》……あれからもう七年も経ったのか……」

「もう七年？」

　遠い過去を語るようなクルセウスの口くち振ぶりに、ラファエルは激げつ昂こうした。

「まだ七年だ！　てめえのせいでどれだけ多くの人が死んだと思ってる！　あの日、俺は誓ちかった！　何があっても生き延びて、てめえだけはこの手で殺してやるってな！」

「あぁ……そうやって君は、あの日に囚とらわれたまま生きてきたのか……。僕ぼくを殺す……ただそのためだけに……。は……はは……ははははっ……」

　突とつ然ぜん、クルセウスが笑い出した。胸に短剣が突つき刺ささっているというのに、天を見上げて笑う彼は、七年前にも見たことがないほど愉ゆ快かいそうだった。

「何がおかしい!?」

　苛いら立だちを隠かくせず叫さけんだラファエルに、クルセウスは口元を歪ゆがめ、

「おめでとう、ラファエル。君は復讐を成なし遂とげた」

　むしろ憐あわれむように、そう告げた。

「けれど……僕を殺したところで、あの日がなかったことになるわけじゃない……ジャック隊長も、アルマさんも、故郷も……何一つ戻もどってこないんだ……すべてはもう、失われてしまったのだから……」

「てめえが奪うばったんだろうがっ!!」

　怒いかりのあまりラファエルは吠ほえた。

「失われてしまった？　だから何だ！　だから許せっていうのか!?　何もかもを奪ったてめえを！　皆みなを裏切ったてめえを！　許せっていうのかよ!!　なあ!?」

　ラファエルの脳裏に、燃え盛るドレークの光景が蘇よみがえる。

　あの地じ獄ごくのような光景の中にあって、ただ一人、クルセウス・ガブリエルだけが微笑ほほえみを浮うかべて立っていた。悪あく魔まのような銀ぎん髪ぱつの騎き士しは、あれから七年が経った今、ラファエルの目の前で死を迎むかえようとしている。

「……どうしてだ、クルセウス」

　惨さん劇げきが起こってから今日に至るまで、ずっと胸にわだかまっていた疑問が、自然と口から溢あふれ出でた。

「どうして俺たちを裏切った！　父さんも母さんも……街の皆が、てめえを信じていたのに……なのに、どうして……!!」

　惨劇の後、ラファエルがいくら『クルセウスが裏切った』と主張しても、大人たちは死にかけた子供が錯さく乱らんしていると受け取るだけで、信じてはくれなかった。そこにはクルセウスが名家の生まれであったことだけでなく、彼自身が築き上げた騎士としての評判が大きく影えい響きようしていたはずだ。才能に溢れ、勇気があり、誰だれに対しても誠実に接する。彼を知る者にとって、クルセウスは理想の騎士だった。その凶きよう行こうを目の当たりにしたラファエルでさえ、いまだに彼の裏切りを信じられないほどに。

　クルセウスは寂さびしげな笑みを返すだけだった。不意に咳せき込こみ、その口から血が溢れ出る。

「あぁ……そういえば……」

　蒼あおい瞳ひとみが光を失っていく中、クルセウスが昔を懐なつかしむように呟つぶやいた。

「君はよく『父さんのような騎士になりたい』って言っていたね……」

　降りしきる雨の音に混ざって、からかうような彼の声が、ラファエルの耳に届いた。




「夢は叶かなったかい、ラファエル？」




　それが最期の言葉だった。

　かつての銀髪の騎士は、眠ねむるように息を引き取った。

　唐とう突とつに訪れた静けさの中で、さきほどまで気にならなかった雨音が、ラファエルにはやけにうるさく感じられた。荒あらくなった息を必死で整えようとするが、うまくいかない。

　身体を預けていた木から離はなれ、覚おぼ束つかない足取りでクルセウスに近づいていく。最後には半ば倒たおれ込こむようにして死体の上に跨またがった。

「…………ふざけんな……」

　雨に打たれながら呟つぶやいた想いは、すぐさま憤ふん怒ぬへと変わった。

「ふざけんなっ!!」

　血ち塗まみれになった右手でクルセウスの胸ぐらを摑つかみ上あげる。

「笑ってんじゃねえよ！　俺おれはてめえのそんな顔を見たかったんじゃねえ！　そんな顔を見るために、今日まで生きてきたんじゃねえんだ!!」

　クルセウスは答えない。

　物言わぬ死体となった彼は、息絶えてなお嘲ちよう笑しようを浮うかべていた。

「俺は──」

　クルセウス・ガブリエルを殺すために生きてきた。

　あの日から七年、そのためだけに。

「俺は……」

　ついに復ふく讐しゆうを成なし遂とげた。

「俺は……!!」

　目的を果たした。

　そのはずだ。

　なのに──。

「俺は……どうすればよかったんだ……？」

　なのに、涙なみだが溢あふれて止まらなかった。

　復讐を遂げたところで、失ったものは戻もどってこない。

　家族も。

　故郷も。

　かつて抱いだいた夢も。

　何一つ戻ってこない。

　気がつけば、復讐という生きる目的さえ失っていた。

　涙に滲にじむ視界がふらつき、ラファエルは地面に倒れ込んだ。

　降りしきる雨が体から熱を奪うばっていく。

　このままではクルセウスの後を追うことになるだろう。

　そうとわかっていても、立ち上がることができなかった。

　立ち上がる理由がなかった。

　瞼まぶたを閉じると、深く安らかな闇やみがそこにあった。

　雨の音も、感かん触しよくも、何もかもが次第に薄うすれていき──。




『──ラファエル』




　そのとき、母の声を聞いた。




『お願い……その子を守ってあげて……？』




　ラファエルは雨でぬかるんだ地面に手をついた。

　家族も、故郷も、夢も、生きる目的さえ、何もかもを失ったと──そう思っていた。

　だが、そうではない。

　まだ残っている。

　母と交わした最後の約束が、残っている。

「ぐ……ぅぅうううう……！」

　ラファエルは歯を食いしばり、全身の力を振ふり絞しぼって立ち上がった。

　帰らなければならない。

　街に残してきた少女のもとへ。

　クルセウス・ガブリエルの死体に背を向けて、ラファエル・ルーサーは雨音に沈む森の中を歩き出した。
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「ラ……ル──」

　深い闇やみの中、ラファエルは少女の声を聞いた。

「……ファエ……ル、ラファエル──！」

　誰だれかが自分を呼んでいる。

　返事をしようとしたが、喋しやべることができなかった。意識は再び薄うすれ、呼びかける少女の声も次第に遠のいていく。

　安らかな闇の底へ沈んでいくラファエルの意識を引き止めたのは──

「ラファエル～！　起ーきーてー!!」

　少女渾こん身しんのボディプレスだった。

　どすんっ、と突とつ然ぜん腹部を襲おそった衝しよう撃げきに、ラファエルは眠ねむりの世界から無理やり弾はじき出だされた。

「ごほ、げほっ！　な、なんだ!?」

「起きたー？」

　視線を落とすと、一人の少女が、ラファエルの胸に顎あごを乗せて無む邪じや気きに笑っていた。

「……イブ」

　まんまるとした瞳ひとみに、ウェーブのかかった栗くり色いろの髪かみ。身に着けているワンピースはやや古びているものの、小こ柄がらな身体によく似合っている。

　七年前、《ドレークの惨さん劇げき》でラファエルが助けた赤ん坊は、今では少女と呼べる年齢に成長していた。あの惨劇の後、死者はもとより、生存者の身元を明らかにすることは困難を極めた。彼女がどこの家の子供なのかどうしても突つき止とめることができず、結局、小さな命と産うぶ着ぎに縫ぬわれた『イブ』という名前だけが、彼女が親から受け取った数少ない贈おくり物ものとなったのだった。

「お前、なんでこんなに早く起きてるんだ？」

　あくびをしながら窓を見ると、外はまだ薄うす暗ぐらかった。日の出直後といったところだろう。早朝から仕事を始める街の住民ならともかく、ならず者であるラファエルがこんなに早く起きることはめったになかった。

「だってラファエル、教会行くって約束した」

「教会？　……あ」

　昨夜、宿に戻もどったラファエルを待ち受けていたのは、ドアの前で頰ほおを膨ふくらませ、腕うで組ぐみをして立っていたイブだった。「遅おそい！　どこ行ってたの!?」と憤ふん慨がいする彼女をなだめるために、ラファエルは「依い頼らい人にんに呼び出されたんだ」と噓うそをついた。妙みような依頼をしてきたローブの女のことを思い出したのである。
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　話しているうちに、イブの興味はラファエルの帰りが遅おそくなったことよりも、女の依い頼らいに出てきた七つの大罪や聖書の話に移り始めた。

　イブは聖書を知らない。復ふく讐しゆうのことしか頭になかったラファエルにイブを教会に連れていくような余よ裕ゆうはなかったし、何よりも彼は教会が嫌きらいだった。この数年間、礼れい拝はいに行ったことがなく、聖書の中身もおぼろげにしか覚えていない。七つの大罪や聖書について質問攻めにされ、答えられなくなったラファエルは、今朝の礼拝に連れていくことをイブに約束させられてしまったのだった。

「ねー。行こうよ、ラファエル。教会、始まっちゃうよ？」

「………………眠ねみぃ」

「だめ！　ねむくない！」

「……………………」

　再び船を漕こぎ出だしたラファエルの上で、イブが手足をばたつかせた。

「ねーえー！　ラーファーエールー！　起ーきーてー！」

「痛いたっ……痛いてえよ！　わかった、わかった。起きるって」

「ほんと？」

「ああ……。起きてやるから、さっさとどいてくれ。いいかげん重い」

「えー。イブおもくないよー」

「いいからどけ」

　頰ほおを膨ふくらませるイブを力ずくで押おしのけると、彼女は「きゃー！」と笑いながらベッドの下に転げ落ちていった。

　手早く身支度を整え、ラファエルはイブを連れて宿を出た。

　早朝の空は白み始めたばかりで、やや肌はだ寒さむい。しかし、この時間に街を歩いているのは二人だけではなかった。

　子連れの家族や老夫婦、恋人、荷車を引く行商人たち。その多くがラファエルたちと同じ方向に進んでいる。目に映る人の姿は、はじめはまばらだったが、道と道が交わる度に増えていき、大通りに合流する頃ころには一つの列を成していた。

　人々の流れに乗って歩き続け、やがて辿たどり着ついた場所は、王都の中央広場だった。行商人たちが列を外れて荷を解き始め、朝市の準備を始める。

　早朝から大勢の人が集まり、賑にぎわいを見せる広場の中心に、一ひと際きわ目立つ建造物があった。

　はたして何千何万の石を積み上げたのか、がっしりとした石造りの建物は、王都の外がい壁へきを超える高さを誇ほこり、まるで小さな城のようだった。建物の上部に伸びる三本の尖せん塔とうのうち、中央の塔の頂には大きな鐘しよう楼ろうがある。王都で暮らす人々に時を知らせる鐘かねが吊つるされている。

　ペンドラゴン大聖堂。

　古いにしえから伝わる王の称号──『竜を統べる者ペンドラゴン』の名を冠かんするその建造物は、王都に五つある教会の一つであり、そして、ペルガモン王国最大の教会である。

「すっ……ごぉ────い！　大っきいよ、ラファエル！」

　大聖堂を見上げてイブが叫さけんだ。

　彼女を大聖堂に連れてきたのは初めてだ。宿の窓から遠目に眺ながめるのと間近に見上げるのとでは、迫はく力りよくが違ちがう。

　目を輝かがやかせてラファエルの服の裾すそを引っ張る彼女を、広場にいる人々が微笑ほほえましげに見ていた。

「はしゃぐんじゃねえよ。ほら、行くぞ」

「うん！」

　いつしか日が昇のぼり、空には透すき通とおった水色が広がっていた。日の光を受けた大聖堂が、礼れい拝はいに訪れた人々の列を飲み込んでいく。

　ラファエルとイブは、大聖堂の前に伸びる石の階段を上がり、開け放たれた大おお扉とびらの間を入った。

「……わぁ」

　イブが惚ほうけたように声を上げた。

　大聖堂を貫つらぬくように、まっすぐに広々とした通路が伸びている。両側には石柱が並び、見上げれば天井は遥はるか遠くにある。ステンドグラスを通して差し込む朝日が、大理石の床を照らしていた。奥おくの壁かべには一ひと際きわ大きなステンドグラスが嵌はめ込こまれ、そこには神と天使、そして祈りを捧ささげる人間の姿が色鮮あざやかに描えがかれている。

　ラファエルとイブは、通路を挟はさんで並べられた二列の長なが椅い子すの間を進み、中間辺りの席に腰こしを下ろした。

「ラファエル。なぁに、あれ？」

　前方にある壇だん上じようを指差して、イブが言った。

　そこには祭さい壇だんと、石の台座に突つき立たてられた大きな鉄の剣けんがある。イブが気にしているのは剣の方だった。

「あぁ……聖せい剣けんだな」

「聖剣？」

《ミカエルの聖剣》──大天使ミカエルが神殺しの悪あく魔またちを裁くのに用いたとされる剣だ。信しん仰こうの象しよう徴ちようとして、どの教会にも同じような模も造ぞう剣けんが飾かざられている。中でも、ペンドラゴン大聖堂にある聖剣は、ペルガモン王国の建国当初から存在する由ゆい緒しよある代しろ物ものなのだという。

　いつのまにか大聖堂内は、ほぼ満員になっていた。

　ゴォン、ゴォンと、頭上で鐘かねが鳴なり響ひびく。

　壇上に白い祭服を着た老齢の司祭が現れた。一いつ斉せいに人々が立ち上がり、ラファエルとイブもそれに倣ならった。

　司祭は、聖せい剣けんに対して厳げん粛しゆくに祈りを捧ささげ、それから祭さい壇だんの上に置かれた分厚い聖書を抱かかえ上あげると、信者たちに向き直った。

　司祭が胸の前で十字を切り、静かに聖書を開く。礼れい拝はいの最初に執り行われるのは、司祭自らが聖書を読み上げる聖書拝はい読どくだ。

「創世暦七年──熾し天てん使しルシフェルは、六人の背信者とともに神に叛はん逆ぎやくした」

　読み上げられた言葉に、ラファエルは驚おどろいた。

　拝読される章は毎日異なる。だというのに、今日に限って司祭は第三章──つまり『神の死』と『七つの大罪』について語られる章を選んだのだった。

　ラファエルの驚きよう愕がくをよそに、司祭の低い声が大聖堂の静せい寂じやくに染みこんでいく。

「全能たる神の勝利は疑いのないものであった。しかし、神はその比類なき愛ゆえに、彼らの醜みにくき欲望さえ受け入れて、尊とうとき命を差し出されたのだ。

　神は死んだ。

　天上はルシフェルらに支配され、数多あまたの天使が彼らの前に跪ひざまずいた。

　絶望の闇やみが天上を覆おおう中、聖なる剣けんを取った者がいた。大天使ミカエルである。ミカエルはわずかな軍勢を率いて戦いを挑いどみ、千年の争いの末、ついに神殺しの悪あく魔またちを地の底に封ふう印いんした。

《色欲》のアスモデウス。

《暴食》のべルゼバブ。

《嫉しつ妬と》のレヴィアタン。

《怠たい惰だ》のベルフェゴール。

《強欲》のマモン。

《憤ふん怒ぬ》のサタン。

《傲ごう慢まん》のルシフェル。

　冥めい界かいに封印されし七人の悪魔は、世界に混こん沌とんをもたらす七つの大罪として、多くの人々に恐おそれられている……」

　司祭はそこまで読み上げると、聖書をそっと閉じた。

「天地が創造された頃ころ、地上は楽園と呼ばれていました。人は神様に願うことで、火や、水を、自在に生み出すことができたのです。ですから、かつては極寒の冬に凍こごえることも、干かん魃ばつによって飢うえることもありえませんでした。七人の悪魔によって、神様が殺されるまでは……」

　皆みな、息を飲み、食い入るように祭壇の前に立つ司祭を見つめている。

「神様の死によって楽園は崩ほう壊かいし、暗黒の時代が訪れました。人は互たがいに憎にくみ合あい、奪うばい合あい、ときにその手を血で濡ぬらしました。数千年の時が流れ、預言者様の誕生によって《聖暦》が始まり、さらに千二百年以上の年月が経ったというのに、今この瞬しゆん間かんにも国と国、人と人とが争い合い、神様が創りしこの大地を赤く染めています。まこと嘆なげかわしいことです」

　司祭は低く落とした声を、穏おだやかなものに変えた。

「ですが、皆みなさん、絶望に屈してはなりません。かつて地上を一つにした預言者様は言いました。いずれ我々の前に《救世主メシア》が現れ、神様を再臨させるだろうと。そのとき、地上は再び奇き跡せきに満たされ、争いなき楽園となるのです！」

　その声を合図に、パイプオルガンの伴ばん奏そうが鳴なり響ひびき、重厚な旋せん律りつが大聖堂を満たした。

　壮そう麗れいな大聖堂で人々は歌い始める。

　神の死を悼いたみ、神殺しの悪あく魔またちを憎にくむ、祈りの歌を。

　その祝いとも呪のろいともつかない歌声に包まれながら、ラファエル・ルーサーは呟つぶやいた。

「くだらねえ」

　いつか《救世主》が現れて、この血ち塗まみれの世界を救ってくれる。

　だとしたら、なぜあの惨さん劇げきを止めてくれなかったのか。故郷や両親たちを救ってくれなかったのか。今さら現れたところで意味がない。すべてはもう終わってしまったのだから。

　眼帯の下で、左目の烙らく印いんが疼うずいた。

　ここに来ると、どうしてもあの頃ころのことを思い出す。

　だから、教会は嫌きらいだった。
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　七年前、燃え盛るドレークの街から脱だつ出しゆつしたものの、街道で行いき倒だおれになっていたラファエルは、隣となり街まちから駆かけつけた騎き士し団だんの一隊に救助され、イブとともに隣街の孤こ児じ院いんに入れられたのだった。

　新しい暮らしにも慣れ始めた頃、礼れい拝はいに行った小さな教会でラファエルは司祭から「なぜ眼帯をしているのか」と訊きかれた。言いつけを破ったところで、それを叱しかる両親はもういない。ラファエルは司祭に左目の烙印を見せてしまった。

　烙印を目にした司祭は、みるみるうちに顔が青ざめ、普ふ段だんの温厚な人ひと柄がらをかなぐり捨てて悲鳴を上げた。

「悪魔のしるしだ！」

　司祭が言うには、その烙印は悪魔に取とり憑つかれている証であり、災いを呼ぶ不吉なしるしとして、古くから言い伝えられているのだという。ラファエルは両親が左目の烙印を隠かくさせていた理由を、そのとき初めて知ったのだった。いくら訊いても理由を教えてくれなかったのは、『お前には悪魔が取り憑いているかもしれない』などと息子に言いたくなかったからだったのだと。

　小さな街に噂うわさはたちまち広まった。

　ラファエルは街中の人間に忌いみ嫌きらわれ、孤こ立りつした。どこかで不幸が起こると、誰だれもがラファエルのせいだと囁ささやいた。早く街から追い出せ。いや殺してしまえ。そんな声が、冗じよう談だん半分に頭上を飛び交った。孤こ児じ院いんの老院長と奉ほう公こう先さきの鍛冶かじ屋やの男だけが、ラファエルを嫌わなかった。老院長は度を過ぎたお人好しで、鍛冶屋の男は鍛冶以外のことにまるで興味がなかったからだ。

　そうして半年ほどが経った、ある日の夜。孤児院に賊ぞくが入り、子供たちを攫さらおうとした。商人に密かに売りつけることが目的だったようだ。止めようとした老院長が斬きり殺ころされ、子供たちが悲鳴を上げる中、ラファエルは賊に挑いどみかかった。父から学んだ剣けん術じゆつで命からがら追おい払はらい、息を荒あららげて振ふり返かえると、孤児院の子供たちが憎ぞう悪おの目をラファエルに向けていた。お前のせいだと、そう告げるように。

　孤児院は老院長の厚意で成り立っていた。彼の息子たちは慈善事業に興味はなく、孤児院があった土地は、彼らが言うところの『もっと有意義な事業』に使われることになった。そうして孤児院は潰つぶれ、孤児たちは居場所を失うことになった。

　街のどこかで誰かが言った。

　悪あく魔まのしるしは災いを呼ぶ。

　孤児院が潰れたのは、あいつのせいだ。

　ドレークも、きっとあいつがいたから──。

　ラファエルはイブを連れて街を出た。奉公先で稼かせいだささやかな金と、盗ぬすんだ金品で食いつなぎながら、王都サラマンドラを目指した。王都には金と情報が集まる。ラファエルにはそのどちらも必要だった。あの惨さん劇げきの日の誓ちかいを果たすために。

　孤児院のあった街がラオディキア帝国に占せん領りようされたことを知ったのは、王都に辿たどり着ついてからのことだった。ラファエルはまず「鍛冶屋の男は無事だろうか」と考え、次に「俺おれのせいじゃない」と思った。

　それからラファエルは、生きるために、復ふく讐しゆうを果たすために、多くの悪事に手を染めてきた。悔くい改あらためようにも、すべてを思い出すことができないほどに。

　そして《ドレークの惨劇》から七年が経った今。

　ついに復讐を果たしたラファエルの手には、亡き母との約束とクルセウスを殺したときの不快な感かん触しよくのほかには、何一つ残っていなかった。




　　　　　　　　　　５




　礼れい拝はいを終え、大聖堂から出たラファエルとイブを快晴の空が出で迎むかえた。

　日を浴びる石段を下りながら、イブが上じよう機き嫌げんに祈りの歌を口ずさんでいる。司祭の話を理解したかはわからないが、彼女なりに楽しんではいたようだ。

　イブは一足先に石段を下りきると、くるりと振ふり返かえって満面の笑みを見せた。

「また来ようね、ラファエル！」

「やなこった」

「えー!?」

　愕がく然ぜんとするイブの横を、同じく石段を下りきったラファエルが通り過ぎる。イブが慌あわてて後ろからついてきた。

「なんでなんで!?」

「いいだろ、別に。そんなに行きたきゃ一人で行けよ」

「ラファエルとがいいの！」

　ぶぅぶぅと文句を言うイブ。こういうときは話題を逸そらすに限る。

「少し歩くぞ」

「どこ行くの？」

「墓地だ」

「ラファエルのおとーさんたちがいるところ？」

「ああ」

　王都には《ドレークの惨さん劇げき》で命を落とした騎き士したちの墓がある。惨劇で死んだすべての者の墓をつくることはできないが、せめて街を守るために戦った騎士たちだけでも弔とむらってやりたいという王の意志によってつくられたものだ。もっとも、王都の民からは『腰こし抜ぬけ竜りゆうの墓』などと揶や揄ゆされ、追つい悼とうに訪れる者などめったにいないようだった。

　大聖堂から墓地に行くためには、中央広場を抜ぬけなくてはならない。しかし、今日に限って広場はすごい人混みで、なかなか前に進めなかった。

「待って、ラファエル！」

　振り返ると、イブが人混みにもみくちゃにされていた。小さな犬が波に流されていくようでもある。

「何やってんだよ」

　ラファエルは引き返して手を伸ばし、イブの小さな手を摑つかみ取とると、人の波から引っ張り出した。助け出されたイブは、くしゃくしゃになった髪かみを手で直しながら、「ありがと」とラファエルに礼を言った。

「それにしても、やけに騒さわがしいな」

　王都サラマンドラの大広場といえば、毎日のように市が開かれ、賑にぎわうことで有名だ。しかし、今朝の騒がしさは度を越している。よく見ると、人だかりは広場の東西に分かれており、間に一本の広い道ができていた。道は大広場だけでなく、王都を南北に走る大通りに沿って遠くまで続いている。

　ラファエルは、人だかりの後ろの方で背伸びをしている女性に近づくと、彼女の肩かたをとんとんと叩たたいた。

「なあ、こいつはいったい何の騒さわぎだ？」

　振ふり向むいたのは、ラファエルと同じ年とし頃ごろの女性だった。丁てい寧ねいに編んだおさげ髪がみを、肩かた越ごしに胸に垂らしている。裾すその長いワンピースは腰こしの辺りがきゅっと引ひき締しまっており、後ろ姿を見て思ったとおり、なかなかの美女だった。

　彼女は、左目に眼帯をしているラファエルを見て怪け訝げんそうにしたが、隣となりに小さな子供──イブがいることに気がつくと、いくらか警けい戒かいを緩ゆるめた。

「知らないの？　今日は騎き士し団だんが出しゆつ陣じんする日よ」

「出陣？　戦があるのか？」

「ラオディキア帝国との聖戦ですって。七年ぐらい前からラオディキアには領土を奪うばわれてしまっているから、王様が何としても領土を奪い返すよう騎士団に命令したって聞いたわ」

　ペルガモン王国とラオディキア帝国の戦争は、あの惨さん劇げきから七年経った今も続いている。《嵐の海ストーム・シー》の守護は健在で、大陸から送り込まれてくる兵士や奴ど隷れいは、その多くが海の藻も屑くずとなっている。それでも、ラオディキアは大都市ドレークを拠きよ点てんに支配地域を徐じよ々じよに広げ、現在では《炎と氷の島アルビオン》の南東部を丸ごと手中に収めていた。早々に手を打たなければ、いずれは王都まで攻め入ってくるだろうというのは、多くの人々が思うところであった。

「それで今回は、副団長様が軍を率いるみたいなの──あ、来たわ！」

　遠くで上がった歓声が、風に乗って大広場を駆かけ抜ぬけていった。歓声は押おし寄よせる波のように大きくなり、やがて《赤い竜りゆう》が描えがかれた旗とともに、軍馬に跨またがった騎士たちの行列が中央広場に入ってきた。

「ほら、彼よ！」女性が行列の先頭を指差して、黄色い悲鳴を上げた。「彼がペルガモン竜騎士団の副団長──ガウェイン様よ！」

　赤毛の軍馬に跨ったその騎士は、見ただけで別格とわかる風格を備えていた。顔つきは精せい悍かんであり、長めの髪と同じ赤みがかった髭ひげを口にたくわえている。鎧よろい越ごしにも鍛きたえあげられた肉体が見て取れ、深い色の瞳ひとみは遥はるか向こうにある戦場を見み据すえていた。

　王都を包む熱狂の中を、ガウェイン副団長と彼が率いる騎士たちが威い風ふう堂どう々どうと行軍していく。鎧や蹄てい鉄てつの音が重なり合って広場に響ひびき、それがまた人々の熱気を高めていった。行列を成す騎士の数は数百人にも及ぶ。これから戦場に赴おもむくまでの間に、各地で兵を集め、さらに規き模ぼを拡大していくだろう。

「教えてくれてありがとよ。もしよかったら今度──って、聞いてねえな……」

　騒ぎの原因を教えてくれた彼女は、ガウェイン副団長に黄色い声せい援えんを投げかけるのに必死で、ラファエルのことなどまるで見ていなかった。ラファエルは馬上のガウェイン副団長を睨にらみつけたが、彼もまたラファエルなど目にも留めずに馬を進め、前を通り過ぎていった。

「行くぞ、イブ」

　ラファエルは声せい援えんを受ける騎き士したちに背を向けて歩き出した。人だかりの向こうを見ようと飛とび跳はねていたイブが、慌あわてて追いかけてくる。

　人ひと気けのない裏通りに入る直前、ラファエルはもう一度人だかりの方を振ふり返かえった。

　歓声は鳴りやまない。誰だれもが騎士たちを憧しよう憬けいの眼差しで見つめていた。かつてのラファエルが、そうであったように。

　クルセウスの最期の言葉が、ふっと胸のうちに蘇よみがえった。




　──夢は叶かなったかい、ラファエル？
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　騎士たちの墓地は、王都の南にある丘の上につくられていた。

　空は青く澄すみ渡わたり、南から吹く風が草むらを波立たせている。騎士たちを讃える民の歓声もここまでは届かず、風に揺ゆれる草木の音のほかには何も聞こえなかった。

　二人しかいない墓地を、イブが野の莵うさぎのように跳はねながら、墓標の一つ一つを見て回っている。

「おい、あまり遠くに行くなよ」

「はーい！」

　返事だけは元気よく、イブはさらに先へと跳ねていく。ラファエルは呆あきれながら彼女を目で追っていたが、やがて、ある墓標の前で足を止めた。

　墓標には『ジャック・ルーサー』の名が刻まれていた。しかし、そこに父は埋うまっていない。あの日死んだ人々の遺い体たいは、街を占領した帝国騎士たちの手によって、とうに処分されてしまっただろう。

「……終わったよ」

　空っぽの墓に向かって、ラファエルは言った。ただその一言を伝えるために、ここまで来たのだった。

　もしも父や母が生きていたら、喜んでくれただろうか。

　よくやったと、褒ほめてくれるだろうか。

　考えるまでもない。二人が復ふく讐しゆうを許すような人間ではないことをラファエルは知っている。それがわかっていたからこそ、三日も前に王都に着いていたというのに、今日までここに来ることができなかったのだ。

　風になびく草の音を聞きながら、そんなことを考えていると、

「またお会いしましたね」

　突とつ然ぜん、背後から声をかけられた。

　驚おどろいて振り返ると、そこに昨夜出会ったローブの女が立っていた。フードをかぶっておらず、作り物めいた美しい顔を晒さらしている。後ろで結い上げられたブロンドの髪かみが、陽の光を受けてきらきらと輝かがやいていた。

「いつのまに……」

　まったく気配を感じなかった。困こん惑わくするラファエルをよそに、ローブの女は言った。

「私の依い頼らいを受ける気になってくださいましたか？」

「その話なら断っただろ」

「気が変わったのではないかと思いまして」

「ありえねえな」

「なぜでしょう？」

　不思議そうにする彼女に、ラファエルは苛いら立だたしげに答えた。

「『クルセウス・ガブリエルに会える』とか言ってたな。見ろよ、そいつの墓だ」

　ラファエルは、父の隣となりに並ぶ墓標に目をやった。そこには、ノーマン・トロイアットやエリザベート・リンクスら、父の小隊に所属していた騎士たちの墓がある。そして、そこには『クルセウス・ガブリエル』の名もあった。

　クルセウスの死は七年前は偽いつわりであったが、今となっては真実だ。彼の遺い体たいは王都から遠く離はなれた森の中で、きっと誰だれにも見つからず、あのまま朽くち果はてることだろう。

「クルセウスは死んだ。だから、もう二度と会うことはねえ」

　緩ゆるやかな風が吹く。ローブの女は何も言わずに、ただラファエルを見つめていた。何もかもを見み透すかすような彼女の瞳ひとみが、ラファエルには気に食わなかった。

「わかったら、他を当たるんだな。別に俺おれじゃなくたっていいだろ」

「いいえ。貴方でなくてはなりません」

「なんでだよ？」

「貴方が聖せい痕こんを授かっているからです」

「聖痕……？」

　彼女は、すっとラファエルに近づくと、その白い指でラファエルの眼帯に触ふれた。

「ここに、しるしがありますね？」

「っ……！」

　ラファエルは思わず彼女の手を払はらいのけ、後ずさった。

　クルセウスのことだけではない。この女は、悪あく魔まのしるしのことも知っている。

「……てめえ、いったい何者だ？」

「私が何者かなどどうでもよいことです」

　美しい女の声が、吹ふき抜ぬける風に溶けていく。ラファエルは彼女から目を離はなせなくなっていた。彼女の瞳もまた、ラファエルを捉とらえて離さない。

「ラファエル・ルーサー、貴方にとって、これは新たな始まりです。終わったままでいたいのであれば、それもよいでしょう。ですが、貴方自身望んでいるはずです。終わりの終わり──始まりを。私は道を指し示すに過ぎません。死とも生ともつかない道に歩み出すか、立ち止まったまま死体のように生きるか。すべては貴方次第です」

　彼女は踵きびすを返した。

「私はもう行かなくてなりません。最後まで見届けることはできませんが、貴方が《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解いてくださることを期待しています」

「あっ、おい……！」

　ローブの女が去っていく。その細い背中を、ラファエルは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　どんっ、と腰こしの背に衝しよう撃げきがあった。前のめりになったが、どうにか踏ふみとどまる。振ふり返かえると、イブが無む邪じや気きな笑みを浮うかべて腰に抱だきついていた。

「ラファエル！　おっきな石がいっぱいあった！」

「くっつくなよ。邪じや魔まくせえ」

　ラファエルはイブを引ひき剝はがし、ローブの女が歩いていった方向に視線を戻もどした。

　昨夜と同じだった。まるで夢か幻まぼろしであったかのように、彼女は忽こつ然ぜんと姿を消していた。
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　かつて、神は七日で天地を創造した。

　一日目に光を、

　二日目に大空と水を、

　三日目に大地と海を分けて植物を芽生えさせ、

　四日目に太陽と月と星をつくり、

　五日目に水に棲すむものと空飛ぶ鳥を、

　六日目に獣、家畜、地を這はうものを創造し、最後に人間をつくった。

　そして、七日目には休息したのだという。

　一方、ラファエル・ルーサーは、あれから七日間休息しっぱなしだった。一日目に惰だ眠みんを貪むさぼり、二日目も惰眠を貪り、三日目から七日目もやはり惰眠を貪った。そして、貪り尽くしたのは眠ねむりだけではなかった。

　昼の日差しが差し込む宿屋の一室で、ラファエルは手にした革かわ袋ぶくろを逆さにした。中から数枚の銅貨が飛び出し、テーブルの上を跳はねて転がった。最後の一枚が、鞘さや入いりの短たん剣けんにぶつかって停止した。

「……銅貨七枚」

　ラファエルは途と方ほうに暮れて椅い子すの背もたれに寄りかかった。これから毎日、固くなったパンだけで食いつないだとしても、近いうちに底を突つくだろう。宿屋の娘をたらしこみ、ここ数日の宿代をつけてもらっているが、それにも限界はある。

「……ん？」

　物思いに耽ふけっていたラファエルは、下からごそごそと音が聞こえてくることに気がついた。視線を落とすと、ついさきほどまでベッドの上でごろごろしていたはずのイブが、テーブルの下に潜もぐり込こんでいた。

「何やってんだ、そんなところで」

「ぼうけんしてるの」

「冒ぼう険けん？」

「ここはね、どうくつなの」

　イブは声を潜ひそめてそう言うと、すぐそこにあるオンボロのベッドを指差した。

「あれが山」

「一歩で頂上だな」

　グゥ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]と、気の抜ぬける腹の音が部屋に響ひびいたのは、そのときだ。

「……」

「……」

　沈ちん黙もくの中、ラファエルはテーブルの下でうずくまっているイブを見た。小さな顔がリンゴのように真っ赤になっていた。

「…………イブじゃないよ……？」

「へえ」

「ラファエル、信じてない！　イブじゃないもん！」

　──ごんっ！

　勢いよく立ち上がろうとして、イブがテーブルに頭をぶつけた。小さく跳はねたテーブルの下で、彼女は頭を押おさえた。

「いったぁい……」

「何してんだよ」

　すると、グゥ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]と再び腹の虫が鳴った。イブがきょとんとして、ラファエルを見上げた。

「イブじゃないよ？」

「……知ってるよ」

　このままでは飢うえ死じにだ。いいかげん金を稼かせがなくてはならない。

「しょうがねえ。ギルドに行くか」

　ラファエルの言葉にイブがぴくりと反応し、テーブルの下から這はい出でてきた。

「イブも行く！」

「お前は留守番な」

「えぇー！」

　イブがこの世の終わりのような悲鳴を上げた。

「何度も言ってるだろ。あそこはお前みたいな子供ガキを連れていくような場所じゃねえんだよ」

「イブ、大人だもん！」

「胸も出てない子供が何言ってんだ」

「むぅ～……！　ラファエルだけずるい！　ねぇ、いいでしょ？　イブも行きたい！」

「あのな……遊びにいくわけじゃねえんだぞ？」

　それでも涙なみだ目めになって見上げてくるイブに、ラファエルは観念して深い溜ため息いきを吐ついた。

「……しょうがねえな。わかった、連れてってやる」

「ほんと!?」

「その代わり邪じや魔まするなよ」

「うん！　やったぁ！」

　イブは両手を上げてぴょんと飛とび跳はねると、ベッドの上に畳たたまれていた小さな外がい套とうを手に取り、大急ぎで羽は織おった。そのままどたばた部屋の扉とびらの前まで走る。

「ラファエル早くっ！」

「そんな慌あわてなくてもギルドは逃にげねえよ」

「はーやーくー！」

「わかった、わかった」

　地じ団だん駄だを踏ふむイブに呆あきれながら、ラファエルはテーブルの上の銅貨を革かわ袋ぶくろにしまい、椅い子すから立ち上がった。
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　ギルドとは、街に住む商人や職人たちが技術の向上や利権の独どく占せんのために作り上げた組織を言う。王都サラマンドラには、最大規き模ぼを有する商人ギルドをはじめ、鍛冶かじ屋やギルドや大工ギルド、はたまたパン屋ギルドなど、様々なギルドが存在しているが、その中でも一ひと際きわ異い彩さいを放つのが、ラファエルが利用する冒ぼう険けん者しやギルドだった。

　冒険者ギルド──別名、ならず者ギルド。他のギルドが職業人たちの集まりであるのに対し、冒険者ギルドは、職や住居を持たないならず者たちの集まりだ。大小問わずあらゆる仕事をならず者たちに斡あつ旋せんするというのが冒険者ギルドの建前上の役割だが、実態としては、騎き士し団だんでは引き受けないような違い法ほうな仕事を斡旋する場となっていた。

　王都サラマンドラの冒険者ギルドは、西地区の奥おくまったところにギルドホールを構えている。やや古めかしい赤レンガ造りの建物は、路地の暗さもあいまって、さながら廃はい墟きよのようである。

　ラファエルは扉とびらを押おし開あけた。ぎぃ、と木が軋きしむ音とともに、陰いん気きな空気が漂ただよってくる。

　ホールの中は、一見すれば酒場のようである。しかし、大通りに並ぶような酒場とは客の様相がまるで違ちがった。無造作に並べられたテーブルの周囲には、目つきの悪いゴロツキに、革かわ鎧よろいを纏まとった大男、胸元がざっくりと開いた服を着た女や、ナイフを弄もてあそぶ若者といった、出自も年齢もバラバラの者たちが集まっている。王都のならず者たちだ。

　子連れでギルドホールに入ってきたラファエルに、ならず者たちは怪け訝げんそうな視線を向けてきた。二人が親子にも兄妹にも見えないことが、より一層彼らの興味をそそったらしい。

　彼らの目を無視して、ラファエルはイブを連れて店の奥へ進み、バーカウンターの内側にいる正装の老人に声をかけた。

「よう、爺じいさん」

　老人の髭ひげと髪かみは雪のように白く、顔は皺しわだらけだ。だが、背筋を伸ばして黙もく々もくとグラスを磨みがく所作は、年を全く感じさせず、不思議な迫はく力りよくがあった。

　白髪の老人はグラスを磨きながら、ちらりとラファエルに視線を向けた。

「こんなところに子供を連れてくるものではありません。前にもそう言ったはずですよ、ラファエルさん」

「文句ならイブに言ってくれ。こいつが行くって言って聞かなかったんだ」

「こんにちは、おじいさん！」

「はい、こんにちは」

　老人はイブに微笑ほほえみを返し、次いでラファエルに目をやった。

「そういえば、ラファエルさん。先日はずいぶん暴れたようですね。三人の騎き士しを叩たたきのめしたのだとか」

「どうして知ってんだよ？」

「当然でしょう。街のすべてが私の目であり、耳なのですから」

　老人の優しげな笑顔は、安心感よりも底知れなさを感じさせるものだった。

　王都サラマンドラの冒険者ギルドマスター。ラファエルがこの老人について知っていることはそれだけだ。決して短い付き合いではないが、いまだに名前さえ知らなかった。

　マスターは磨き終わったグラスを後ろの棚たなに置き、新たにコップを手に取ると、そこにミルクを注いでイブの前に差し出した。イブが椅い子すに飛び乗り、マスターにお礼を言う。イブはミルク目当てでここに来たと言ってよかった。

「今日はどんな御用ですかな？　仕事をお探しでしたら、なかなか報ほう酬しゆうの良い依い頼らいが来ていますが」

「内容は？」

「護衛の依頼です。報酬は金貨五十枚」

　そう言って、マスターはカウンターテーブルの下から一枚の羊よう皮ひ紙しを取り出した。ホールの壁かべに貼はり出だされている依頼書とは違ちがい、マスターから直接渡わたされるものは違い法ほうな依頼と相場が決まっている。依い頼らい書しよにも、依頼人の素性や護衛の詳しよう細さいについては記されていない。当日に指示を出すからその通りにしろ、という内容だった。

「先方としては十名ほど雇やといたいそうです。ちょうど残り一ひと枠わくですが、どうしますか？」

「……やめておく」

　ラファエルは依頼書を指で弾はじいて差さし戻もどした。

「おや、意外ですな。この報ほう酬しゆうなら飛びついてくるかと思いましたが。理由を訊きかせていただいてもよろしいですか？」

「大した理由じゃねえよ」

　ラファエルは面めん倒どうそうに言った。

「この報酬だ。どうせ依頼人は商人か何かで、仕事は違い法ほう取引の護衛ってところだろ。この前の出しゆつ陣じんで騎き士し団だんが手て薄うすになっているうちに取引しようって腹だろうが……騎士団だって馬鹿じゃない。そういう奴やつらが出てくることくらい予想して、警けい戒かいしてるさ」

「取引は失敗すると？」

「なんだ、やっぱり違法取引なのか」ラファエルは笑った。

「例えばの話です」マスターが冷静に受け答える。

「さあな。失敗するかどうかはわからねえよ。それで、他の依頼書はねえのか？」

「あるにはありますが……この依頼に比べると見み劣おとりしますよ」

　マスターは護衛の依頼書をカウンターの下に戻し、代わりに数枚の依頼書をラファエルの前に置いた。

「おかわりっ！」

　イブが、たんっとテーブルにコップを置く。「少々お待ちください」とマスターがミルクを注ぎ直している間に、ラファエルは依頼書に目を通した。マスターの言う通り、どれもたいして金にならない依頼だった。

「ろくなもんがねえな」

「ですから、そう言ったでしょう。……ああ、そうだ。あの依頼なんていかがです？」

　マスターが、悪戯いたずらを楽しむ子供のような顔で、壁に張り出された一枚の依頼書を指差した。ボロボロの羊皮紙に、『竜りゆうの卵を手に入れた者に金貨千枚』と書かれている。

「なんだありゃ？」

「数千年前に絶ぜつ滅めつした竜の卵が、大火山《竜の巣ドラゴン・ネスト》の火口にあるとかないとか」

「くだらねえ」

「おや、一いつ攫かく千せん金きんのチャンスだと思ったのですが」

「何が竜の卵だ。だいたい、竜は絶ぜつ滅めつしたっていうけどな、そもそも本当にいたかどうかだって怪あやしいぜ。どうせ昔の奴やつらが言いふらした作り話──」

　ふと、ラファエルの頭に、あの依頼のことがよぎった。

「なあ、爺じいさん。七つの大罪って知ってるか？」

「知らない人を探す方が難しいですな。七つの大罪がどうかしたのですか？」

　ラファエルは、ローブの女に持ちかけられた依い頼らいのことをマスターに話した。

「『《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解いてほしい』……なんとも奇き妙みような依頼ですな」

「意味がわからねえだろ？」

「ふむ……」

　マスターはしばし思案し、口を開いた。

「『冥めい界かいに封印されし七人の悪あく魔まは、世界に混こん沌とんをもたらす七つの大罪として、多くの人々に恐おそれられている』」

「あ！　イブそれ知ってる！　せいしょでしょ？」

「おや。物知りですね、イブさんは」

　誇ほこらしげに手を挙げたイブに、マスターは微笑ほほえんだ。

「聖書において七つの大罪というのは、神を殺した七人の悪魔を指す言葉です。『《憤怒》の封印を解いて欲しい』というのは、おそらく悪魔の一人、《憤怒の》サタンの封印を解いて欲しいということでしょう」

「そんなこと言ったって、聖書に書かれてることは全部作り話だろ？」

「いえ、それがそうとも限らないのですよ」

「何？」

　マスターは言った。

「二十年ほど前、先代国王のユーゼル王が、当時の騎き士し団だん長ちように対して同じように大罪の封印を解くよう命じたらしいのです」

「国王が？　なんでそんなこと……」

「『世界に混沌をもたらす』とあるように、七つの大罪の封印は解いてはならないものとして聖書に記されています。ですが、一方でこういう言い伝えもあるのです」

　マスターは不敵な笑みを浮うかべて、その言い伝えを口にした。

「『七つの大罪を解き放った者は、神の力を手に入れる』」

「……何だそりゃ」

　マスターは肩かたを竦すくめた。

「病に伏ふせっていたユーゼル王はその言い伝えを信じました。神の力があれば、不老不死にもなれると考えたのです。王の勅ちよく命めいを受けた騎士団長は、極秘に調査隊を編成し、神殺しの悪魔が封じられている《大罪遺い跡せき》に派は遣けんしたと言われています」

「《大罪遺跡》……？」

「大天使ミカエルが七人の悪魔を封印した場所のことですよ」

　マスターがグラスを磨みがきながら答えた。

「神が創造したこの世界は、天使が住まう天てん界かい、人間われが住む地ち界かい、悪しき者を罰ばつする冥めい界かいの三つに分かれていると言われています。冥界には、ミカエルが創り上げた七つの《大罪遺い跡せき》があり、そこに神殺しの悪あく魔またちが封ふうじられているわけです。聖書には、《大罪遺跡》への入り口──《冥界の門》が、我々の住む地界に存在すると記されています。門をくぐった者は、冥界の《大罪遺跡》に迷い込み、二度と生きては帰れないのだそうです」

「ラファエル、ラファエル。イブ、めいかいに行ってみたい！」

「お前、話聞いてたか？」

　イブがカウンターに身を乗り出し、マスターに訊きいた。

「ねぇ。門ってどこにあるの!?」

「……ふむ。どこから話すべきでしょうか」

　ギルドマスターは磨いていたグラスを置くと、背後の棚たなから一枚の羊よう皮ひ紙しを探し出し、カウンターの上に広げた。

　イブがまじまじと羊皮紙を見つめる。

「なに、これ？」

「世界地図です。少し古いですがね」

　そこには《地上界》の地形図と七王国の領土が描えがかれていた。

　ペルガモン王国は《炎と氷の島アルビオン》のおよそ三分の二、中央から南部にかけた土地を統治している。王都の南に《竜の巣ドラゴン・ネスト》と呼ばれる巨大な火山が存在し、それゆえに他国からは『炎の王国』と称されることもある。

　万年雪の積もる《白雪の山脈スノーホワイツ》を境に、北には雪と氷に覆おおわれたサルデス王国の領土が広がり、霧きり立ち上る《霧の海ミスト・シー》を挟はさんで西には、ティアテラ王国が統治する《湖の島ヒベルニア》が浮うかんでいる。そして、《嵐の海ストーム・シー》を挟んで南に、残る四つの王国がひしめく広大な《地上の大陸ジアース》が存在していた。

《地上の大陸》の中で目につくのは、大陸の東部を統治する《ラオディキア帝国》の領土の広さだ。かつてラオディキア王国と呼ばれたその国は、七王国と同時期に乱立した無数の小国を残らず征せい服ふく、支配したことによって、今日では地上最大の帝国となっている。他の王国に対する侵しん略りやく戦争にも精力的であり、ペルガモン王国も《炎と氷の島》の南東部、すなわちドレークを中心とした土地の支配権を明あけ渡わたしていた。

「聖書によると、《冥界の門》は《大罪遺跡》と同じ数──つまり、七つあるのだそうです。問題は、それらがどこにあるのかということですが……。イブさん、『ペルガモンの人間は凶きよう暴ぼうだ』という言い伝えを聞いたことがありますか？」

「きょーぼー？」

「怒おこりやすい、ということです」

「……あー」

「俺おれを見るな、俺を」

「似たような言い伝えとしては、『ティアテラ人は嫉しつ妬と深ぶかい』『サルデス育ちは怠なまけ者もの』『スミルナの商人に恩おんを売るな』『エフィソスの女はエロい』などというのがありますな」

「エロい……？」

「情熱的だということです」

「じょーねつてき」イブはラファエルを見た。「ねぇ、イブは？　イブはエロい？」

「十年早ぇ」

「いたっ」

　額を指で弾はじかれて、イブは小さくのけぞった。マスターが微笑ほほえみ、話を続ける。

「と、まあ、昔からそのような言い伝えがあるのです。偏へん見けんと言ってもいいですがね。そして、これは私の推すい測そくですが……そのように言われる背景には、七つの大罪が関係していると思うのですよ」

「どういうことだ？」

「例えば、『ペルガモン人は凶きよう暴ぼうだ』……これはサタンが封ふうじられた《大罪遺い跡せき》につながる門が、この国のどこかにあるからではないでしょうか。サタンのもとで生まれ育った我々は、生まれながらにして《憤ふん怒ぬ》の大罪を抱かかえている……そういう理り屈くつですよ」

「ってことは……」

「同じように、ティアテラ王国には《嫉しつ妬と》のレヴィアタン、サルデス王国には《怠たい惰だ》のベルフェゴール、スミルナ王国には《強欲》のマモン……といったように、七王国それぞれの領土に《冥めい界かいの門》があるのだと推測できます。もっとも、今と昔とでは各国の領土に多少違ちがいがありますから、必ずしもそうだとは言い切れませんがね」

　マスターは一息ついて言った。

「さて、話を戻もどしましょうか。先代ユーゼル王から大罪の解放を命じられた騎き士し団だん長ちようは、ペルガモン王国にある《冥界の門》──おそらくは《憤怒》の遺跡につながる門でしょう──その場所を、王から知らされたと言われています。王家に伝わる秘密といったところでしょうな。ペルガモン城には、そのときユーゼル王から託たくされた《冥界の門》の地図が、今も保管されているという話です」

　ギルドマスターはそう締しめくくると、口元に皺しわを寄せた。

「私が知っているのはここまでです。少しはお楽しみいただけましたかな？」

　ラファエルは羊よう皮ひ紙しの中に押おし込こめられた世界を眺ながめた。七つの遺跡と七つの門。はたして、どこまでが真実なのだろうか。

「……なあ、爺じいさん」

「なんでしょう？」

「さっきの話が本当なら、《冥界の門》の地図はペルガモン城にあるんだな？」

「そうなりますが……」マスターが目を見開く。「まさか、ラファエルさん。その女の依い頼らいを受けるおつもりなのですか？」

「馬鹿言え。俺おれが報ほう酬しゆうのない依頼を受けるわけがねえだろ」

「でしたら、なぜそのようなことを……？」

「その地図────欲しくねえか？」

　ぴたりと、グラスを磨みがくマスターの手が止まった。

　脈ありだ。

　マスターは店内に視線を巡めぐらせ、他のならず者たちが耳をそばだてていないことを確認すると、声を潜ひそめた。

「……盗ぬすみ出だす気ですか？」

「話を聞く限り、かなり貴重な代しろ物ものだ。爺じいさんも興味あるだろ。もし手に入ったら、優先的に売ってやってもいいぜ」

　ラファエルはギルドマスターと睨にらみ合あう。沈ちん黙もくのあと、先手を打ったのはマスターだった。

「金貨二百枚でいかがです？」

「耄もう碌ろくしたか、爺さん？　捕つかまるリスクを考えたら、五百枚はもらわなきゃ割に合わねえよ」

「ご冗じよう談だんを。二百五十枚がいいところでしょう」

「ずいぶんけち臭くさいな。ま、しょうがねえ、今までの恩おんもある。おおまけに負けて、四百五十枚で許してやるよ」

「恩というのでしたら、もっとまけていただかなければ。いくらツケがあると思ってるのですか？」

「なら、四百二十枚でどうだ」

「二百八十枚」

「四百枚」

「三百枚」

「オーケー」ラファエルは指でカウンターを叩たたいた。「金貨三百枚だ」

「おや？」

　マスターが意外そうに眉まゆを上げた。

「もう少し粘ねばるかと思いましたが。何を企たくらんでいるのです？」

「何も企んじゃいねえさ……と、言いたいところだが、まけてやる代わりに、そっちで用意してほしいものがある」

「ほぅ？　そう来ましたか。何を用意すればいいのです？」

　ラファエルが要望を伝えると、マスターは口元を緩ゆるめた。

「なるほど……面白いですな」

「用意できそうか？」

「数日いただければ」

「よし、交こう渉しよう成立だ。ついでに、もう一つ頼たのんでいいか？」

「聞きましょう」

「俺おれに依い頼らいしてきたローブの女を探してくれ。金きん髪ぱつ。碧あお色いろの目。細身で、背は俺より少し低いくらいだ。俺が会ったときは茶色のローブを着て、フードで顔を隠かくしていた」

「他に特とく徴ちようは？」

「美人だ。とびきりのな」

「ほう」

　ギルドマスターが口の端はしを上げた。

「かしこまりました。サービスで調査いたしましょう」

「頼んだぜ」

「ええ。あぁ、そういえば……」ギルドマスターが思い出したように言った。「『銀ぎん髪ぱつの男』の方は、まだ調査を続けますか？」

　ラファエルの右手に不快な感かん触しよくが蘇よみがえった。表情から察したのか、マスターは「必要ないようですね」と言い、それ以上何も聞かなかった。

「では、ご要望の品が用意できましたら、使いの者を出します。それまで待っていてください」

「わかった。宿は──」

「ラファエルさん、お忘れですか？」

「……街のすべてがあんたの目で、耳だったな」

「よろしい」

　マスターの得意気な顔に、ラファエルはうんざりしながら席を立った。

「行くぞ、イブ」

「わっ、待って！」

　イブは慌あわててミルクを飲み干すと、

「……ぷはっ。ごちそーさま！」

　たんっとカウンターにコップを置いて、椅い子すからひょいと飛び下りた。

　ラファエルは、ふと思い立って足を止めた。振ふり返かえり、ギルドマスターに声をかける。

「そういや、さっきの話……二十年前に派は遣けんされた調査隊はどうなったんだ？」

　すると、ギルドマスターはわずかに声を低くして、

「行方不明です」

　と、言った。

「派遣された十五名の騎き士しは誰だれ一人帰ってきませんでした。表向きには、行商隊の護衛任務中に遭そう難なんしたことになっていますがね」




　　　　　　　　　　７




　ラファエルとイブが再びギルドホールを訪れたのは、それから三日後のことだった。

「お待ちしていました。どうぞこちらへ」

　笑顔で出で迎むかえたギルドマスターは、ギルドホールの三階に設けられた個室に二人を通した。木張りの床と石いし壁かべに囲まれた質素な部屋だが、ラファエルたちが泊とまっている安宿の三倍は広い。ラファエルとイブ、そしてマスターの三人だけが中に入り、ギルドの手下スタツフが見張りとして扉とびらの外に残った。

「ご要望の品です」

　室内のテーブルに置かれていたのは、ペルガモン竜りゆう騎き士し団だんの制服と、軽けい鎧がい一式、そして鞘さやに収められた長ちよう剣けんだった。鎧よろいの胸きよう甲こうや剣の鍔つばには、ペルガモン王国の象しよう徴ちようである《赤い竜》の紋もん章しようが入っている。装備は使い古しの物で、小さな傷がところどころに散見されたが、手入れは行き届いており、十分立派な代しろ物ものだった。

「へえ……この短期間によく揃そろえたな」

「引退した騎士から裏で買い取りました。その騎士も今いま頃ごろは街を出て、悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活を送っているはずですよ。それにしても、騎士に成りすまして城に潜もぐり込こもうとは……大だい胆たんな作戦を立てたものですね」

　マスターは愉ゆ快かいげに言う。

「さて、ラファエルさん。試しに着てみていただけますかな？　サイズが合っているか確認しておきたいですし」

「わかった」

　ラファエルは騎士団の装備を試着してみることにした。制服に袖そでを通し、鋼はがねの胸甲を着けて、革かわのブーツを履はく。腕うでに籠こ手てを着け、最後に、鞘に納められた剣を腰こしのベルトに吊つり下さげた。サイズはどれもラファエルのためにつくられたかのようにぴったりだった。

「……ま、こんなもんか」

　ラファエルが自分の格好を見下ろしていると、ギルドマスターが言った。

「左目の眼帯は外さないのですか？　いくら騎士の格好をしているとはいえ、少し目立ち過ぎるように思いますが」

「こいつは外せねえんだ。ま、できるだけ人に会わないようにするさ。……ん？」

　視線を感じて下を向くと、惚ほうけたように見上げているイブと目が合った。

「ラファエル、騎士みたい……」

「そりゃ、騎士の格好をしてるからな」

　呆あきれて言うと、イブは笑顔で首を振ふった。

「かっこいい！」

「本当、よくお似合いですよ」マスターもしたり顔で言う。「いっそのこと、騎き士し団だんに入団されてはいかがですかな？」

「馬鹿言え」

　ラファエルは腰こしの剣けんを抜ぬいた。鞘さやが擦こすれる音とともに、鋭するどい両もろ刃はが露あらわになる。

　二、三度、剣を振ふり、感かん触しよくを確かめた。普ふ段だんは短剣を使っているラファエルだが、久々に手にした長剣は意外に軽く感じられた。幼い頃ころに感じた長剣の重さが記き憶おくに残っているからかもしれない。

　妙みような懐なつかしさがあり、ラファエルは剣をじっと眺ながめた。しかし、磨みがかれた刃に映っていたのは、騎士を夢見る少年ではなく、復ふく讐しゆうを遂とげた男の顔だった。

「そういえば、ご依い頼らいされていたローブの女のことですが……」

「見つかったのか？」

　ラファエルは剣を鞘に収め、ギルドマスターの方に振り返る。マスターは申し訳なさそうに首を横に振った。

「とびきりの美女ということでしたから、すぐに見つかるかと思ったのですが……街の住民や宿屋の主人、門兵たちに聞いて回っても、それらしい目もく撃げき情報は得られませんでした。いかがいたしますか？　お望みであれば、調査を続けることもできますが」

「……いや、やめておく」

　この街で《冒ぼう険けん者しやギルド》の情報網から逃のがれられる人間はそう多くない。ギルドに見つけられないということは、よほどの変装をしているか、誰だれかに匿かくまわれているか……いずれにしても、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手であることには違ちがいなかった。

「城の見取り図の方は？」

「そちらは抜かりありません」

　マスターは丸められた紙を取り出し、留とめ紐ひもを解ほどいてテーブルの上に広げた。ペルガモン城の見取り図。これも、ラファエルがマスターに依頼したものだった。

　ペルガモン城は王都の南地区にある《偉大なる丘グレート・ヒル》に建っている。二重の城じよう壁へきに守られた内側には、王おう侯こう貴族らが暮らす宮殿の他に、五つの塔とうがある。兵舎や牢ろう獄ごく、倉庫など、塔の役割は様々だが、中でも目を引くのは城じよう郭かく中央に聳そびえる《竜りゆうの塔》だろう。大聖堂を凌しのぐ高さと広さを誇ほこる方形の塔は、地下を含ふくめて六つの階に分かれている。塔内には謁えつ見けんの間や騎士団長室が備えられており、紛れもなくペルガモン城を象しよう徴ちようする建物だ。

「例の地図がどこに保管されているかはわかりませんが……おそらくは《竜の塔》の地下にある『宝物庫』でしょう」

　ギルドマスターはそう言って、見取り図上にある『宝物庫』を指差した。噂うわさによれば、《冥めい界かいの門》の地図は先代国王から託たくされた代しろ物ものだ。宝物として扱あつかわれていると見るのが妥だ当とうだろう。しかし、しばらく無言で見取り図を眺ながめていたラファエルは、

「こっちだな」

　塔とうの五階──すなわち最上階にある『騎き士し団だん長ちよう室しつ』を指で叩たたいた。

「団長室？」マスターが白はく眉びを上げる。「なぜそこに地図があると？」

「勘かんだ」

　ラファエルはあっさり言った。

「国王から託たくされた代しろ物ものだっていうんなら、できるだけ自分の目の届くところに隠かくしておきたいんじゃねえか？　宝物庫に置いといたら、部下の誰だれかが盗ぬすむかもしれねえし」

「ふむ。一理ありますな……」

　マスターは思案顔で白い顎あご鬚ひげを撫なでた。

「よろしい、貴方の勘を信じましょう。ペルガモン城に潜もぐり込こみ、まず目指すべきは《竜りゆうの塔》最上階……騎士団長室です」

　それから先、ラファエルはマスターと侵しん入にゆう経路や地図の隠かくし場所について話し込んだ。隣となりで話を聞いていたイブが、彼らの横で眠ねむたそうにあくびを嚙かみ殺ころした。
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　ゆったりと日が沈み、王都サラマンドラに夜が訪れようとしていた。

　ラファエルは騎士の格好をしてペルガモン城のある《偉大なる丘グレート・ヒル》にやってきた。丘の上では石の城じよう壁へきが連なり、その手前に深い堀ほりが広がっている。ラファエルは堀に架かかった跳はね橋はしを渡わたって、城門へ近づいていった。

　門の前に二人の門番が立っていた。門前を照らす篝かがり火びが、彼らの影かげを石いし壁かべに映し出している。

「おい、お前！」

　門番の一人がラファエルを見て声を上げた。

「入るなら急いでくれ！　そろそろ鉄格子を落とすぞ！」

「──ああ、今行く！」

　疑われたわけではないらしい。ラファエルは駆かけ足あしで橋を渡り、騎士たちの横を通り過ぎて門をくぐった。

　背後で鉄格子が落とされる音がした。「あんな奴やついたか？」という声も聞こえてきたが、ラファエルは振ふり返かえらずに城じよう郭かく内ないを進んでいく。

　城郭内に設けられた門をくぐると、広々とした中庭に出た。

　まっすぐに伸びる石いし畳だたみの先に、ペルガモン城の象しよう徴ちようである《竜の塔》が王国の威い容ようを知らしめるように聳そびえている。幾いく千せん幾いく万まんの石を積み上げて造られたその塔は、大聖堂の荘厳な佇たたずまいとは異なる無骨な迫はく力りよくに満ちていた。

　ラファエルは、中庭に並び立つ兵舎や厩きゆう舎しやを見やりながら歩を進め、《竜りゆうの塔とう》の下に辿たどり着ついた。窓から灯りが漏もれていることから、中に人がいるとわかる。

　塔の鉄てつ扉ぴを押おし開あけ、中に足を踏ふみ入いれた。

　広々とした玄関広間には騎き士しの姿はなく、燭しよく台だいに灯る火がゆらゆらと揺ゆれている。前方の壁かべには、両開きの樫かしの扉とびら。その上には《赤い竜》を描えがいた国旗が飾かざられていた。左右には上階へ続く階段と、廊ろう下かへつながる通路の入り口がある。

　団長室は塔の最上階だ。ラファエルは足音を殺し、右の階段を上がっていった。途と中ちゆう、数人の騎士と階段ですれ違ちがったが、彼らはラファエルに注意を留めることなく、そのまま階下へ下りていった。

　団長室の前に来たラファエルは、彫ちよう刻こくが施ほどこされた樫材の扉をノックした。返事はない。周りに誰だれもいないことを確認し、扉の取っ手を引いてみる。閂かんぬきはかかっておらず、樫の扉は抵てい抗こうなく開いた。

　騎士団長室に灯りはなく、人の気配もなかった。部屋の中に入ったラファエルが後ろ手にそっと扉を閉じると、室内はほとんど真っ暗になった。光といえば、窓から差し込む微かすかな月明かりだけだ。

　常人であれば何も見えない暗くら闇やみ。

　しかし、ラファエルには月明かりさえいらなかった。

　左目の眼帯を外す。すると、松明でも灯したかのように視界が鮮せん明めいになり、団長室の様子をはっきりと見て取ることができた。

　暗闇を見通す左目の力は、幼い頃ころから衰おとろえていない。眼帯を外しさえすれば、ラファエルはどんな暗闇の中でも昼間と変わらない程度に物を見ることができた。

「……さーて、始めるか」

　団長室の中はそれほど広くない。室内にあるのは、執務机に、応接用のテーブルと椅い子す、棚たなが三つにチェストが二つといったところだ。物を隠かくせそうな場所は多くない。ラファエルは早速地図の捜そう索さくを開始した。

　まずは扉の正面に向かって置かれている執務机を調べることにした。樫材の机の上には、堆うずたかく積まれた羊よう皮ひ紙しと、照明用のオイルランプが置かれている。

　もし噂うわさ通りに《冥めい界かいの門》の地図があるとしても、さすがに机の上に放り出されているわけはないだろう。机上の物は放っておき、備え付けの引き出しの中を漁あさってみた。しかし、羽ペンやインクなどの雑貨が整せい頓とんされているだけで、目ぼしいものは見当たらない。

　ラファエルは次にチェストを開けた。中にあるのは騎士制服や真しん紅くのマントといった衣装の類だ。地図はない。念のためチェストの底に仕し掛かけがないか確認したが、これも徒労に終わった。

　壁かべ際ぎわの棚には、聖書や歴史書、学術書に戦略書など、何冊もの本がところ狭せましと並んでいる。大量の本にラファエルは辟へき易えきしながらも棚たなをくまなく調べたが、やはり地図は出てこなかった。

「ここでもねえか…………いや、待てよ」

　ラファエルは棚にある蔵書の中から、儀ぎ礼れい用ようの分厚い聖書を手にとった。他の本より一回り大きく、この大きさなら、ページの間に地図を隠かくすこともできそうだ。ラファエルはずしりと重い聖書を執務机の上に置くと、団長用の椅い子すに腰こし掛かけてページを捲めくりはじめた。

　相当古い聖書で、ラファエルは黄ばんでやわらかくなった紙を破らないよう気をつけなければならなかった。ページを捲る度に見覚えのある言葉が目に入る。『天地創造』……『楽園』……『七つの大罪』……『神の死』……『楽園崩ほう壊かい』……『大天使ミカエル』……『見張る者』────。

　しかし、結局、地図は見つからず、最後のページまで捲り終わってしまった。

　ラファエルは舌打ちを一つして、椅子に腰掛けたまま団長室を見み渡わたす。部屋で目につくところは、だいたい探し終わったはずだ。最初にマスターが目をつけた通り、宝物庫に保管されているのだろうか。あるいは、そもそも地図なんて存在しないのか。

「ったく。何してんだ、俺おれは……」

　ラファエルは溜ため息いきを吐ついて、椅子の背もたれに寄りかかった。

「……ん？」

　そのとき、ラファエルの目に飛び込んできたのは、背後の壁に飾かざられた国旗だった。一階の大広間のと同じものだ。

　ラファエルは椅子から飛び上がると、《赤い竜りゆう》が描かれた国旗と向かい合った。

　国旗下部にある留め金を外し、旗を捲り上げる。

　しかし、目の前に現れたのは、何の変哲もない石いし壁かべだった。国旗で地図を隠しているのではないかと思ったのだが、あてが外れてしまった。

「ちっ……」

　これ以上、ここで探していても埒らちが明かない。宝物庫に向かうか、諦あきらめてギルドホールに戻もどるべきだ。ラファエルは捲り上げた旗を戻そうとして──はっとした。

　再び国旗を捲り上げ、今度は裏側の壁ではなく、国旗の裏そのものを見た。

　はたして予感は的中した。よく見ると、国旗の裏にポケットがある。中を探ってみると、そこから一枚の羊よう皮ひ紙しが出てきた。

　それは古びた地図だった。棚にあった聖書と同じく、紙はずいぶんやわらかくなっていたが、描えがかれている絵や文字は読み取れる。見ると、地図の中心に十字の印が描かれ、傍かたわらにこう書き添えられていた。

「《憤ふん怒ぬ》……」

　本当にあった。きっとこれが国王から託たくされたとされる《冥めい界かいの門》の地図だ。

　地図には他にも数箇所に文字が書かれていた。

「《竜の巣ドラゴン・ネスト》……《黄昏の丘トワイライト・ヒル》……《古の森》エンシエント・フオレスト……？」

　大火山として有名な《竜の巣》のほかは、どれも覚えのない地名だ。だが、地図さえ手に入れば中身は問題ではない。ラファエルは古地図を折おり畳たたんで懐ふところに入れた。速やかに侵しん入にゆうの痕こん跡せきを消し、左目に眼帯を着けると、ラファエルは団長室の扉とびらをゆっくりと開けた。

　廊ろう下かの様子を窺うかがう。

　人の気配はない。

　ラファエルは団長室から出た。廊下を引き返し、塔とうの階段を下りていく。

　目的の物は手に入った。あとは夜や警けいに出ると言って城から抜ぬけ出だし、ギルドホールに戻もどるだけだ。門番に疑われずに城を出られるかどうかが最後の難関だった。

　一階の玄関広間に下り、そのまま出口へ向かおうとしたラファエルは、

「あの眼帯の男はまだ見つからないのか？」

　鉄てつ扉ぴが開く重々しい音と、その向こうから聞こえてきた声に足を止めた。聞き覚えのある声だった。

「いったい何を手間取っているんだ」

「奴やつはならず者です。居場所を突つき止とめようにも、ならず者には家がありません」

「家はなくとも掃はき溜だめがあるだろう。ならず者ギルドの奴らから話を聞き出せ。所しよ詮せんはクズどもの集まりだ。金さえ払はらえば、仲間だって売り払うに決まってる。いいか、必ず見つけろ。騎き士しが誇ほこりを汚けがされたまま引き下がれるか！」

　玄関広間に現れたのは、憤ふん慨がいする赤せき髪はつの騎士と二人の取り巻き。あろうことか数日前に酒場で叩たたきのめした騎士たちだった。

（おいおい……!?）

　ラファエルは慌あわてて彼らに背を向けた。

　彼らはどうやらラファエルを探しているらしい。眼帯を外したところで、左目を覆おおう烙らく印いんはそれ以上によく目立つ。いくら騎士の格好をしていても、顔を見られてしまえば彼らの目をごまかせる自信はなかった。だからといって、ここでまた彼らを叩きのめすわけにもいかない。騒さわぎに気づかれてしまったらおしまいだ。

（どうする？）

　隠かくれ場所を探すラファエルの目が、前方にある両開きの扉で止まった。

　迷っている暇ひまはない。ラファエルは扉を開けて室内に滑すべり込こんだ。

　背後の扉越しに騎士たちの声が近づいてくる。しかし、そのまま遠ざかっていった。どうにかやり過ごせたらしい。

　一息つくと、ラファエルは室内を見み渡わたした。

　塔内の見取り図を頭の中に思おもい描えがき、そこが何の部屋なのかを思い出す。

（ここは、たしか──）

　塔とう内ないにつくられた礼れい拝はい堂どうだった。小さな教会ほどの広さがあり、壁かべに取り付けられた燭しよく台だいの上でロウソクの火が揺ゆれている。

（誰だれかいる──？）

　礼拝堂の奥おく。そこに飾かざられた聖せい剣けんに、祈りを捧ささげる一人の騎き士しがいた。着ている制服は女性用のもので、後ろ姿にもやわらかさが感じられる。彼女はラファエルが入ってきたことにも気がつかず、聖剣の前に跪ひざまずいて静かに祈り続けている。その姿は、まるで一枚の絵画のように美しかった。

　やがて祈りを終えたのか、彼女がゆっくりと立ち上がった。

　腰こしまで届く長い銀ぎん髪ぱつが揺れ、振ふり返かえった彼女の青く澄すんだ瞳ひとみがラファエルに向けられた。わずかに幼さが残る整った顔立ち。首飾りの先についた小さな聖剣が、胸元に自然に収まっている。腰に細身の剣を吊つるし、スカートから伸びる白い脚には革かわのブーツを履はいていた。生まれ持ってのものか育ちが良いのか、その佇たたずまいは気品に溢あふれ、騎士の格好もあいまってどことなく近寄りがたい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「いつからそこにいたのですか？」

　穏おだやかな声で彼女が言った。ラファエルはようやく、自分が彼女に見み惚とれていたことに気がついた。

「ついさっきだ。悪いな、邪じや魔ましたか？」
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「いいえ、ちょうど今祈り終えたところです。貴方も祈りに？」

「まあ、そんなところだ」

　ラファエルは礼れい拝はい堂どうを進み、彼女の隣となりに立つと、聖せい剣けんに向かって十字を切った。隣の女騎き士しを横目で見る。すると、視線に気がついたのか、彼女が不思議そうに小首を傾かしげた。

「どうかされましたか？」

「いや……あまり見ない髪かみだと思ってさ」

　彼女は納得したように自分の髪を撫なでた。

「やはりこの国では目立ってしまいますね。私の故郷では珍めずらしくないのですが」

「故郷？」

「ティアテラ王国です。去年、《霧の海ミスト・シー》を渡わたってこちらに──」

　そのとき、バァンと礼拝堂の扉とびらが蹴け破やぶられ、野太い声が轟とどろいた。

「セルシア！　いるかぁ!?」

　礼拝堂に入ってきたのは、灰はい色いろ熊ぐまのように大きな体をした男だった。身長二メートルはあろうかという肉体は、身に着けた鎧よろいの上からでもわかるほど筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしている。鬚ひげをたくわえた顔には剣の傷きず跡あとがいくつもあり、そのうちの一つが右目を深く裂さいていた。

「おう、セルシア。やっぱりここだったか！　そろそろ出るぞ、準備しろ！」

「隊長、礼拝堂ではお静かにとあれほど……」

「だっはっは！　そう硬かたいこと言うな！」

　隊長と呼ばれた隻せき眼がんの騎士が上じよう機き嫌げんに笑いながら、のしのしと歩いてきた。

「ん？」

　女騎士の前までやってきた大男は、そこでようやくラファエルに目を留めた。

「んん……？」

　彼は眉み間けんに皺しわを寄せ、鬚をたくわえた顎あごを撫なでさすりながら、ラファエルの顔を覗のぞき込こむ。

「……見ない顔だな。どこの小隊の所属だ？」

「つい最近、異動してきたんだ。小隊にはまだ配属されてない」

　幸いラファエルは、父や彼の部下たちから騎士団の仕組みを聞いていた。その仕組みが七年前とたいして変わっていないことも調査済みだ。

「異動ねぇ……」

　隻眼の男は疑わしげにラファエルを見た。

「名前は？」

「え？」

「名前ぐらいあるだろうが。名乗れ」

「……ジャック」咄とつ嗟さに口から出たのは、かつて憧あこがれた騎士の名だった。「ジャック・ルーサーだ」

「ジャック・ルーサー……その目はどうした？」

　隻せき眼がんの騎き士しに問われて、ラファエルは左目の眼帯に手を触ふれた。

「昔、火傷を負ったんだ。ひどい有様だから隠かくしてる」

「なんだ。そんなもん隠すこたぁねえだろう。怪け我がってのはな、男の勲くん章しようだぞ」

　彼は得意気に、自分の右目を裂さいている傷きず痕あとを指差した。

「見ろ。こいつぁ五年前にサルデス王国とやり合ったときの傷だ。あっちの騎士団と雪山の真ん中で斬きり合あって、俺は右目を、奴やつらは首を失った。こっちの傷は十年前に山さん賊ぞくを捕つかまえたときに負った傷。こっちは若い頃ころに訓練でやった傷で、こっちは──」

「ダグラス隊長」銀ぎん髪ぱつの女騎士が会話に割って入った。「時間はいいのですか？」

「おぉ、そうだったそうだった！　ぐずぐずしてたら悪党どもに逃にげられちまう！」

　隻眼の大男は声を上げると、聞いてもいないのにラファエルに説明した。

「今夜、北の森で違い法ほう物品の売買が行われるそうでな。これからその密売人どもを一いち網もう打だ尽じんにしにいくのさ」

「へえ、そりゃ大変だな」

　日も落ちたというのにご苦労なことだ。そんなことを考えていると、隻眼の騎士が、顎あごをさすりながらラファエルをじろじろ眺ながめた。

「……なんだよ？」

「よぉし！」

　隻眼の騎士は鷹おう揚ように頷うなずくと、銀髪の女騎士の方に向き直った。

「セルシア。馬をもう一頭用意しろと馬丁に伝えろ」

「馬を？」

「ちょうど剣けんの数が足りないと思っていたところだ。なまくらかもしれないが、ないよりはマシだろう」

　その言葉に、彼女が驚おどろいたように言った。

「まさか、彼を連れていく気ですか？」

「ああ、そうだ」

「……は？」

　突とつ然ぜんのことに困こん惑わくするラファエルに隻眼の大男は言った。

「ジャック・ルーサー。お前も俺たちについて来い。悪党どもを捕まえに行くぞ」

「なっ……ちょっと待てよ！　急にそんなことを言われても──！」

「甘えたこと抜ぬかすんじゃねえ。ここにいる以上、お前は騎士だろうが。だったら、義務を果たせ」

「義務？」

「王国の平和を守るんだ」

　彼は恥はずかしげもなくそう言い切って、にやりと笑った。

「挨あい拶さつが遅おくれたな。俺おれはペルガモン竜りゆう騎き士し団だん小隊長のダグラス・オーランドだ。言っておくが、お前みたいな若わか僧ぞうに俺の命令を拒きよ否ひする権利はないぞ。さあ、さっさと準備しろ！」

　彼は踵きびすを返すと、礼れい拝はい堂どうの扉とびらを豪ごう快かいに押おし開あけて出て行った。反動で閉じたり開いたりを繰くり返かえす扉の向こうから、ダグラス・オーランドの豪ごう放ほうな笑い声が響ひびいてくる。

「す、すみません……！」

　啞あ然ぜんとするラファエルに、銀ぎん髪ぱつの女騎士が申し訳なさそうに頭を下げた。

「隊長は少し強引だったかもしれませんけれど……今は多くの騎士が遠えん征せいに行っていて、人手が足りないというのも事実です。ですから、私からもお願いします。一いつ緒しよに来ていただけませんか？」

（冗じよう談だんじゃねえ）

　ラファエルは口から出かけたその言葉を飲み込んだ。

　任務に出るということは、城の外に出るということだ。城から出た後、行方を眩くらましてしまえば、ギルドホールに戻もどることができる。考えようによっては、むしろ好都合だ。

　それに、気になることもある。

「わかった。協力させてもらうぜ」

「ありがとうございます！」

　彼女がぱっと表情を明るくし、祈るように手を合わせた。

「なぁに、騎士として当然のことをするだけだ。それで、まずは厩きゆう舎しやに行けばいいのか？」

「ええ。一緒に行きましょう」

「……なあ」

　歩き出した彼女をラファエルは呼び止めた。振ふり返かえった彼女の銀ぎん髪ぱつが、ロウソクの灯りを滑すべらせる。

「名前、教えてくれよ。セルシアでよかったか？」

「あ……すみません。まだきちんと名乗っていませんでしたね」

　彼女はあらためて向き直ると、湖のように澄すんだ瞳ひとみでラファエルを見つめた。

「申し遅れました。私は、ペルガモン竜騎士団ダグラス小隊所属──」

　二人だけの礼拝堂で銀髪の女騎士が微笑ほほえんだ。




「セルシア・ガブリエルです」
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　生おい茂しげる木々の合間から雲ひとつない夜空が覗のぞいていた。金貨をまき散らしたような星空に、満ちかけの月がやさしく浮うかんでいる。

　緩ゆるやかに吹く風が森の木々を揺ゆらし、心地よい葉は擦ずれの音が辺りを満たす。しかし、いつもなら聞こえてくるであろう梟ふくろうの鳴き声が、今日はどこかよそよそしい。かわりに聞こえてくるのは、野太い男たちの声だった。

　森の中に小さな広場がある。自然にできたのか、誰だれかが木々を切きり倒たおして拓ひらいたのかはわからない。ただ、ぽっかりと開いたその場所に、ランタンを手にした大勢の男たちの姿があった。周囲にはたくさんの木箱が並んでいる。騎き士し団だんが事前に入手した情報が正しければ、その中身は王国が売買を禁止している薬物だった。

　広場の中央で、身なりのよい禿はげ頭あたまの商人と革かわ鎧よろいを着たぼさぼさ頭の男が話し合っている。周りを固めている者たちは今日のために彼らが雇やとった護衛らしいが、服装や武器はばらばらだった。

（…………俺おれは何をしてるんだ？）

　広場から数十メートル離はなれた木こ陰かげに身を隠かくし、取引の様子を窺うかがっていたラファエル・ルーサーは、ふと我に返った。

　団長室から地図を盗ぬすみ出だしてから数刻が経過しようとしている。あとはギルドホールへ戻もどるだけだったというのに、ラファエルが今いる場所は、王都サラマンドラから二キロも離はなれた森の中だ。しかも、騎士団の任務に参加しているというのだから悪い冗じよう談だんというしかなかった。

「ジャックさん……ジャックさん？」

「……ああ、なんだ？」

　偽ぎ名めいのせいで反応が遅おくれた。隣となりの木に身を隠しているセルシアが広場の状じよう況きようを報告した。

「相手の数は二十一人。装備は剣けんが十、斧おのが六、短弓が四です。商人の方は武器を持っていません。こちらに気がついている様子はありませんから、このまま隊長からの合図を待ちましょう」

「了解」

　この後、ダグラス小隊の騎士たちは、隊長が鳴らす笛の音を合図に広場へ突とつ入にゆうする手て筈はずになっている。他の仲間たちも、今頃は別の場所で息を潜ひそめていることだろう。

　ラファエルはセルシアの横顔に目をやった。透すき通とおるように白い肌はだ。一点の曇くもりもない、青く澄すんだ瞳ひとみ。腰こしまである長い銀ぎん髪ぱつは月の光を滑すべらせて美しい艶つやを見せている。その凜りんとした美び貌ぼうは騎士というよりお姫様といった方がしっくりとくるほどだが、彼女の出自を知った今となっては、それも納得できる話だった。

「……セルシア。お前、ガブリエル家の人間なんだな」

「私の家をご存知なのですか？」

「ガブリエル家って言ったら、ティアテラ王国の大貴族だからな」

　ペルガモン王国にとって《湖の島ヒベルニア》を統治するティアテラ王国は、数百年以上も関係が続く友好国だ。交易はもちろんのこと、軍事的な結束も強く、両国の騎き士し団だんである《ペルガモン竜りゆう騎士団》と《ティアテラ蛇へび騎士団》は、互たがいに力を合わせ他国との度重なる侵しん略りやくから国土を守り合ってきた。

　ガブリエル家はティアテラ王国の歴史に名を連ねる由ゆい緒しよある名家だ。多くの優秀な騎士を輩はい出しゆつしており、その証にティアテラ蛇騎士団の歴代騎士団長は現団長を含ふくめて例外なく『ガブリエル』の名を有している。ゆえに、ガブリエル家は軍事に限れば王さえ凌しのぐ影えい響きよう力りよくを持つとまで言われている。

　だが、ラファエルにとって『ガブリエル』は隣国の貴族の名ではない。復ふく讐しゆう相手の名であった。ペルガモン城を出た後も行方を眩くらまさず、こんな森の中まで来てしまったのは、同じ名を持つ彼女のことが気になったからだ。

「にしても、わからねえな。そんな名家のお嬢様が、どうしてわざわざ異国の地で騎士なんかやってるんだ？　騎士になるにしたって、ティアテラの騎士団に入ればよかったじゃねえか」

「それは──」

　彼女が口を開いた、そのときだった。




　ピィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ！




　笛の音が森に響ひびいた。突とつ入にゆうの合図だ。

　次の瞬しゆん間かん、セルシアが木の陰かげから矢のように飛び出した。答えを聞きそびれたラファエルも、仕方なくセルシアの背中を追いかける。

　草を踏ふむ音が届いたのだろう。広場の男達がざわめきだした。商人はうろたえ、彼の手下たちはすぐさまそれぞれの得え物ものを手に取った。

　彼らが武器を構えるのと、ラファエルやダグラス小隊の騎士たちが広場に足を踏み入れたのは、ほぼ同時だった。

「私はペルガモン竜騎士団小隊長！　ダグラス・オーランドだ！　無む駄だな抵てい抗こうはやめて武器を捨てろ！」

　ダグラスが野太い声で宣告する。

　素直に指示に従う者はいなかった。それどころか、多くの者がダグラスを嘲あざけるように笑みを浮うかべている。ついさきほどまでうろたえていた商人も、あからさまに安あん堵どの表情を浮かべていた。

　彼らの人数が二十一人であるのに対し、ダグラス小隊の騎き士しは、ラファエルを含ふくめても八人しかいなかったからだ。

「おやおやおやおや！　これはこれは騎き士し団だんの皆みな様！　夜遅おそくまでお務めご苦労様でございます！」

　禿はげ頭あたまの商人が、下げ卑びた笑みを浮うかべてダグラスに話しかけた。

「それで？　この場にはどういったご用件で？」

「とぼけないでいただきたい。今、貴君らが取引した物品は、王国により売買が禁止されているものだ。法を犯した者には然るべき罰ばつが与えられる。大人しく我々についてきていただこう」

「なんと！　それは心外ですな。我々のしていることが法に反していると？　そのような証しよう拠こがどこにあるというのです？」

　商人が大おお仰ぎように手を広げた。広場にある木箱にはすべて蓋ふたがされ、そのままでは中に何が入っているのかはわからない。

「貴君らの荷をあらためさせてもらえばわかる」

　ダグラスの返答を、商人は一いつ笑しように付ふした。

「ダメダメ。困りますなあ、素人が。この箱に入っている品はどれも鮮せん度どが大事でしてね。蓋を少し開けただけでも、空気に触ふれて質が落ちてしまうのですよ。お客様に上質なものを安心安全にお届けすることをモットーとしている私としましては、箱の蓋を開けさせるなど到とう底てい承服できません」

　商人の口調はなめらかだった。息を吸うようにでまかせを吐はいている。

「もし、もし仮に、ええ、もちろんそのようなことにはならないと思いますが、皆様が無理にでもお客様の品に手を出そうというのでしたら、こちらとしても、商品を守らなければなりません。多少手て荒あらなことになってしまうかもしれませんがね」

　商人が肩かたを竦すくめる。周囲にいる手下たちの何人かがこらえきれずに吹き出した。ダグラスはしばらく黙だまっていたが、やがて神しん妙みように頷うなずき、

「うむ。言い分はもっともだ。貴君らには商品を守る権利がある。こちらに大義があるとはいえ、我々が大事な商品に無礼を働こうというのであれば、抵てい抗こうするのは当然だ」

「そうでしょう、そうでしょう。さすが小隊長ともなれば聡そう明めいですな。こちらとしても、王国の平和を守るため日々精しよう進じんしていらっしゃる騎士様を傷つけるのは忍びない。できれば穏おん便びんに事をすませたいのですが……」

　商人は懐ふところから小袋を取り出し、上下に揺ゆすった。ヂャリ、ヂャリ、と重たい金属音が袋の中で鳴る。

「いかがでしょう。ここはひとつ、これで手打ちにしていただくというのは？」

　わかりやすい賄わい賂ろだった。準備が良すぎる。おそらく今までもこの手で窮きゆう地ちを脱だつしてきたのだろう。

「素晴らしい！」

　ダグラスが豪ごう快かいに笑った。

「穏おん便びんにいくか、手て荒あらにいくか、これはもう、答えは決まったようなものですな！」

「ええ！　それでは騎き士し様、どうぞこちらを──」

「手荒にいきましょう」

「…………………………はい？」

「さて、覚かく悟ごはよろしいかな？」

　隊長がシャランとなめらかな所作で両手持ちの大たい剣けんを抜ぬいた。長さや幅はばが通常の騎士剣の倍近くある両手持ちの大剣を、ダグラスは片手で軽々と振ふるってみせた。

　彼の部下である小隊の騎士たちも次々と武器を構えた。黒くろ髪かみの騎士と赤毛の女騎士が剣を抜き、白はく髪はつの老騎士が鉄の戦せん棍こんを肩かたに乗せる。瓜うり二ふたつの顔をした双子の騎士が、背負った矢や筒づつから木の矢を取って短弓につがえた。ラファエルの隣となりで、セルシア・ガブリエルが細身の片手剣を抜き放った。

「怪け我がをしたくない者は今のうちに武器を捨てろ。見み逃のがしはしないがな」

　ダグラス・オーランドが最後の忠告を口にした。浮うかべた笑みに反して、声は怒いかりに満ちていた。

「ちょ、ちょっと──」

　戸と惑まどいを隠かくせない商人の声は、もはやダグラスには届いていない。ダグラスは商人の手下たちが武器を構え直すのを満足げな顔で見届けると、剣を掲かかげ、開戦を告げた。

「っしゃあ！　やっちまえ、野郎ども!!」

「「「うぉぉぉおおおおおおおおおおおお！」」」

　どちらが悪者なのかわからないような雄お叫たけびを上げ、ダグラス小隊の騎士たちが斬きりかかっていく。商人の手下たちも一いつ瞬しゆん遅おくれて飛び出して、広場は瞬またたく間に混戦状態となった。

「ジャックさん。一人でも大だい丈じよう夫ぶですか？」

　金属音が鳴なり響ひびく中、落ち着いた様子でセルシアが言った。

「ああ。それより、さっきの話──」

　ラファエルの言葉を遮さえぎるように、斧おのを手にした男が駆かけてきた。身に着けている鎧よろいはところどころ錆さびついているが、鍛きたえられた肉体は立派なものだ。男はセルシアの方が与くみし易やすいと見たのか、ラファエルには目もくれず一直線に彼女に斬りかかった。

「オオオォッ！」

　豪ごう快かいに振り下ろされた斧は、しかし、ざくりと地面を耕たがやしただけだった。半身になって斧を躱かわしたセルシアが、得え物ものの重さに振り回されて下がった男の顔面に強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりを叩たたき込こむ。男の頭が跳はね上あがり、一瞬後に、糸が切れた操あやつり人にん形ぎようのように崩くずれ落おちた。

　セルシアは倒たおれた男の横でスカートの裾すそを整えると、

「ご武運を」

　啞あ然ぜんとしているラファエルにそう告げて、戦場へ駆かけていった。

　ラファエルは地面でのびている男を見下ろした。この男もなかなかの手練であるように見えたが、セルシアは彼の踏ふみ込こみと斧おのの軌き道どうを完全に見切り、息一つ乱さずに打ち負かしてしまった。

「『ガブリエル』……か」

　ガブリエル家の人間は、武芸の才に恵まれると言われている。だとすれば、セルシアはまぎれもなくその血を引いていた。クルセウス・ガブエリエルがそうであったように。

　そのとき、ラファエルの前に、刃こぼれした剣けんとボロボロの革かわ鎧よろいを身に着けた青年が立ちはだかった。肌はだは煤すすけて浅黒く、伸びっぱなしの髪かみを紐ひもでまとめている。ラファエルを睨にらみつける凶きよう暴ぼうな目つきは、野生動物のそれだった。

「てめえは……」

　ラファエルは、その青年に見覚えがあった。

　数日前にギルドホールに訪れたとき、ホールの片かた隅すみでナイフを弄もてあそんでいた青年だ。まさかと思い広場を見回してみると、他にも見覚えのある顔がいくつかある。王都のならず者たちだ。

『仕事をお探しでしたら、なかなか報ほう酬しゆうの良い護衛の依い頼らいが来ていますが』

　ラファエルは、先日ギルドで提示された依頼書のことを思い出した。

　密売人の護衛。なるほど。まさしく、ならず者ギルドにふさわしい仕事だ。ならず者たちにしてみれば、めったにないおいしい仕事だっただろう。取引の情報が騎き士し団だんに漏もれてさえいなければ。

「知ってる……知ってるぞ、あんた」

　青年の方もラファエルの顔を覚えていたらしい。目を見開き、剣先を彼に向けた。

「ギルドホールでガキを連れてた野郎だ。騎士だったのか!?」

「ば、馬鹿っ。静かにしろ」

　ラファエルは慌あわてて周りを見たが、誰だれもが剣を交えており、二人の会話は聞いてはいないようだった。

「ばれたらどうしてくれんだよ────って、うわっ！」

　ラファエルは後ろに飛び退いた。刃こぼれした剣がラファエルの目の前で空くうを斬きった。

「危ねえな！」

「わかったぞ！　この取引がバレたのは、あんたの仕業だな！」

「は？」

「しらばっくれやがって。あんた、ギルドの爺じいさんから取引の情報を聞き出して、騎士団に流しやがったんだ。ガキ使って油断させて……なんて野郎だ！」

「違ちげえよ、誤解だ。俺おれは騎き士しじゃねえ」

「そんな格好して何を言ってやがる、このクソ野郎！」

　青年が目を血走らせて斬きりかかってきた。

　荒あら々あらしく振ふり回まわされる剣けんを躱かわしながら、ラファエルは説得を試みようとしたが、青年は剣を振る手を止めようとはしない。

「ったく……ちょっとは話を聞け！」

　ラファエルは腰こしの長剣を鞘さや走ばしらせた。甲かん高だかい金属音が鳴り、ならず者の剣が宙を舞まう。剣は回転しながら放物線を描えがき、地面にざくりと突つき立たった。

「なっ……」

　からになった手を呆ぼう然ぜんと見つめる青年に、ラファエルは言った。

「逃にげろ」

「……え？」

「聞こえなかったか？　逃げろって言ったんだ」

　青年は眉まゆをしかめた。

「ゆ、油断させようたってそうはいかねえぞ」

「違えよ。周りを見てみろ」

　ラファエルが促うながすと、彼は警けい戒かいしながらも辺りを見み渡わたした。

　森での戦いは、明らかに騎士団優勢で進んでいる。ダグラス・オーランドやセルシアをはじめとした騎士たち個々の能力もさることながら、互たがいに連れん携けいする彼らは、さながら狼おおかみの群むれだった。獲え物ものを追おい詰つめるように、護衛の男たちを一人、また一人と打うち倒たおしていく。

　騎士は日々鍛たん錬れんを積み、任務を通して実戦経験も豊富に積んでいる。一方、商人の護衛たちは、そのほとんどが金で集められたならず者たちだ。剣の腕うで、装備の質、味方との連携。いずれも騎士たちの足元にも及ばない。いくら人数差があろうと、烏う合ごうの衆しゆうに不覚を取るほど騎士たちは甘くない。

「う……」

　自分たちの不利を悟さとったのか、ならず者の青年が呻うめいた。

「少しは頭が冷めたか？　わかったら、さっさと尻尾しつぽを巻いて逃げろ。見み逃のがしてやる」

「どうしてそんなことを……」

「勘違いするなよ。別にお前を助けたいわけじゃない」

　この青年には顔を知られている。捕つかまった後で余計なことを口走られるよりは、逃げられたことにしてしまったほうがよい。

　それに、今、ラファエルが騎士団側に立っているのは奇き妙みような偶ぐう然ぜんでしかなかった。一歩間ま違ちがっていれば、ラファエルも目の前の青年と同じ側に立ち、ダグラスやセルシアと剣を交えていただろう。

　剣けん戟げき音おんと喊かん声せいが森に響ひびく中、青年は逡しゆん巡じゆんし、やがて諦あきらめたように後ずさった。

「……わかった。俺おれだって牢ろう屋や行きはごめんだ」

「ああ。そうしろ」

　溜ため息いき混じりにラファエルが剣けんを下ろした瞬しゆん間かん、ならず者の青年が懐ふところからナイフを取り出し、飛びかかってきた。

「──っ！」

「ぐあっ！」

　悲鳴と血ち飛沫しぶきを上げ、土の上に倒たおれたのは、ならず者の青年の方だった。剣で斬きられた身体から血が溢あふれ出でて、森の大地に染しみこんでいく。

「…………馬鹿が」

　ラファエルは青年を見下ろして呟つぶやくと、行き場のない感情を振ふり払はらうように剣についた血を払はらい飛とばした。

　そのとき、背後でどよめきが起こった。

　振り返ると、広場の中央に積み上げられていた木箱に火が着いていた。乱戦の中、誰だれかが落としたランタンの火が薬物の詰つまった木箱に燃え移ったのだ。

　木箱の中身を貪むさぼるように炎が燃え上がった。幸い風は穏おだやかで、森の木々に燃え移ることはなさそうだが、大量の違い法ほう薬物は瞬またたく間に灰と煙けむりに変わっていく。

「何をしている！　早く火を消せ！」

　革かわ鎧よろいの男が悲鳴を上げた。護衛たちは燃え上がる木箱の前でどうすればよいのかとうろたえ、その隙すきをつかれて騎き士し団だんに取とり押おさえられた。そうなれば木箱のことなど構ってはいられない。なおも悲鳴を上げ続ける革鎧の男を無視して、再び乱戦が繰くり広ひろげられた。

　そんな中、ラファエルは一人で立たち尽つくし、激しく燃え上がる炎から目を離はなせずにいた。

「ぐ……ぅ……」

　突とつ然ぜん、目眩めまいがラファエルを襲おそった。

　冷や汗が流れ、心臓が激しく鼓こ動どうする。

　聞こえるはずのない警けい鐘しようと悲鳴が耳の奥おくで響いていた。

　目に映るのは、火の海となった故郷の街と、積み重なった死体の山。

　何もかもを奪うばわれた、あの惨さん劇げきの光景だった。

　そして、そこにはあの銀ぎん髪ぱつの騎士の姿もある。

「クル……セウス……？」

　燃え上がる炎の中を、クルセウス・ガブリエルが剣を手に歩み寄ってくる。

　幻げん影えい。あるいは過去の亡ぼう霊れいか。

　あの惨劇から七年。すでに復ふく讐しゆうを成なし遂とげたというのに、炎の中に浮うかび上あがる銀髪の騎士は今なお涼すずしげに微笑ほほえんでいた。

「──ジャックさん！」

　セルシアの声にラファエルは我に返った。

　いつのまにか、目の前に剣けんを振ふり上あげた男が立っていた。振り下ろされた刃を咄とつ嗟さに剣で受け止める。鈍にぶい剣けん戟げき音おんが鳴なり響ひびき、二本の剣が交差した。男の顔は憤ふん怒ぬで歪ゆがんでいた。

「てめえ！　よくもアッシュを殺やりやがったな！」

「アッシュ……？」

　知らない名だったが、すぐにさきほど斬きった青年のことだとわかった。

「許さねえ……許さねえぞ……！」

　どうやらこの男は彼の仲間らしい。

　さきほど彼が逃げずに襲おそいかかってきたのは、騎き士し団だんと戦っている他の仲間を守るためだったのかもしれない。

　ならず者の男は、剣を押おしつける腕うでにますます殺気を込めて叫さけんだ。

「殺してやる!!」

　そのとき、どすっと鋭するどい音がして、男の腕から力が抜ぬけた。身体がぐらりと揺ゆれ、そのまま地面に倒たおれ込こむ。彼の頸けい部ぶに、一本の矢が突つき立たっていた。

　矢が飛んできた方向に目を向けると、二十メートルほど向こうに短弓を構えた騎士が立っていた。双子の騎士の片割れだ。彼はラファエルに向かって小さく手を振ると、弓に新たな矢をつがえて次の獲え物ものに狙ねらいを定めた。

「お怪け我がはありませんか？」

　駆かけ寄よってきたセルシアに、ラファエルは頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。なんともねえよ」

「よかった……様子がおかしかったので心配しました」

　彼女は足元で死んでいる男に目をやると、聖せい剣けんの首くび飾かざりに手を触ふれて何かを囁ささやいた。死者への祈りのようだった。

　広場の中央では、いまだに木箱がめらめらと燃え上がっている。

　七年前のあの日から、ラファエルは炎が苦手だった。ロウソクの火や焚たき火び程度であれば問題ないが、普ふ段だんは目にしない大きさの炎を見ると、あの惨さん劇げきの記き憶おくが蘇よみがえる。

　孤こ児じ院いんにいた頃ころにわかったことだった。奉ほう公こう先さきの鍛冶かじ屋やの男は、「お前は鍛冶に向いていない」と当たり前のことを指し摘てきし、ただひたすらラファエルに身の回りの世話をさせたものだった。

　ラファエルは燃え上がる木箱から目を逸そらし──。

　偶ぐう然ぜん、乱戦に紛れて森に逃げ込もうとしている商人と目が合った。

「……」

「……」

　わずかな沈ちん黙もくの後、商人は脇わき目めも振ふらずに森の中へ飛び込んでいった。

「待ちやがれ！」

　ほとんど無意識のうちにラファエルは駆かけ出だしていた。

　商人を追って森に入ると、ラファエルは左目の眼帯を外した。

　夜の森は闇やみに包まれており、常人であれば数メートル先を見ることも叶かなわない。しかし、ラファエルの緋ひ色いろの瞳ひとみは、半ば手て探さぐりで先を走っている商人の姿を見み逃のがさなかった。木々を躱かわして走ることができるラファエルは、あっという間に商人に追いついた。

「ひぃ！」

　なんとか振り切ろうと足を早めた商人は、張り出していた太い木の根に足を取られ、地面に転がった。彼は尻しりもちをついたままラファエルに掌てのひらを向けた。

「ま……待て！　待って……くれ……！　これをやる！　だから見逃してくれ！」

　懐ふところから取り出されたのは、さきほどダグラスに見せた金の入った袋ふくろだった。

「み、見ていましたよ、貴方の剣けん捌さばき。お若いのに素晴らしい腕うでをお持ちではありませんか。もしお望みなら、私の護衛として雇やとってあげることもできます。給金は、そうですね、今の倍、いえ、三倍をお出ししましょう。それだけではございません。貴族にも劣おとらない屋や敷しき、頰ほおがとろける料理、目も眩くらむ美女、すべてをご用意いたします！」

　商人はそろそろと立ち上がり、猫ねこなで声で言った。

「ほら、今なら誰だれも見ていません。私を逃したところで罪に問われることもない。賢けん明めいな貴方なら、どうすべきかおわかりになるはずです」

　ラファエルは剣を鞘さやに収めた。すると、商人はにやりと口の端はしを持ち上げた。

「……貴方はあの大男と違ちがって賢明のようですね」

　金の入った小袋を商人が差し出した。ラファエルはその小こ袋ぶくろを受け取ると、

「そうでもねえさ」

「は？」

　小袋ごと右手を握にぎり締しめ、商人の顔面に拳こぶしを叩たたき込こんだ。

「ぶっ──！」

　殴なぐり飛とばされた商人は、あっけなく昏こん倒とうし、白目を剝むいたまま動かなくなった。

「……ったく。本当に何をしてるんだ、俺は」

　ここで商人を捕つかまえたところで何の得にもならないというのに。

　らしくねえなと、ため息を吐ついたラファエルは、金の詰つまった小袋を握り締めていることを思い出すと、それをそっと懐に忍しのばせた。
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　夜の平原に馬ば蹄ていと荷車の音が響ひびく。森での戦いに勝利したダグラス小隊が、縄なわでつないだ密売人たちの一団を引き連れて、王都へ通じる街道を辿たどっていた。

　松明たいまつを手にしたダグラス・オーランドが先導し、他の騎き士しが一団の周囲を固めている。うなだれて歩く密売人たちの中には、ラファエルが捕とらえた商人の姿もあった。彼ら以外に街道を行く者はない。凱がい旋せんというにはやや盛大さに欠けていたが、それでもダグラス小隊の騎き士したちは上じよう機き嫌げんに馬を進めていくのだった。

　ラファエルは、セルシアとともに一団の最後尾を任されていた。燃え残った木箱を積んだ荷車が、前方でがらがらと音を立てている。

「セルシア」

　ぎこちない手た綱づな捌さばきで馬を進め、ラファエルは同じく馬上にいるセルシアに声をかけた。

「なんでしょうか？」

「お前がペルガモンで騎士をやってる理由、まだ聞いてなかっただろ。任務に協力したご褒ほう美びってことで教えてくれよ」

「褒美といえるほどの話ではありませんが……」

　貴族令嬢らしい気品のある笑みを浮うかべて、セルシアは言った。

「兄を探しているんです」

「……何？」

　意外な回答にラファエルは胸むな騒さわぎを覚えた。セルシアは話を続ける。

「私が九歳の頃ころ、一番下の兄が父の言いつけで修行のためにペルガモン王国に渡わたりました。兄はこちらの騎士団に入団し、大都市ドレークに赴ふ任にんしたのですが……その一年後に起こった《ドレークの惨さん劇げき》以来、行方がわからなくなってしまったのです。私は行方知れずになった兄を探すために、この国に来ました。騎士になったのは、騎士団に多くの情報が集まるからです」

「名前は？」

「え？」

「そいつの……お前が探してる兄貴の名前は、何ていうんだ？」

　すると、彼女は誇ほこらしげにその名を口にした。

「クルセウス・ガブリエルです」

　ラファエルは手綱を握にぎり締しめ、息をすることも忘れてセルシアを見つめた。

　親族だとは思っていたが、まさか妹だったとは。いや、それよりも、クルセウス・ガブリエルは《ドレークの惨劇》で死んだことになっている。彼の死が偽いつわりだったと知っているのは、ラファエルだけのはずだ。なのに、なぜ彼女はそれを行方不明だと言うのだろうか。

「その兄貴は騎き士しだったんだろ？　《ドレークの惨さん劇げき》で、街にいた騎士は全員死んだって聞いたぜ」

「いいえ、きっとクルセウス兄様は生きています」

「どうしてそう思うんだ？」

　そう訊きくと、セルシアは穏おだやかな声で話を続けた。

「《ドレークの惨劇》から半年ほど経った頃ころのことです。私はティアテラの修道院で暮らしていました」

「修道院？　お前、修道女シスターだったのか？」

「正確に言えば、見習いです。結局、修道女にはならずに騎士になってしまいましたから」

　セルシアは、軽けい鎧がいと剣けんで身を固めた自分の姿を見下ろし、苦笑した。

「その夜、私はベッドで目を覚ましました。夜中まで降っていた雪がやんで、二階の窓から綺き麗れいな満月が見えたことを覚えています。外を覗のぞいてみると、修道院の庭一面に銀世界が広がっていて……そのとき私は、雪の積もった庭の隅すみに、兄が立っているのを見たのです」

「……」

「慌あわてて庭に出ましたが、すでに兄の姿はありませんでした。ただ、雪の上に足あし跡あとが残っていたのです。その足跡も、途と中ちゆうで見失ってしまいましたが……」

「誰だれかにそのことを話したか？」

「家族には手紙で。返ってきたのは、『夢を見たのだろう』『人ひと違ちがいだろう』という返事でした。もしかしたら、そのとおりなのかもしれません。ですが、それでも私は、あの夜に見た人ひと影かげはクルセウス兄様だったと、そう信じています」

　強い意志を感じさせる声でセルシアは言った。

「当初は、修道院で暮らしながら兄の行方を探していました。ですが、手がかり一つ見つからず……それで去年、最初に兄が行方を眩くらました、この国に行くことにしたんです」

「そんなことよく許してもらえたな」

「両親も上の兄たちも猛もう反はん対たいでした。ただ、ガブリエル家には揉もめ事ごとの決着を剣でつけるという、古くからのしきたりがありまして……。ですから、私はペルガモンへ行くことを許可してもらうために、父に決けつ闘とうを申し込みました」

「おいおい……」

　ラファエルは驚おどろくというより呆あきれてしまった。セルシアがくすりと笑う。

「もちろん、騎士団長である父が直接相手をしてくれるはずもありません。父は代理人として次男のカリアン兄様を指名しました。ただ、カリアン兄様も、まさか私が隠かくれて剣の腕うでを磨みがいているとは思っていなかったのでしょう。油断をしている間に勝負を決めさせていただきました。そうして、私は一年間だけという約束でペルガモンへ渡わたることを許されたのです」

　森での彼女の戦いぶりから察するに、その兄が不覚を取ったのは何も油断だけが原因ではないだろう。真っ向勝負であったとしても、彼女は兄に勝っていたのではないか。そう思わせるほどに彼女の身のこなしは見事だった。

　しかし、いくら腕うでが立つとはいえ、異国の地で暮らすことには大きな不安があったはずだ。家族からの反対も相当強いものだっただろう。その不安や反対を撥はねのけてまで、彼女は異国の地に踏ふみ出だした。そこには、いったいどれほどの覚かく悟ごがあったのだろうか。

「何でそこまで……」

「クルセウス兄様は、私の憧あこがれなんです」

　月明かりの下、彼女はやわらかく微笑ほほえんだ。

「私が物心ついたときには、上の兄たちはすでに騎き士しになっていて、地方の街で修行に励はげんでいました。ですから、家に残っていたのは、私と一番下の兄──クルセウス兄様だけだったのです。その頃ころの私は、どこへ行くのにも兄のあとをついていって……兄は、そんな私を嫌いやな顔一つせず受け入れてくださいました。聞けば何でも教えてくれましたし、両親や上の兄たちには内ない緒しよで剣けんも教えてくれました。誰だれよりも優秀で、心やさしい兄が……私は大好きでした」

　ゆったりと馬を進ませながら、彼女は首くび飾かざりの聖せい剣けんを愛しそうに撫なでた。

「私はもう一度、兄様に会いたい。そのためなら、どんな辛い道でも歩んでみせます」

　セルシアの瞳ひとみには、眩まぶしいほどの憧しよう憬けいの想いが宿っている。

　おそらく、彼女が修道院で見たというクルセウスは本物だろう。あの惨さん劇げきの後、彼は一度母国ティアテラに戻もどっていたようだ。

　だが──。

「ジャックさん、私の兄について心当たりはありませんか？　私と同じ銀ぎん髪ぱつなので、会っていればすぐにわかると思うのですが」

　ラファエルは知っている。

　セルシアが憧れの兄と再会する日は、一生来ないということを。

「……悪いな」

「そう、ですか……。いえ、気になさらないでください。慣れていますから」

　そう言いながらも気を落とすセルシアから、ラファエルは目を逸そらした。

　これから先、彼女は憧れの兄を探し続け、そして、いつかは諦あきらめるだろう。

　クルセウスは死んだ、自分が殺したと、今ここで真実を告げたところで、いったい何の意味があるだろうか。きっと彼女は、クルセウスが裏切ったことを信じない。ならば、告げようと告げまいと同じことのはずだ。ラファエルは自分にそう言い聞かせた。

　街道の先に、王都の影かげが見えてきた。

　高い市し壁へきが数キロに渡わたって都市の姿を隠かくしているが、ペンドラゴン大聖堂の尖せん塔とうと丘の頂いただきに聳そびえるペルガモン城の威い容ようは遠目からでも窺うかがえた。

　それきりセルシアとは言葉も視線も交さずに、ラファエルは一団の最後尾で黙もく々もくと馬を進めた。
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　ようやく王都に帰り着いた頃ころには、すっかり夜も更けていた。

　北門から街へ入ったダグラス小隊は、松明たいまつの灯りを手に街路を辿たどっていく。いくつかの酒場の他に灯りはなく、住民たちの多くは寝ね静しずまっていた。

　逃にげる機会を逸いつしたラファエルは、捕とらえた密売人や押おう収しゆうした木箱を城の騎き士しに引ひき渡わたす仕事まで手伝う羽目になった。最後の一人を引き渡し、今度こそ逃げようとしたところに、ダグラス・オーランドの巨体が立ちはだかった。

「どこに行く気だ、ジャック・ルーサー。これからが本番だぞ？」

　ダグラス小隊の皆みなで夜の街に繰くり出だすのだという。当然、断ろうとしたが、ダグラスはそれれを許さなかった。

「観念しろ、新入り！　お前は強制連行だ！」

　太い腕うでに首を摑つかまれ、半ば引きずられるようにして城外に連れ出された。鎧よろいを脱ぬいだセルシアら小隊の騎士が苦笑しながら後ろをついてくる。

「よぉし、ここにするか」

　しばらくしてダグラスが足を止めたのは、街外れにある酒場の前だった。夜も更けたというのに、窓から煌こう々こうと灯りが漏もれ、酒飲みたちの陽気な笑い声が通りにまで届いてくる。

　ラファエルは、その店構えを見て身を固くした。

「おい……ちょっと待ってくれ！　ここは──！」

「邪じや魔まするぞぉ！」

　ラファエルの声も聞かず、ダグラスは酒場の扉とびらを勢いよく押おし開あけた。突とつ然ぜんのことに店内がざわめき、次いで歓声が上がった。

「「「ダグラスさん！」」」

　客達の声にダグラスは豪ごう快かいに笑って答えた。

「元気だったか、酔よっ払ぱらいども！」

「ダグラスさんこそ。その様子じゃ、また悪者をとっ捕つかまえたのかい？」

「ああ！　今夜は祝杯だ」

「そりゃあいい！　で、あんたが捕まえている奴やつは？」

「こいつか？　うちの新入りだ」

「誰だれが新入りだ！」

　ようやく腕の力が緩ゆるみ、ラファエルは解放された。咳せき込こみながらダグラスを睨にらみつけるが、隻せき眼がんの大男はにやにやと笑うだけである。

「おい、あれ……」

　客の誰だれかが呟つぶやいた。

「あの眼帯……」

「だよな？」

「やっぱり？」

　ささやき声は伝でん播ぱし、客達がひそひそと言葉を交わしている。

「なんだぁ？」

　ダグラス小隊の騎き士したちが首を捻ひねる中、がっしゃーんと派手な音が店内に響ひびいた。

　見ると、料理を運ぶために店の奥おくから出てきた一人の娘が、啞あ然ぜんとしてその場に固まっていた。できたての料理が足元にぶちまけられていたが、それを気にする素そ振ぶりもない。彼女は震ふるえる指でラファエルを指差した。

「あ……貴方は……あのときの……！」

　彼女は恋する乙女のように頰ほおを赤らめ、感極まった様子で叫さけんだ。

「食くい逃にげの人！」

　その瞬しゆん間かん、逃げようとしたラファエルの腕うでを、両りよう脇わきに立っていた双子の騎士ががしりと摑つかんだ。

「「どういうことかな？」」

　不気味なまでに重なり合う声がラファエルを問とい詰つめる。すると、店の娘が慌あわてて騎士たちの方に駆かけてきた。

「ち、違ちがうんです！　あ、いえ……違わないけど……違うんです！　そ、その人は私を助けてくれて……！」

　彼女は先日の出来事を騎士たちに話した。三人組の騎士に乱暴されそうになったところを、彼が助けてくれたのだと。

「食い逃げっていうのは？」

「騎士の方々を止めた後、お金を払はらわずに出て行かれてしまったので……」

「やっぱりしてるんじゃないか」

「は、払い忘れただけだ」

　非難の目を向ける双子の騎士に苦しまぎれの言い訳をしていると、

「よぉし、わかった」

　ダグラスが鷹おう揚ように頷うなずき、店の娘の前に立った。その体格差からか、巨人と少女が並んでいるようにも見える。心なしか、店の娘も怯おびえているようだった。

「うちの騎士が迷めい惑わくをかけちまったようだな。店の修しゆう繕ぜん費ひは騎士団から出そう。あと、この馬鹿が食い逃げした分は俺おれが出してやる」

「あ……ありがとうございます」

「気にするな。悪いのはこっちだ」

　ダグラスは破顔すると、続いて酒場の皆みなに向かって大声を張り上げた。

「おう、皆！　気持ちよく飲んでいたのにすまなかったな！　お詫わびと言っちゃなんだが、今日は俺おれの奢おごりだ！　じゃんじゃん飲んでくれ！」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた客たちが歓声を上げた。ダグラス小隊の騎き士したちはやれやれと首を振ふっている。どうやらこういったことはこれが初めてではないようだった。

「おい。あんなこと言ってるけど、いいのかよ？　結構な人数だぜ」

「「素敵な隊長だろう？」」

　ラファエルの隣となりで双子の騎士が諦あきらめたように肩かたを竦すくめた。

「──さあ、宴うたげの始まりだ！」

　麦酒ビールの入ったジョッキが皆の手に行き届くと、いつのまにか酒場の中央に陣じん取どっていたダグラスがジョッキを掲かかげて叫さけんだ。

「ペルガモン王国に栄光あれ!!」

「「「栄光あれ！」」」

　人々の歓声とともに、いたるところでジョッキが打ち鳴らされた。
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　宴が始まると、ラファエルはあっという間に酒場の客たちに囲まれた。

　あの夜、『眼帯の男』が三人の騎士を叩たたきのめしたことは噂うわさになっており、今もその話を肴さかなにして酒を飲んでいたらしい。

　彼らは口々にラファエルを讃え、どこの生まれなのかだとか、どこで剣けんを覚えたのかだとか、騎士団にはいつ入ったのかだとか、とにかく『眼帯の男』の正体について聞きたがった。質問の嵐あらしからどうにか抜ぬけ出だしたときには、森での任務を終えたときよりもぐったりとしていた。

　ラファエルは酒場の壁かべにもたれかかり、隙すきを見て逃にげ出だそうと考えながら宴の様子を眺ながめた。

　騒さわがしい店内を看かん板ばん娘むすめが忙いそがしそうに駆かけ回まわる。客たちが大口を開けて笑い、歌い、ジョッキをしきりにぶつけ合っていた。まるで祭りのようだ。そして、祭りの中心には、隻せき眼がんの大男──ダグラス・オーランドがいる。テーブルの上に乗り、豪ごう快かいに笑っているダグラスの周りには、肩かたを組んで上じよう機き嫌げんに大合唱する騎士や客たちの姿があった。

「……騎士より盗とう賊ぞくの方が向いてるんじゃねえか？」

「いつもこうなんです」

　かけられた声に振ふり向むくと、セルシア・ガブリエルがコップを手に近づいてくるところだった。ほかの騎き士したちと同じように鎧よろいを脱ぬいでいるが、腰こしのベルトに愛用の片かた手て剣けんを吊つるしている。

「いいのですか、人気者がこんなところにいて」

「人気者ってより見世物だろ、ありゃ」

　ラファエルがなげやりにそう答えると、セルシアはくすりと笑った。彼女はラファエルの隣となりで壁かべに寄りかかり、酒場の喧けん騒そうを眺ながめながら言った。

「今日はありがとうございました。隊長が貴方を連れていくと言ったときはどうなることかと思いましたが、とても助かりました。剣は誰だれに教わったのですか？」

「父親からだ。子供ガキの頃ころにな」

「お父様も騎士なのですね」

「ああ。ずっと前に死んだけどな」

「……すみません」

「別にいいさ」

「きっと立派な方だったのでしょうね……。お会いすることができなくて残念です」

　ラファエルは手にしていたジョッキを傾かたむけ、ビールを一口飲んだ。

「二人で何を話しているんだい？」

　そう言って近づいてきたのは、黒くろ髪かみの騎士だった。爽さわやかな顔つきをした感じの良い男で、手に持ったジョッキにはなみなみと麦酒ビールが注がれている。彼の後ろから、赤毛の女騎士と双子の騎士も歩み寄ってきた。

　セルシアは思い立ったように、ラファエルに向き直った。

「ジャックさん。皆みなさんを紹介します。こちらはウィリー・マクライルさん」

「ウィリーだ。よろしく」

　黒髪の騎士が手を差し出した。

「ああ。俺おれは──」

「ジャック・ルーサーだろう？　今日はお手て柄がらだったな」

　ウィリーとの握あく手しゆを終えると、セルシアは次に赤毛の女騎士を手で差した。

「彼女はアイリーン・ベネットさんです」

「よろしくね」

　いかにも姉あね御ご肌はだといったようなさっぱりとした女性だ。セルシアよりも背が高く、騎士制服のスカートから伸びる長い脚は黒いタイツに包まれている。

　続けてセルシアは双子の騎士を紹介した。さきほどラファエルを捕つかまえた二人だ。

「彼らはイースト・ジャックモンドさんと、ウェスト・ジャックモンドさん。双子の兄弟です。小隊では主に弓矢を使った後方支し援えんを担っています」

「「よろしく！」」

　兄弟はにこやかに笑い、同時に手を差し出してきた。栗くり色いろの髪かみに茶色の瞳ひとみ。体格までそっくりで、まるで見分けがつかないが、唯ゆい一いつ、差し出してきた手だけが左右逆だった。

「付き合いが長くなると見分けがつくんだけど」

　ウィリー・マクライルが補ほ足そくした。

「まずは利き手で判断するといいよ。右利きが兄のイースト、左利きが弟のウェストだ」

　二人は腰こしに短たん剣けんを吊つるしているが、言われてみると、たしかに兄のイーストは左腰に、弟のウェストは右腰に吊るしている。騎き士しの格好をしているうちは、これで見分けられるようだった。

「それと……あちらで隊長とお酒を飲んでいるのがアルバート・ゴードンさんです」

　セルシアが手で示した先に、白はく髪はつの老騎士が座っていた。大笑いしているダグラスや客たちの近くで黙もく々もくと酒を飲んでいる。

「物静かだけど、腕うでは確かだよ」ウィリーが言った。

「物静かなんてものじゃない」イーストが眉まゆをしかめる。「あの爺じいさん、めったに喋しやべらないぞ。前に声を聞いたのはいつだったっけ？」

「半年前じゃないかしら？」

　アイリーンが真顔で答える。すると、セルシアがおずおずと申し出た。

「あの……実は私、まだ聞いたことがありません」

　全員の視線が、白髪の騎士に向けられた。すると、勘かんがいいのか、アルバートが鋭するどい眼光で若い騎士たちを睨にらみ返かえした。皆みなが一いつ斉せいに顔を背そむけた。

「彼のことは『無口なアルバート老』と覚えるといい」

　イーストがひそひそ声で言うと、アイリーンが双子を交こう互ごに指差した。

「こいつらは『お喋しやべりジャックモンド兄弟』ね。戦っている最中も二人で喋り続けるんだから、うるさいったらないわ」

「失敬な！」

「僕ぼくらは皆の後ろから矢と癒いやしを届けようとしているのに！」

「癒やしは余計だって言ってるの！」

「こらこら。喧けん嘩かをするなよ」

　いがみ合う三人をウィリーが仲ちゆう裁さいする。いつものことらしく、セルシアは慌あわてる様子もなく、ただ苦笑を浮うかべている。

「これで全員か？」

　ラファエルは酒場を見み渡わたしたが、他に騎士の姿はない。森での任務に参加した騎士も、この顔ぶれだったはずだ。

「ええ。ダグラス隊長にアルバートさん、ウィリーさん、アイリーンさん、イーストさんとウェストさん、そして私。この七人が今のダグラス小隊のメンバーです。隊長とアルバートさんが《騎士エクテイス》の階級で、私たちは《従騎士エクスワイア》ですね」

　ペルガモン竜りゆう騎き士し団だんにいくつかの階級があることはラファエルも知っている。最上位は《団長ジエネラル》で、その下に《副団長》ヴアイス・ジエネラル、《竜騎士ドラグーン》、《上級騎士ハイエクテイス》、《騎士》、《従騎士》と続く。上位の階級に行くほど人数は少なくなり、主要都市の支部長を任される《竜騎士》にいたっては、王国に十人しかいない。

　入団当初は《従騎士》となり、小隊を持つ《騎士》の下について任務や戦闘に参加することになる。人々に『騎士』と呼ばれる者の大半はこの階級だ。

「ジャックさんも《従騎士》ですよね？　異動してきたと仰おつしやっていましたが、所属する小隊の希望はもう出されましたか？」

「いや……」

「でしたら！」セルシアが、ずいっと身を乗り出した。「ダグラス小隊に入りませんか？」

「……は？」

「実は、ダグラス小隊は希望者が少なくて、いつも人員不足なんです。たまに配属された方も、ダグラス隊長にはついていけないって、すぐに辞めてしまいますし……途と方ほうにくれていたのです。ですが、今日の貴方を見て確信しました。ジャックさんなら、きっとこの小隊でもやっていけます！」

「いや、俺おれは……」

「……だめ、ですか？」

　綺き麗れいな青い瞳ひとみで上目がちに見つめられ、ラファエルは言葉に詰つまった。意識してのことではないだろうが、こんな表情で見つめられたら大たい抵ていの男はくらっとくるだろう。

「ちょっと、セルシア。彼、困ってるじゃない」

　たしなめるアイリーンに、セルシアが口惜しそうに振ふり向むいた。

「アイリーンさんはよいのですか？　このまま仲間が増えなければ、ダグラス小隊は解散してしまうのですよ？」

「解散？　どういうことだ？」

　ラファエルが訊きくと、ウィリーが苦笑気味に答えた。

「小隊を維い持じするのには七名以上の隊員が必要なんだ。今のダグラス小隊はちょうど七名。だけど、セルシアはそろそろティアテラに帰らなくちゃいけないからさ」

「人数が足りなくなって、小隊が維持できなくなるわけか」

「そういうことだね」

「すみません、私のせいで……」

「馬鹿ね。セルシアが責任を感じることないのに」

　アイリーンの言葉に、ウィリーも頷うなずいた。

「もともと一年だけしかいられないって約束だったし、そもそも、セルシアが来てくれなかったら去年の時点で解散になっていたんだ。一年寿じゆ命みようが延びただけでも、僕ぼくらは十分感謝している。君が抜ぬけて小隊が解散になったとしても、それは一年の間に仲間を増やせなかった僕らの責任だ。セルシアのせいじゃない」

「ですが……」

「ほら、暗い顔しないの。せっかくの美人がもったいないわ」

「アイリーンさん……」

　アイリーンがセルシアを軽く抱だき締しめ、頭を撫なでる。それを見たジャックモンド兄弟が、両手を広げてセルシアに迫せまった。

「「暗い顔するなよ、せっかくの美人がもったいないぞ」」

「どさくさに紛れて抱き着こうとするんじゃないわよ」

　双子の兄弟は、アイリーンに阻はばまれてあっさりと押おし返かえされた。

「横暴だ！」「僕らにもセルシアを抱き締める権利をよこせ！」

「あんたちなんかにセルシアは渡わたさないわ！」

「だから喧けん嘩かするなって」

　アイリーンがセルシアを腕うでに抱いたまま双子の騎き士しを威い嚇かくし、ウィリーが苦笑しながら仲ちゆう裁さいする。

　父の小隊もこんな風に賑にぎやかだったと、ラファエルは思った。

　幼い頃ころに目にした彼らの姿は、数少ない幸せな思い出として、今もラファエルの記き憶おくに焼き付いている。ダグラス小隊の騎士たちを見ていると、もう戻もどらないあの日々を思い出すのだった。

「なあ、ジャック」

　セルシアを巡めぐる言い争いが続けられる中、ウィリーがラファエルに声をかけた。

「俺おれからもお願いするよ。よかったら、うちの小隊に入ることを考えてみてくれないか？　さっき話したような事情もあるけどさ。そういうのを抜きにしても、君とならうまくやっていけるような気がするんだ」

「……」

「もちろん無理にとは言わない。俺はこの小隊が好きだけど、正直言って、上に行くのには向いていないからね。ダグラス隊長って好き勝手にやるから、上から疎うとまれているんだよ。実績だけ見たら、とっくに《上級騎士ハイエクテイス》になっていてもおかしくないのに」

「いいのかよ、そんなこと話して。入る気も失せるかもしれないぜ」

「誠実は騎士の美び徳とくだ。騙だまして入ってもらっても楽しくないだろう？　それで、どうかな？」

「……考えておく」

「ありがとう」

　ウィリーは爽さわやかに笑い、手に持っていたジョッキを胸の前に掲かかげた。

「小隊に入るかどうかは置いといて。まずは、今日の勝利とジャックの手て柄がらを祝っておこうじゃないか」

「あ。ずるいぞ、ウィリー！」

「僕ぼくらも混ぜろよ！」

「私も！　ほら、セルシアも」

「はい！」

　小隊の騎き士したちが、木のジョッキやコップを手にして、ラファエルの周りに集まった。

「ダグラス小隊とジャック・ルーサーの手柄に──乾かん杯ぱいっ！」

「「「乾杯！」」」

　ジョッキを打ち鳴らし、一いつ斉せいに杯さかずきを呷あおる。

　皆みな、ラファエルのことを『ジャック・ルーサー』という名の騎士だと信じている。だが、本当のラファエルは復ふく讐しゆうのために罪を犯したならず者だった。

　ラファエルは、ビールを喉のどの奥おくに流し込んだ。一気に飲み干すと、空になったジョッキをテーブルに置く。

「少し風に当たってくる」

　小隊の騎士たちにそう告げて、ラファエルは歩き出した。

「ジャック！　小隊に入る話、考えておいてくれよ！」

　ウィリーの明るい声に、ラファエルは後ろ手を振ふって答えると、そのまま酒場をあとにした。

　もう戻もどってくる気はなかった。
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　酒場の喧けん騒そうが夢であったかのように、王都は深い眠ねむりについていた。

　見み渡わたす限りのどの家にも灯りはなく、月の光だけが石いし畳だたみの道を照らしている。耳を塞ふさがんばかりだった酒飲みたちの笑い声も今は遥はるか遠く、辺りには水を打ったような静せい寂じやくが広がっていた。

　ギルドホールに向かう足で、ラファエルはペルガモン城が聳そびえる《偉大なる丘グレート・ヒル》を見上げた。

　最初に城に足を踏ふみ入いれてから、もう何日も経ったような気がした。礼れい拝はい堂どうでセルシアとダグラスに会い、無理やり駆かり出だされた任務で手柄を上げ、騎士たちと勝利の杯を交わした。

　それは、まさしく夢を見ているかのようだった。

「どこへ行く気だ？」

　背後から聞こえた野太い声が、ラファエルを引き止めた。

　足を止めて振ふり返かえると、月明かりの下に隻せき眼がんの騎士──ダグラス・オーランドが立っていた。

「……ダグラス」

「『ダグラス隊長』だ。隊長をつけろ、隊長を。まったく、黙だまって出て行くとはつれねえ奴やつだ。宴うたげは始まったばかりだというのによ」

　からかうようにダグラスが言う。しかし、その隻せき眼がんは笑っていなかった。彼はラファエルが偽にせ者ものの騎き士しであると確信しているようだった。

　ごまかすことを諦あきらめ、ラファエルはダグラスに相対する。

「いつから気づいてた？」

「最初からだ、ラファエル」

　どうしてその名を知っているのか。ラファエルがそう問いかける前に、隻眼の騎士はあっけらかんと話し始めた。

「昔、俺おれとお前の親父は同じ小隊に所属していたのさ。お前やアルマとも会ったことがあるんだが、覚えていないか？」

「……いいや」

「まぁ、お前はまだほんの小さな子供ガキだったからな。だが、俺は礼れい拝はい堂どうでお前を見て、すぐにわかったぞ。『ああ、ジャックの息子だ』とな。目は母親似だが、お前はあいつの若い頃ころにそっくりだ。そのお前が『ジャック・ルーサー』だと名乗りやがるもんだから、笑いをこらえるのが大変だったぞ。偽ぎ名めいに親の名前を使う奴があるか」

「わかってたんなら、さっさと捕つかまえればよかっただろうが」
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「ちょうど人手不足だったもんでな」

「ふざけやがって」

「冗じよう談だんだ、冗談」

　ダグラスは参ったといったふうに頭を搔かいた。

「お前がずいぶんひでえ目をしていたから、思わず情が出ちまったのさ。ラファエル、この七年間、どこで何をしていたんだ？」

「てめえには関係ねえよ」

「隊長としては部下のことは知っておきてえのさ」

「何を言ってやがる。俺おれはあんたの部下でもなければ、そもそも騎き士しですらないぜ」

「ああ。今はな」

「何？」

「騎士団に入れ、ラファエル」

　思いもかけない提案に、ラファエルは動どう揺ようした。

「何を言って……」

「『父さんのような騎士になる』。子供ガキだったお前が俺に言った言葉だ。あまりにもうるさく言うもんだから、耳に残っちまったよ」

　それは、かつて抱いだいた夢だった。

　父の姿に憧あこがれ、自分も騎士になるのだと、そう信じて疑わなかった頃ころの夢。

　けれど、そんな幼い夢は、七年前に故郷と一いつ緒しよに燃え尽きてしまった。

「俺に騎士になれっていうのか？　はっ、馬鹿言え。なれるわけねえだろうが」

「お前の腕うでなら入団試験はまず通る。最初は従騎士エクスワイアからだが、今夜みたいに手て柄がらを立てれば、そう遠くないうちに騎士エクテイスに叙じよ任にんされるだろう」

「そういうことを言ってるんじゃねえ！　俺はならず者だ。あんただって、ならず者俺たちがどうやって食いつないでいるか知っているだろ」

「たしかに、お前はいくつもの罪を犯してきたんだろうな。当然、そいつは償つぐなわなけりゃならん。だがな、罪ってのは償い続ければ、いつかは赦ゆるされるもんだ」

「……」

「もし、お前が犯したすべての罪が赦されて、お前自身も自分を赦すことができたら、そのときはラファエル、今度こそ騎士になれ。そして、俺の小隊に来い。まぁ、今はちょっと潰つぶれかかっちゃいるが、お前が来るまでは残しておいてやる。あいつらもきっと協力してくれるさ」

　ラファエルは、ダグラス小隊の騎士たちを思い出した。自分が偽いつわりの騎士であったと知っても、彼らは同じように笑ってくれるだろうか。そんな想いが頭をよぎる。

　しかし──。

　鷹おう揚ように笑う隻せき眼がんの騎士に、ラファエルは答えた。

「断る」

「………」

「どんなに償つぐなっても赦ゆるされない罪はある。俺おれはそれを知っている。今さらあれが、赦される罪であってたまるかよ」

　炎と血に満ちたドレークの街で、涼すずしげに微笑ほほえむクルセウス・ガブリエルの姿がよぎる。ラファエルは、彼の胸に短たん剣けんを突つき刺さした右手を握にぎり締しめた。

「俺は父さんのような騎き士しにはなれない……なれなかったんだ」

　黙だまって話を聞いていたダグラスが、やがて深い溜ため息いきを吐ついた。

「……やっぱりお前は父親似だ。そういう頑がん固こなところが特にな」

　後方から無数の靴くつ音おとが近づいてきたのは、そのときだった。

　薄うす闇やみの中から鎧よろいを纏まとった十数人の騎士が現れ、あっという間にラファエルとダグラスを取り囲んだ。

「間ま違ちがいない！　こいつだ！」

　騎士の一人がラファエルを見て声を上げた。その顔にラファエルは見覚えがあった。先日、酒場で叩たたきのめした赤せき髪はつの騎士だった。

「てめえら、これはなんの騒さわぎだ！」ダグラスが騎士たちを見回して怒ど鳴なった。彼が呼んだわけではないらしい。「こんな真夜中にぞろぞろと。いったい誰だれの命令で──」

「私だ」

　ダグラスの言葉を聡そう明めいな声が遮さえぎった。

　騎士たちが道を開き、そこから赤みがかった髪かみと髭ひげを持つ瘦そう身しんの騎士が歩み出てきた。

　二メートル近い巨体を誇ほこるダグラスが、その姿を見て気け圧おされたように一歩後ずさった。

「ガラハッド……団長……!?」

　ラファエルは息を飲んだ。

　ペルガモン竜りゆう騎士団団長──ガラハッド・グレイル。この王国で彼の名を知らぬ者は、幼子を除のぞけばどこにもいないだろう。先日出しゆつ陣じんしたガウェイン副団長を凌しのぐ剣けん腕わんと智ち慧えを誇ほこる、ペルガモン竜騎士団の頂点にして、国王の右みぎ腕うで。《円えん卓たくの騎士》に数えられる名家の一つ──グレイル家の現当主でもある。騎士でさえ彼の姿を目にする機会はそう多くない。このような夜道に姿を現すことなど、およそ考えられないことだった。

「……これはいったい何事ですかな、団長？」

　さすがに口調をあらためながらも、ダグラスは騎士団長を問とい詰つめた。

　ガラハッドは静かな口調で答えた。

「ペルガモン城に盗人ぬすつとが入った。門兵に不ふ審しんな人物を見なかったか聞いたのだが、どうやら一人だけ見覚えのない騎士がいたらしくてな。その騎士が君らと一いつ緒しよに外へ出て行ったと知って、こうして後を追ってきた」

　ガラハッドの鋭するどい眼光がラファエルを射い抜ぬいた。

「捕とらえよ」

　団長の命令を合図に、騎き士したちが一いつ斉せいに押おし寄よせてくる。

　ラファエルの動きは素早かった。最初に斬きりかかってきた騎士の剣けんを躱かわすと、腰こしの長ちよう剣けんを抜ぬき、相手の喉のど元もとに刃を突つきつけたのだ。

「動くんじゃねえ。少しでも動けば、こいつの喉を搔かっ切きるぜ」

「なんと卑ひ劣れつなっ……！」

　騎士たちが狼ろう狽ばいし、動きを止めた。

　ラファエルは腕うでの中で苦しげに呻うめく騎士を絞しめ上あげながら、じりじりと後ろへ下がっていく。

「何をしている」

　ガラハッドの声が矢のように鋭するどく発せられた。

「私は『捕らえよ』と言ったはずだ」

「で、ですが！」

「何度も言わせるな──奴やつを捕らえよ」

　ラファエルの腕に摑つかまれている騎士が、声にならない悲鳴を上げた。

　非情な物言いに、ダグラスがガラハッドに詰つめ寄よった。

「団長!!　あんたの部下だろう!?」

「だからこそだ、ダグラス。彼に限らず、王国の騎士は私の手足。どうすべきかは私が決める。そこの彼も騎士であれば王のために命を捧ささげる覚かく悟ごはできているだろう」

　ガラハッドの言葉に偽いつわりはないように思えた。必要があると判じれば、彼は迷いなく部下を斬り捨てる。

「ちっ！」

「──うわっ！」

　ラファエルは捕つかまえていた人質を騎士たちに向かって押し投げた。一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、包ほう囲い網もうをかいくぐる。

　ダグラスと騎士たちの声が重なり合って耳に届いた。後方から迫せまる怒ど号ごうと足音を振ふり切きって、ラファエルは夜よ闇やみの中を駆かけていった。
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　騎士たちを撒まいたラファエルは、人ひと気けのない路地を選んで進み、廃はい墟きよじみたギルドホールに戻もどってきた。

　古びた木の扉とびらを三度ノックすると、中から閂かんぬきを外す音が聞こえ、灯りを手にしたギルドマスターがラファエルを中に招き入れた。ラファエルが出発したときと変わらず、彼はいつもの正装に身を包んでいた。

「ずいぶん遅おそかったですね。捕つかまってしまったのかと思いましたよ」

　再び扉とびらに閂かんぬきをかけながらマスターが言った。

　ホールの奥おくにある暖だん炉ろには火がくべられ、橙だいだい色いろの光がぱちぱちと火花を散らしながら揺ゆらめいている。薄うす暗ぐらいギルドホールにマスターの他に人は見当たらなかった。

「イブは？」

「ついさきほどまで、ここで貴方の帰りを待っていたのですがね。眠ねむってしまったので、上の客室にお運びしました。老いた身には重労働でしたよ」

　マスターはバーカウンターの向こう側に回りこむと、グラスを取り出した。

「とりあえずお掛かけなさい。何か飲まれますかな？」

「いや、いい」

「では、私だけ失礼して」

　マスターは葡萄酒ワインをグラスに注ぎ、味わうように一口飲むと、

「……さて。何があったのか教えていただきましょうか」

　そう話を切り出した。

　ラファエルはバーカウンターの椅い子すに腰こしを下ろすと、マスターに経けい緯いを話した。団長室から地図を盗ぬすみ出だしたことや、騎き士し団だんの任務に巻き込まれたこと。マスターは興味深そうに話を聞いていたが、騎士団長自らが追ってきたと話すと、さすがに眉まゆをしかめた。

「あのガラハッド・グレイルが……」

「ああ。どうやら、こいつはよほど大切な物らしいぜ」

　ラファエルは胸元から盗み出してきた地図を取り出した。

　地図の中心に描えがかれた十字の印。その傍かたわらに《憤ふん怒ぬ》の文字が記されている。その他にもいくつかの地名らしきものが記されているが、《竜の巣ドラゴン・ネスト》の他は、どれもラファエルの知らない名であった。

「私にも見せていただいてもよろしいですかな？」

　好こう奇き心しんを露あらわにするギルドマスターに、ラファエルは素っ気なく首を振ふった。

「先に出すものがあるんじゃねえか？」

「……しっかりしていますな」

　マスターはどこからか小こ袋ぶくろを取り出して、バーカウンターに置いた。ラファエルはマスターに地図を渡わたし、小袋の中の金貨を数え始めた。

「ずいぶん古い地図ですな」

「ああ。どうやら十字の印のところが門の場所みてえだが、俺おれにはどこのことなのかさっぱりだ」

　ラファエルは全ての金貨を入れ終え、口くち紐ひもを閉じて金貨を懐ふところにしまった。ふと顔を上げると、ギルドマスターが険しい顔をして地図を見つめていた。

「……爺じいさん？」

「これは……いえ、まさか……」

「どうしたんだよ？」

　マスターはしばし黙もくし、やがて「少々お待ちください」と言って、階段を上がっていった。

　やがて戻もどってきた彼は、その手に一枚の地図を持っていた。

　ギルドマスターは二枚の地図をバーカウンターの上に並べて広げた。傍かたわらにランプを置き、それらの地図を照らす。

　一枚はラファエルが盗ぬすんできた古地図。もう一枚は──

「王都の地図か？」

「ええ。ここを見てください」

　そう言って、マスターはまず古地図の方を指差した。《憤ふん怒ぬ》と書かき添そえられた十字印の近くに、《黄昏の丘トワイライト・ヒル》と地名が記されている。

　そして今度は、王都の地図を指差した。彼が指差した場所はペルガモン城だった。

「……城？」

「城というより、城がある場所です。ペルガモン城が建つ丘は、今では《偉大なる丘グレート・ヒル》と呼ばれていますが、城が建てられるまでは《黄昏の丘》と呼ばれていたそうです」
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　ラファエルはマスターを見た。噓うそや冗じよう談だんを言っている顔ではなかった。

「それと、《古の森》エンシエント・フオレストは、王都の北に広がる森の古名です。貴方が商人たちを捕つかまえに行った森ですよ。そして地図によると、門は《黄昏の丘トワイライト・ヒル》と《古の森》の間──つまり、王都サラマンドラにある可能性が高い」

　ラファエルは、あらためて盗ぬすんできた古地図を眺ながめた。

《憤ふん怒ぬ》と書かき添そえられた十字の印。それが王都のどこかを示しているなどありえるのだろうか。

「…………この印」

　ラファエルは、あることに気がつき十字の印を指差した。

「よく見ると、縦たての線の方が長いな。先も少し尖とがってる」

「……そのようですね。それがどうかされましたか？」

「もしかすると、こいつはただの印じゃなくて……『剣けん』なんじゃないか？」

「剣？」

「ミカエルの聖剣だ」

　ラファエルの言葉に、マスターが目を見開いた。おそらく彼も同じ場所を想像したのだろう。

「聖剣自体はどこの教会にも飾かざられている。けど、王都には建国当初からあるっていう聖剣があったよな」

　ラファエルは、王都の地図上に描えがかれた、とある建物を指差した。

　それは、王都サラマンドラの中央広場に聳そびえるペルガモン王国最大の教会。

「ペンドラゴン大聖堂……！」

　ラファエルとマスターは、二枚の地図を見つめてしばし固まっていた。沈ちん黙もくの中、ホールの奥おくにある暖だん炉ろで一本の薪まきが燃もえ尽つき、微かすかな音を立てて崩くずれ落おちる。

「……ここまでにしておきましょう」

　やがてギルドマスターが呟つぶやき、地図をしまい始めた。

「真しん偽ぎがどうあれ、これ以上は踏ふみ込こまない方が良さそうですな」

「言われなくてもそうするさ。何せ、こっちは追われている身だ」

　肩かたを竦すくめるラファエルに、ギルドマスターが言った。

「この先はどうなさるつもりですか？　すでに追手はかかっています。この場所もいずれ突つき止とめられるでしょう。騎き士し団だんに捕まるのは時間の問題ですよ」

「わかってるさ」

　ラファエルは懐ふところから革かわ袋ぶくろを取り出してマスターの前に置いた。さきほど彼から受け取ったものではない。森で密売人から巻き上げた金だった。

「依い頼らいだ、マスター。俺おれとイブを王都から逃にがしてくれ」

「……簡単に言いますね」

「俺おれが捕つかまったらあんたも困るだろ。なんせ共犯なんだからな」

　マスターは黙もつ考こうし、しばらくして言った。

「無事に逃にげられる保証はできません。それでもよければ請うけ負おいましょう」

「頼たのむ」

「……よろしい。いずれにしても明朝にならなければ手て筈はずも整いません。今は客室で力をたくわえなさい。三階の一番奥おく、左側の客室でイブさんが寝ねています。貴方もその部屋を使うといいでしょう。服も置いてあります」

「ありがとよ」

　ラファエルは階段を上り、イブの眠ねむる客室のドアを開けた。

　白いシーツが敷しかれたベッドの上で、イブが気持ちよさそうに寝ね息いきを立てている。ラファエルは部屋の隅すみで騎き士しの制服を脱ぬぎ捨すて、黒を基調とした普ふ段だんの服に着き替がえた。

「ラファ……エル……」

　背後から聞こえた声に振ふり返かえると、イブは眠ったままだった。どうやら寝言らしい。

　着替えを終えたラファエルは、ベッドの端はしに腰こし掛かけると、額にかかった彼女の髪かみを払はらった。イブがむずがゆそうに身を捩よじり、目を覚ましたかと思ったが、すぐに静かな寝息を立て始める。

　ラファエルは、しばらく彼女の無む邪じや気きな寝顔を眺ながめていたが、やがてイブの隣となりに横たわり、浅い眠りについた。
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　早朝。

　蹄ひづめの音でラファエルは目を覚ました。肌はだ寒さむい空気に思わず身を震ふるわせながら、窓の外を見る。空はすでに白み始めていた。

　ラファエルは普段の寝ね起おきの悪さが噓うそのような素早さで窓際に駆かけ寄より、そっと路地を覗のぞき込こんだ。思った通り、騎士たちが馬を引き連れてギルドホールの前に集まっている。この場所がバレたのだ。

「──イブ、起きろ！」

　ラファエルは気持ちよさそうに眠るイブの体を揺ゆすった。すると、彼女はぼんやりと重たい瞼まぶたを開けた。

「ラファエル……？」

「出るぞ。準備しろ」

「……ん」

　こういったことは初めてではない。イブは眠たそうに瞼をこすりながらも、てきぱきと身支度を整えた。

　すると、突とつ然ぜん、客室の扉とびらが開いた。思わず身構えたが、中に入ってきたのはギルドマスターだった。

「爺じいさんか。驚おどろかせんなよ」

「申し訳ありません」

「外に騎き士しが集まってる。抜ぬけ道みちを使わせてくれ」

「申し訳ありません、ラファエルさん」

「……爺さん？」

　客室に五名の騎士が乗り込んできた。彼らは抜ぬき身みの剣けんを手に、ラファエルとイブを壁かべ際ぎわに追い込んだ。

　イブが怯おびえ、ラファエルの腰こしにしがみついた。ラファエルは彼女を庇かばうように騎士たちと相対し、腰に提さげていた短剣を抜いた。

「抵てい抗こうはやめなさい」

　マスターがラファエルを諌いさめた。

「貴方一人であれば、この状じよう況きようからでも逃にげ出だせるかもしれません。ですが、イブさんを連れてとあってはそうもいかないでしょう」

　ラファエルはちらりとイブを見た。

　たしかにマスターの言う通りだ。だが、逆に言えばイブを見捨てさえすれば、ここから逃げ出せるかもしれない。

　所しよ詮せんは血もつながっていない他人同士。母との約束がなければ、一いつ緒しよにいることもなかっただろう。七年前に救った赤ん坊を今になって見捨てる。それだけの話だ。

　しかし──。

「……ちっ！」

　迷った末にラファエルは短剣を捨てて両手を上げた。間かん髪はつ入いれずに騎士たちが押おし寄よせ、ラファエルを床に組くみ伏ふせる。

「ぐぁっ」

「ラファエル！」

　駆かけ寄よろうとしたイブを別の騎士たちが捕とらえて引ひき離はなす。イブは抵てい抗こうしたが、子供の力では騎士の手から逃のがれることはできず、ラファエルの名を呼ぶ声も、口を押さえられたことでくぐもった悲鳴に変わった。

　ラファエルは騎士に頭を押さえつけられながら、一部始終を見守っていたギルドマスターに言った。

「ギルドの頭が……依い頼らい人にんを売るような真似しやがって……！」

「私とて、このようなことはしたくありませんでしたが、ギルドを守るためです。仕方のないことでした」

　すると、マスターの背後から一人の騎き士しが歩み出た。

「てめえは……!?」

　ガラハッド・グレイル騎士団長だった。その手にはラファエルが彼の部屋から盗ぬすみ出だしてきた《憤ふん怒ぬ》の地図を持っている。

　紅くれないの外がい套とうを羽は織おった騎士団長は、ギルドマスターに「ご苦労だった」と声をかけると、ラファエルの前に立った。ラファエルを床に押おし付つける騎士たちの力が、よりいっそう強くなる。押おし潰つぶされるような痛みに耐たえながら、ラファエルはガラハッドを睨にらみ上あげた。

「俺おれたちをどうするつもりだ……!!」

「潔いさぎよさも分別もない……まるで飢うえた狼おおかみだな」

　冷めた目でラファエルを見下ろし、ガラハッドは言った。

「獣けものらしくこの場で斬きり捨すててやってもよいが、神なき世界で審しん判ぱんを下すのは法であり、国王陛へい下かだ。そして、陛下は貴様から話を聞きたいと仰おつしやっている」

「……なんだと？」

　困こん惑わくするラファエルに、ガラハッドが告げた。

「これより貴様を謁えつ見けんの間に連れていく。光栄に思え。罪人の身分で国王陛下にお目通りが叶かなうのだからな」
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　ラファエル・ルーサーは三度ペルガモン城の城門をくぐることになった。一度目は騎士のふりをして、二度目は森で捕とらえた密売人たちを引き連れて、そして三度目は自分が騎士たちに捕らえられての入城だった。

　体は腕うでごと縄なわで縛しばられており、周囲はガラハッド率いる近この衛え騎士たちに固められている。イブは城内のどこか別の場所に連れていかれてしまった。今は無事であってくれと祈るほかない。

　ペルガモン城の中庭には、噂うわさを聞きつけた騎士たちが集まっており、《竜りゆうの塔とう》へ連行されていくラファエルを遠巻きに見つめていた。その中にはダグラス小隊の騎士たちもいた。ダグラス・オーランドの熊くまのような巨体のせいで、否が応でも目についた。

　ダグラス、アルバート、ウィリー、アイリーン、イースト、ウェスト──複雑そうな表情を浮うかべる彼らとともに、セルシア・ガブリエルが胸に手を当て不安げにラファエルを見つめていた。

　──どうして心配そうにしてるんだ。

　ラファエルは心の中で毒づいた。

　──俺はてめえらを騙だましたんだぞ？

　小さく舌打ちをして、それきりセルシアたちの方には目を向けず、ラファエルは歩き続けた。

《竜りゆうの塔とう》の中に入り、二階まで連れていかれる。塔の内部は不気味なまでの静けさだった。

　鉄製の大おお扉とびらをガラハッドの部下たちが開け、ラファエルの前に謁えつ見けんの間が現れた。

　入り口から奥おくにある壇だんまで赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれ、何十人という近この衛え騎き士したちが直立して控ひかえている。壇上には十三の席が設けられ、中央にある金銀でつくられた豪ごう奢しやな玉座に、この城の主が待ち構えていた。

　身に着けているのは上質な赤い絹きぬのビロード。燃えるような赤せき髪はつの上に金の王おう冠かんをかぶり、玉座に肘ひじを掛かけて頰ほお杖づえをついている。目鼻立ちがはっきりとしており、騎士たちに連れられてきたラファエルを見み据すえる目は、剣けんのような鋭するどさを備えていた。ただ座っているだけだというのに、そこには王者としての風格がある。

　彼こそがペルガモンの国王──アーサー・ペンドラゴン一三世。七英雄の一人である初代国王の名を継つぐ男だ。

　しかし、ラファエルは彼の姿を見て驚おどろきを隠かくせなかった。

　アーサー一三世は、自ら前線に立ち数々の戦を勝利に導いてきた正しよう真しん正しよう銘めいの英えい傑けつである。ラファエルも一度だけ、アーサー王の凱がい旋せんを目にしたことがあった。王都サラマンドラに辿たどり着ついて一年が経った頃ころ、北のサルデス王国との戦に勝利したアーサー王が王都に凱旋してきた。

　大勢の騎士を引き連れて帰き還かんした王は、王都の民に熱狂を持って迎むかえられた。夏の日差しに焼けた強きよう靱じんな体。陽光を反射する美しい装備の数々。月つき毛げの馬に跨またがり、騎士たちの先頭を行く彼は、王であると同時に誰だれよりも屈くつ強きような騎士に見えた。

　だが──今、王は数年前とは別人かと見み紛まがうほどに瘦やせ細ほそっていた。

　皺しわだらけの皮ひ膚ふは青白く、頰ほおはこけて、骨や血管が浮うき上あがっている。椅い子すから立ち上がれるのかと不安になるほどだ。身に纏まとった着物や王冠の美しさは、肉体のみすぼらしさをむしろ強調する結果になっていた。

　玉座に座る男からは、アーサー一三世の面おも影かげも威い厳げんも感じられる。だが、あの頃あった肉体の精せい強きようさだけがすっぽりと抜ぬけ落おちていた。

　ラファエルは言葉を失ったまま、近衛騎士に引かれて玉座の手前まで連れていかれた。その場に跪ひざまずかされる。

「お待たせして申し訳ありません、国王陛へい下か」

　ガラハッドが膝ひざをつき、アーサー王に言葉を述べた。

「顔を上げよ」アーサー王が言った。「その者か。地図を盗ぬすんだ男は」

「はっ」

　アーサー王はラファエルを睨ねめつけた。体が瘦やせ衰おとろえようとも、眼光はあの日のまま力強い。

「《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解いてほしい……そのような依い頼らいをされたと聞いたが、相そう違いないか」

　ギルドマスターから聞いたのだろう。今回のことは筒つつ抜ぬけらしい。噓うそをつく理由もなく、ラファエルは首を縦たてに振ふった。

「依い頼らい主ぬしは何者だ？」

「さあな」

　不意にガラハッドが立ち上がり、ラファエルの顔をしたたかに蹴けりつけた。腕うでの自由が利かないため受け身を取ることもできず、ラファエルは床に倒たおれた。口の中に鉄の味が広がる。

「王の御ご前ぜんだ。口に気をつけよ」

「よい、ガラハッド」アーサー王が静かにガラハッドを諫いさめた。「起こしてやれ」

　背後で待機していた二人の騎き士しが、王の命令でラファエルを助け起こした。再びその場に膝ひざをついたラファエルに、アーサー王は問いかける。

「依頼主が誰だれか、心当たりはないのか？」

「ありません」

　ラファエルは口調だけは丁てい寧ねいに答えた。

「その依頼主の目的は？」

「知りません」

　アーサー王やガラハッド、この場にいる近この衛え騎士たちは真しん剣けんそのものだった。先王が大罪遺い跡せきに調査隊を派は遣けんしたという噂うわさは、どうやら本当のことらしい。団長室に地図があったことが何よりの証しよう拠こだった。

　その後も、依頼主や依頼内容について、いくつかの質問をされたが、ラファエルの答えはいずれも「わかりません」か「知りません」だった。ラファエルが彼女に会ったのは二度だけだ。多くの言葉を交わしたわけでもなく、知っていることは限られていた。

「なぜ、その女は貴様に依頼をしたのだ？」

　王の問いかけに、ラファエルは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

　眼帯の下で、左目がじくりと疼うずいた。聖せい痕こんを授かっているからだと、墓地で彼女は言っていた。意味はよくわからないが、もしその話を王にすれば、この場で悪あく魔まのしるしを晒さらすことになるだろう。ラファエルにとって、左目の烙らく印いんは誰だれにも見せたくない代しろ物ものだった。

「わかりません」

「……よかろう。では、次が最後だ」

　ラファエルの答えを受けて、アーサー王は言った。

「その眼帯の下を見せよ」

　次の瞬しゆん間かん、ラファエルは騎士たちに捕つかまり、床に押おさえつけられた。

「離はなせっ……！」

「無む駄だなあがきを」

　ガラハッドがラファエルの左目に手を伸ばし、眼帯を奪うばい取とった。

　露あらわになった烙印を見て、ガラハッドの目が驚きよう愕がくに凍こおった。謁えつ見けんの間の騎士たちがざわめき、ラファエルを取とり押おさえていた騎き士しまでもが悲鳴を上げて飛び退いた。

「貴様、それはっ……！」

　悪あく魔まのしるし。

　誰だれかが恐おそろしげに呟つぶやいた言葉が、謁えつ見けんの間に反はん響きようする。

　そして、

「──やはり、そうか」

　アーサー王の低い声が、騎士たちのざわめきを斬きり裂さくように響ひびき渡わたった。

「見つけたぞ。ついに見つけた……！」

　玉座から立ち上がった王はラファエルの烙印を食い入るように見つめていた。その声は歓喜に打うち震ふるえていた。

「ガラハッド！　その者を地ち下か牢ろうに放り込め！　絶対に逃にがすでないぞ！」

「はっ！」

　国王の命令を受けたガラハッドが近この衛え騎士たちに指示を飛ばす。

　そうしてラファエルは、わけもわからないまま謁見の間から連れ出されたのだった。
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「起きろ、悪魔憑き」

　地ち下か牢ろうの鉄格子が蹴けられる音で、ラファエルは目を覚ました。

　硬かたい石床から身を起こすと、鉄格子の向こう側に手明かりと縄なわを持った二人の騎き士しが立っていた。侮ぶ蔑べつと恐おそれの混じった目で、眼帯で左目を隠かくしたラファエルを見つめている。

「出ろ。団長がお呼びだ」

　ラファエルは縄で縛しばり上あげられて牢から出された。階段を上がり地上に出ると、塔とうの窓から差し込む光が眩まぶしかった。数日ぶりの太陽の光だった。

　連れていかれた場所は《竜りゆうの塔》の最上階にある騎士団長室だった。

　騎士たちが扉とびらをノックし、強張った声で言う。

「例の男を連れてまいりました」

「入りたまえ」

　扉越しに返ってきた低い声に、騎士たちは背筋を伸ばして扉を開けた。

　騎士団長室の様子は、数日前に盗ぬすみに入ったときと変わりなかった。真正面にある執務机を挟はさんで、ガラハッドが椅い子すに腰こし掛かけている。ただ、もう一人──応接用の椅子に、可愛らしい少女が座っていた。

　よく梳すかれた栗くり色いろの髪かみ。赤子のように血色の良い顔。上質な絹きぬの服を身に着けた少女は、どこぞの貴族の娘のようにも見えた。

「ラファエル！」

　少女は部屋に入ってきたラファエルを見るなり、まんまるとした目を輝かがやかせて椅子から飛び上がった。勢いよく抱だきついてきた彼女の身体を、ラファエルは倒たおれそうになりながらもどうにか受け止めた。

「お前……イブか……？」

「そうだよ？」

　思わず呼びかけたラファエルを見上げて、イブが不思議そうに首を傾かしげた。ずいぶん様変わりしたイブの姿に、ラファエルは啞あ然ぜんとするしかなかった。

「貴様ら、団長の前だぞ！」

　騎士が二人を引ひき離はなそうとしたが、イブはラファエルにしがみついて離れようとしない。無理矢理引ひき剝はがそうとした騎士をガラハッドの声が制した。

「構わん。それより、彼の縄を解いてやれ」

「縄を？　ですが、それは……」

　ガラハッドは鋭するどい眼光を騎士たちに返した。有無を言わせぬ迫はく力りよくに、騎士たちは渋しぶ々しぶラファエルの縄なわを解いた。

「ご苦労だった。彼と二人で話がしたい。君らは席を外してくれ」

「お、お待ちください。この男は罪人です。やけになって突とつ然ぜん暴れ出すかもしれません。団長と二人きりにするわけには……」

「この私が、ならず者に遅おくれを取ると？」

「い、いえ。そういうわけでは……」

「であれば、命令に従いたまえ」

　二人の騎き士しは顔を見合わせ、困こん惑わくした面持ちのまま退室した。

　ラファエルとイブ、そしてガラハッドの三人だけが騎士団長室に残された。

「……どういうつもりだ？」

「我々は君の敵ではない。まずはそのことを知ってもらいたくてな」

「何日も牢ろう屋やにぶち込んどいてよく言うぜ」

「アーサー王の勅ちよく命めいは絶対だ。君を逃にがすわけにはいかない」

「だったら、もっと快適な牢屋を用意してくれよ」

　ラファエルの冗じよう談だんを聞き流し、ガラハッドは執務机に置かれた数枚の羊よう皮ひ紙しに目を落とした。

「ラファエル・ルーサー……君のことを調べさせてもらった。よもや、あのジャック・ルーサーの子だったとは。……知っているのか、と言いたげだな」

　ガラハッドは椅い子すの背もたれに寄りかかった。

「君の父親は、かつて私の部下だった」

「何？」

「騎士団に入団してからドレークへ異動するまで、彼は私の小隊に所属していた。昨夜あの場にいたダグラス・オーランドも一いつ緒しよだ。典型的な模も範はん騎士と問題児のコンビだった」

「……」

「まあ、よい。そのような思い出話を聞かせるために、わざわざ呼び立てたのではない。単刀直入に言おう。《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解くために、君に協力してもらいたい」

「……何だと？」

「君は愚おろかだが、馬鹿ではない。なぜ私が君にこのようなことを頼たのむのか、想像はついているのだろう？」

　ラファエルの脳裏に浮うかんだのは、謁えつ見けんの間での一幕だった。悪あく魔まのしるしを見たときの王の反応。あれがすべてを示しているように思えた。

　ラファエルは左目の眼帯に手を触ふれた。

「聖せい痕こんを持っているから……か」

「その通りだ」

「こいつが何なのか、あんたは知っているのか？」

「我々もそう多くのことを知っているわけではない。だが、少なからずわかっていることもある」

　ガラハッドは言った。

「それは、鍵かぎだ」

「鍵？」

「そう。大罪の封ふう印いんを解くための鍵。それが悪あく魔まのしるし──いや、聖せい痕こんの正体だ」

　ガラハッドは執務机の上で両手を組み、話を続ける。

「あの地図を盗ぬすみ出だそうと思ったということは、七つの大罪にまつわる伝承も少しは知っているのだろう？　神殺しの悪魔が封ふうじられた《大罪遺い跡せき》……聖痕を持つ者だけが、その遺跡につながる門を開くことができる。ペルガモンに現存する門も、これまでに幾いく度どか聖痕を持つ者によって開かれてきた。七王国が生まれた当初からだ」

「おいおい……。七王国が生まれたのは今から千二百年も前のことだぜ。そんな昔から封印を解こうとしてたっていうのかよ」

　乾かわいた笑いを漏もらしたラファエルに、ガラハッドは問いかけた。

「君は、預言者によって一つになった世界が、なぜ七つの王国に分かれたか知っているか？」

「なんだよ急に……預言者と一いつ緒しよに世界をまとめたっていう七人の英雄が喧けん嘩かしたからだろ？」

「そうだ。では、なぜ彼らは争い合ったと思う？」

「知るかよ、そんなこと」

　七人の英雄が争い、七つの王国が生まれた。人々が知っているのはその事実だけだ。千二百年以上も前の仲なか違たがいの理由を今日まで引きずっているはずもなく、それを明らかにしたところで平和が訪れるわけでもない。人は些さ細さいな理由で争うものだと、多くの人は納得してしまい、争いの原因が明らかにされたことはなかった。

　だが、そのとき、ラファエルの頭にある考えが閃ひらめいた。

「おい、まさか……」

「そう……彼らは七つの大罪を巡めぐって争ったのだ」

　ガラハッドは頷うなずいた。

「『七つの大罪を解き放った者は、神の力を手に入れる』……預言者の死後、七人の英雄は力を欲し、遺跡への入口である《冥界の門》と、門の鍵である聖痕を手中に収めようとした。そのために各地で争いが起こり、結果として、七つの王国が生まれたのだ」

　ラファエルは再び眼帯に手を当てた。

「なら、こいつが『災いを呼ぶ』って言われてるのは……」

「聖痕を持つ者を巡って、村が滅ほろび、街が滅び、多くの血が流された。ゆえに聖痕は悪魔のしるしと呼ばれ、人々に忌いみ嫌きらわれることになったのだろう。推測でしかないがね」

「……」

「信じられないか？　無理もない。私も最初は信じなかった。だが、二十年前、封ふう印いんを解くために遺い跡せきに向かった騎き士したちが姿を消したとき……それらはすべて真実なのだと悟さとった」

「先代の王様が命じたってやつか？」

　ガラハッドは重々しく頷うなずいた。

「ユーゼル様が崩ほう御ぎよした後、次代の王として即位したアーサー様は積極的に大罪に関わろうとはしなかった。だが……この数年で事情が変わった。一つはラオディキアとの戦争だ。《ドレークの惨さん劇げき》以来、帝国との争いは激化の一いつ途とを辿たどり、戦せん況きようは我々にとって望ましくないものになっている。もし『神の力』を手に入れることができれば、ラオディキアをはじめとした他国に対して優位に立てるだろう。もう一つは──」

　騎士団長はわずかに表情を曇くもらせた。

「──国王陛へい下かの病だ。君も見ただろう、陛下の変わり果てたお姿を。陛下は今、先代のユーゼル様と同じ病にかかっている。日に日に力が衰おとろえておられるようでな。若かりし頃ころの陛下を知っている身としては……いや、誰だれよりも陛下ご自身が、悪夢を見ているようなお気持ちだろう」

「だから父親と同じように『神の力』を欲したってわけか」

　謁えつ見けんの間でラファエルの《聖せい痕こん》を見た瞬しゆん間かん、アーサー王は目の色を変えた。王にしてみれば、宝箱の鍵かぎが転がりこんできたようなものだろう。

「君はあの地図を見た。ならば、我が国の《冥めい界かいの門》がどこにあるのかも気づいているな？」

「……ペンドラゴン大聖堂」

　ラファエルの答えにガラハッドは頷うなずいた。地図に記されていた十字の印は、やはり大聖堂を示していたのだ。

「初代国王がこの地を王都としたのは、他国から《冥界の門》を守るためだったのだろう。建国当初は、今の大聖堂の場所に王城が建っていたようだ。《偉大なる丘グレート・ヒル》に城が建て直された後、代わりに建造された大聖堂には古いにしえから伝わる王の称号──『竜を統べる者ペンドラゴン』の名が与えられ、今日まで《冥界の門》を守り続けてきた」

　ガラハッドの鋭するどい眼光がラファエルに向けられた。

「ジャック・ルーサーの息子、ラファエルよ。君には《冥界の門》を開け、私の部下とともに《憤ふん怒ぬ》の封印を解いてもらいたい。任務が成功した暁あかつきには、すべての罪を赦ゆるし、君とその娘の自由を約束しよう。君にとっても悪い話ではないはずだ」

　正当な依い頼らいのように聞こえるが、これは脅きよう迫はくだった。ガラハッドの言ったことが本当なら、門を開ける鍵である自分が殺されることはないだろう。だが、イブは違ちがう。今日、イブをこの部屋に同席させたのは、彼女が人質であることをラファエルに思い知らせるためだった。

　今、イブが丁重に扱あつかわれているのは、ラファエルが協力すれば危害は加えないというメッセージだ。ここでもし協力を断れば、騎き士し団だんは容よう赦しやなくイブを痛めつけるだろう。

　選せん択たくの余地はなかった。クルセウスへの復ふく讐しゆうを遂とげた今、イブを守るという母との約束だけが、ラファエルの生きる理由だ。

「……わかった。協力する」

「賢けん明めいな判断だ」

「ラファエル……またどこかに行っちゃうの？」

　傍かたわらに立つイブが表情を曇くもらせた。おそらく話の半分も理解していないはずだ。それでも不ふ穏おんな空気だけは感じたのか、イブは怯おびえたように抱だきついてきた。

「やだ……行っちゃやだ……！」

「お前……」

　目に涙なみだをため、必死にしがみついてくるイブをラファエルは引ひき離はなした。膝ひざを床につき、目線を合わせる。

「心配しなくても、すぐに帰ってくる。だから、いい子にして待ってろ」

「……ほんと？」

「ああ」

「ほんとにほんと？」

「本当だ」

「ほんとにほんとに──」

「信用ねえな、おい……」

「だって、ラファエル、噓うそつきだもん……いたっ」

　ラファエルは彼女の額を軽く小こ突づいた。

「約束は破らねえよ」

　イブは涙を飲み込むと、潤うるんだ瞳ひとみで言った。

「イブ、いい子にしてる……だから、すぐに帰ってきてね……？」

「ああ」

　ラファエルは、立ち上がってガラハッドを睨にらみつけた。

「ガラハッド団長。あんたもだ。俺おれたちを自由にするって約束、忘れるんじゃねえぞ」

「無論。我らの王に誓ちがって」

　話は終わりのようだった。

　ガラハッドは扉とびらの外で待機していた騎士を呼よび戻もどすと、ラファエルを再び地ち下か牢ろうに入れるよう命じた。

　ラファエルが再び地下牢から出されたのは、それから三日後──満月の夜のことである。
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　大聖堂の尖せん塔とうの鐘かねが、真夜中を告げて小さく揺ゆれた。

　満ちた月が浮うかぶ星空に、ゴォン、ゴォンという美しい音色がさざ波のように広がっていく。王都の民のほとんどは、鐘が鳴っていることにも気がつかず、安らかな夢を見ていることだろう。彼らにとって大聖堂の鐘の音は、月や星と変わらない夜の欠片かけらであった。

　大聖堂前の石段でうずくまっていた黒くろ猫ねこが、突とつ然ぜん目を覚まし、弾はじけるように駆かけ出だした。広場を黒猫が滑すべるように逃にげていく中、靴くつ音おとを鳴らしながら石段を上がっていく複数の影かげがあった。ガラハッドの命令を受けた近この衛え騎き士したちである。月光に鎧よろいを反射させ、腰こしには剣けんを吊つるしている。

　騎士たちの中心に、両手を縄なわで縛しばられたラファエルがいた。騎士たちと並んで石段を上がり、深夜の大聖堂の前に立つ。

　ペルガモン王国に建てられた教会は、いついかなるときも救いを求める者を拒こばまない。王国最大の教会であるペンドラゴン大聖堂も、正面の大おお扉とびらこそ固く閉ざされているが、脇わきにある通用口には閂かんぬきがされておらず、ラファエルと騎士たちを迎むかえ入いれた。

　ステンドグラスから差し込む月の光が、立派な石柱が立ち並ぶ広々した通路を照らしている。奥おくへ進むと、壇だん上じようの台座に突つき立たてられた《ミカエルの聖せい剣けん》が、その刃を銀色に輝かがやかせ、真夜中の来訪者たちに堂々とした姿を晒さらしていた。

　調査隊の隊長が命令を下し、数人の騎士が聖剣が突つき刺ささった台座を力いっぱい奥へ押おした。すると、地面に根付いているかのように思えた台座が重々しく動いていき、そこに地下へ続く階段が現れた。

　大聖堂にこのような隠かくし階段があったとは──近衛騎士たちも初めて知ったらしく、しばらく息を吞のんで暗くら闇やみに包まれた階段の先を見つめていた。

「灯りを用意しろ」

　隊長の号令で松明たいまつに火が灯される。

　地上に二名の見張りを残し、一行は地下へ下り始めた。ラファエルも背中を押され、騎士たちとともに下りていく。

　地下へ伸びる階段は、そろそろ百段を越えようかというところで終わりを迎えた。

　辿たどり着ついたそこは、暗闇に包まれた地下空間だった。肌はだを撫なでる冷気と、唸うなるような音の響ひびきが空間の広さを窺うかがわせる。左目を使えばすべてを見通せるだろうが、ラファエルは自由の利かない手であえて眼帯を外そうとはしなかった。

　地下空間には、篝かがり火びのための鉄てつ籠かごがいくつか置かれていた。騎士たちが持参した革かわ袋ぶくろから薪まきを取り出し、籠に入れていく。松明を近づけると、瞬またたく間に火が燃え上がり、辺りを照らし出した。

「──うわぁっ！」

　突とつ然ぜん、騎き士しの一人が悲鳴を上げ、皆みなの目が一いつ斉せいにそちらに向けられた。

　地下空間の奥おくに、見上げるほど大きな黒い門が屹きつ立りつしていた。

　大聖堂の大おお扉とびらほどもあるその門は、揺ゆらめく篝かがり火びの光を浴びて、暗くら闇やみの中に不気味に浮うかび上あがっていた。閉ざされた門には複雑怪かい奇きな紋もん様ようが彫ほられている。

「これが……《冥めい界かいの門》……」

　ラファエルや騎き士したちは、聖書に記された禁きん忌きの門を前にして、魅みせられたように立たち尽つくしていた。闇に浮かび上がる黒き門は、寒気を覚えるほどの禍まが々まがしさを放ちながら、また同時に、目を逸そらし難がたい魅み力りよくをも備えていたのである。

　ラファエルは門の頂いただきに目を留めた。

　何かが彫られている。目を凝こらすと、それは文字の連なりであった。




『我を過ぎれば冥界の遺い跡せきあり、

　我を過ぎれば憤ふん怒ぬの炎あり、

　我を過ぎれば聖なる剣けんあり。

　火のしるしは禁忌の扉を開き、

　竜りゆうの血、紅ぐ蓮れんの裁さばき、受うけ継つがれし王おう冠かん、剣に捧ささげよ。

　永遠の物として我よりあとに造られた物はなし。

　しかして我、永遠に立つ。

　汝なんじらこの門をくぐる者、一切の望みを棄すてよ』




　名乗るようなその碑ひ文ぶんを見上げていると、調査隊の隊長がラファエルに近づき、左目の眼帯を奪うばい取とった。炎を象かたどったような聖せい痕こんが露あらわになり、騎士たちの間に緊きん張ちようが走る。

　隊長は奪った眼帯をその場に放り捨てた。

「さあ、門を開けろ」

「その前に縄なわを解いてくれよ」

　ラファエルが縄で縛しばられた両手を前に差し出すと、隊長は冷笑した。

「いっそのこと、手首を切り落としてやろうか。そうすれば自由になるぞ」

　ラファエルは舌打ちをこらえて、《冥界の門》に向き直った。

　篝火の光を飲み込む漆しつ黒こくの門が目の前に聳そびえている。

　この門に触ふれてはならないと、ラファエルの直感が告げていた。

　扉を開ければ取り返しのつかないことになる、と。

「──ここで何をしているのですか」

　そのとき、澄すんだ声が地下空間に響ひびき渡わたった。

　地上へつながる階段の前に、一人の騎き士しの姿があった。銀に煌きらめく長い髪かみと、湖のように澄んだ青い瞳ひとみ。軽けい鎧がいを身に纏まとい、腰こしには細身の片かた手て剣けんを吊つるしている。そして、胸元には聖せい剣けんの首くび飾かざりが収まっていた。

「セルシア……？」

　凜りん然ぜんと佇たたずむセルシア・ガブリエルに、近この衛え騎士たちが騒そう然ぜんとなった。

「貴様、なぜここにいる!?　上の奴やつらは何をしているのだ!?」

「どうしても通してくださらなかったものですから、少し眠ねむっていただきました」

　激げつ高こうする隊長に、セルシアはこともなげに答えた。

「ここはいったいなんなのですか。なぜ捕とらえられているはずの彼がいるのです」

　堂々と歩み寄ってくるセルシアに、近衛騎士たちが困こん惑わくを露あらわにする。

　彼女はティアテラの人間だ。友好国とはいえ他国には違ちがいない。騎士たちにとっては厄やつ介かいな存在だろう。

「そいつを捕らえろ！」

　隊長の命令で、近くにいた三人の騎士が彼女に躍おどりかかった。

　セルシアは冷静だった。青い瞳で騎士たちの動きを見極めて、さっと鞘さやを払はらった。

　一つ、二つ、三つ。目にも留まらぬ剣けん閃せんが騎士を撃うち、呻うめき声ごえが地下に反はん響きようした。

　騎士たちは頸けい部ぶを斬きり裂さかれたはずだった。しかし、流血はない。セルシアが手にしている剣は血に濡ぬれることなく、美しい銀光を宿したままだ。

　剣の刃が丸められている。そうとしか考えられなかった。

　思えば、森で密売人たちと戦ったときも、彼女の剣は血に濡れていなかった。最初に襲おそいかかってきた男も、容易にとどめを刺させたにもかかわらず、意識を奪うばうに留めている。その後もラファエルは、彼女が誰だれかを殺めたところを目にしていなかった。

「あいつ、まさか……」

　騎士になれば、必然、命のやりとりが多くなる。殺さなければ殺されるのだ。斬れない剣を手にするなど馬鹿げている。

　だというのに──それでもなお、聖書に書かれた教えを守ろうというのだろうか。

『汝なんじ、殺すなかれ』という戯ざれ言ごとを。

「小娘一人に何をしている！」

　隊長が苛いら立だち混じりに叫さけんだ。セルシアは、次々と殺さつ到とうする近衛騎士たちの剣を躱かわし、弾はじき、受け流し続けている。甲かん高だかい金属音が無数に重なり、地下空間に谺こだましていた。

「ぐずぐずするな、悪あく魔ま憑つき！　さっさと門を開けろ！」

　隊長の怒いかりは、近くにいるラファエルに向けられた。隊長に突つき飛とばされ、よろめいたラファエルは、背中を漆しつ黒こくの門に打ちつけた。

　その瞬しゆん間かん──。

「────っ!?」

　地鳴りが響ひびき、地下空間が揺ゆれ始はじめた。同時に、ラファエルは左目に異変を感じた。

「ぐっ……ぁぁぁあああ……!?」

　まるで熱した鉄を押おし当あてられたかのような激痛が左目を襲おそった。燃えるように熱くなった聖せい痕こんが赤い輝かがやきを放つ。

「こ、これは……!?」

　地響きと聖痕の輝きを恐おそれるように騎き士し隊たい長ちようが後ずさり、セルシアや他の騎士たちも剣けんを交える手を止めた。

　そして、冥めい界かいへの門が開かれた。

　吹きつける風が篝かがり火びを揺らす。

　開け放たれた門の向こうには闇やみがあった。

　ラファエルの左目でも見通すことができない真の闇が、口を開けて待っていた。

「これは、いったい……!?」

　セルシアの叫さけびに答える者はない。ある者は言葉を失い、ある者は悲鳴を上げて、またある者は恐おそれをなして走り出す。

　冥界の門は何者をも逃のがさなかった。開かれた門から闇が弾はじけるように溢あふれ出だし、地下空間にいる人々を余すことなく飲み込んだ────。




　再び門が閉ざされたとき、地下空間に水を打ったような静せい寂じやくが訪れた。

　そこに人の姿はない。

　物言わぬ黒き門だけが、鐵てつ籠かごで揺れる篝火に照らされて厳かに屹きつ立りつしていた。
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　闇に満たされた世界が徐じよ々じよに光を取とり戻もどす。

「ここは……!?」

　瞼まぶたを開けたラファエルは、目に飛び込んできた光景に息を飲んだ。

　ついさきほどまでペンドラゴン大聖堂の地下にいたはずだ。しかし、今このときラファエルと騎士たちは、四方が断だん崖がいとなった岩場の上に立っていた。地下の石いし壁かべや漆しつ黒こくの門は消え失せて、岩いわ壁かべに覆おおわれた広大な空くう洞どうが目の前に広がっている。

　空洞内を満たす明々とした光。崖がけの下では、赤黒い溶よう岩がんが灼しやく熱ねつの大河のように上流から下流に向かって流れている。噴ふき上あげてくる熱は崖の上に立っていてなお肌はだを焼くようだ。岩場から足を踏ふみ外はずせば最後、灼熱の大河に飲み込まれてあっという間に骨まで焼かれてしまうだろう。

　溶よう岩がんの輝かがやきは、ラファエルに燃え上がる炎を連想させた。七年前の光景が脳裏に蘇よみがえり、この暑さだというのに、冷や汗が背中を流れ落ちていく。

　夢を見ているのだと信じ込もうにも、肌はだを焼く熱や硬かたい岩の感かん触しよくは、ひどく現実味に満ちていた。

「おい、あれはなんだ？」

　騎き士したちがにわかに騒さわぎ始はじめた。

　彼らが指差す方向には一本の道がある。この断だん崖がいにある唯ゆい一いつの道で、数百メートル向こうにある対岸まで伸びている。灼しやく熱ねつの大河を横切る架かけ橋はしのようだった。

　そして、対岸に見慣れない建造物がある。切り出された石を積み上げた土台の上に、大樹のような石柱が連なり、大理石の屋根が上にかぶさっている。石柱の奥おくは壁かべに囲われた建物につながっているようだ。正面に入口らしきものも見えるが、遠目からでは中がどうなっているのかはわからない。

　同じ石造りでも、教会や城、大聖堂などとは明らかに造りが異なっている。石柱に囲まれたその建造物は、長い年月を経て風化し、崩くずれ落おちている部分もあるものの、それでもなお神しん秘ぴ的てきな美しさを備えていた。

　誰だれもがその建造物に目を奪うばわれる中、ラファエルは妙みような音を耳にした。

　翼つばさが羽ばたく音だった。初めは微かすかに聞こえるだけだったが、次第に大きく、近づいてくる。

　辺りを見回したラファエルは、一つの黒い影かげが大河の上流側から飛んでくるのを見つけた。

「……鳥？」

　ラファエルは呟つぶやき、しかし、すぐにそうではないと確信した。

　鳥にしては大きすぎる。

　皮の翼を羽ばたかせ、こちらに向かってくるその影は、頭から尻尾しつぽまで全身をオパールのような黒こく鱗りんに覆おおわれた化け物だった。羊ひつじを丸まる吞のみにできそうな巨体を持ち、丸太のように太い四し肢しに鋭するどい爪つめを備えている。蛇へびのように長い首の先には蜥蜴とかげと鰐わにを混ぜ合わせたような頭部。真しん紅くの眼と純白の牙きばが、漆しつ黒こくの身しん軀くにあって凶まが々まがしい光を放っている。

　初めて目にするその化け物を、しかしラファエルは知っていた。

「────竜りゆう!?」

　ラファエルの叫さけびに、近この衛え騎士たちも竜の存在に気がついた。

「馬鹿な！　竜は遥はるか昔に滅ほろんだはずだ！」

　口々に叫び声を上げる人間たちを嘲あざ笑わらうように、上空の黒こく竜りゆうは鋭するどい牙を晒さらした。雷らい鳴めいじみた咆ほう吼こうを発し、遺い跡せきの侵しん入にゆう者しやたちに向かって矢のように飛来してくる。

「伏ふせろっ！」

　ラファエルは地面に倒たおれ込こんだ。次の瞬しゆん間かん、竜が真上を飛び去っていく。巻き起こった暴風が彼の身体を煽あおった。

　すぐ近くで悲鳴を聞き、顔を上げると、そこにいたはずの隊長がいなかった。どこからか落ちてきた長ちよう剣けんがラファエルの目の前で跳はねる。

「助けてくれえええええ!!」

　新たな悲鳴は頭上から。

　上空へ舞まい上あがっていく竜りゆうの鉤かぎ爪づめに一人の騎き士しが摑つかまれていた。調査隊の隊長だった。誰だれもが愕がく然ぜんと空を見上げていると、まるで石でも放り捨てるかのように、竜が彼を手放した。

「──あ」

　その声は、はたして誰が発したものだったのか。

「……うああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　隊長が絶ぜつ叫きようとともに崖がけの下へ落ちていく。遥はるか下方からどぷんと音が聞こえ、それきり悲鳴は聞こえなくなった。

「グルァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

「に、逃にげろぉ!!」

　上空の竜が咆ほう吼こうし、騎士たちが戦せん慄りつした。隊長を失った騎士たちが悲鳴混じりに走り出す。

　彼らが駆かけ込こんだ先は、灼しやく熱ねつの大河にかかる架かけ橋はしだった。他に道はない。幸い、橋は騎士たちが馬に乗って行進できるほどの幅はばがあり、よほどのことがなければ崩ほう落らくすることはなさそうだった。

　対岸に向かって駆けていく近衛騎士たちの背中を、ラファエルは地面に倒たおれたまま見ることになった。両手を縛しばられているせいで咄とつ嗟さに立ち上がれなかったのだ。

「ちっ……！」

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　縛られた手でどうにか立ち上がろうともがいていると、一人の騎士がラファエルのもとに駆かけ戻もどってきた。

　銀ぎん髪ぱつの女騎士──セルシア・ガブリエルだった。

「セルシア……」

「待っていてください。すぐに縄なわを──」

　そのとき、セルシアが目を見開いた。

「それは……？」

　彼女の青い瞳ひとみは、ラファエルの左目に向けられている。ラファエルは烙らく印いんを隠かくすように顔を背そむけた。

　橋の方から騎士たちの悲鳴が聞こえてきた。黒こく竜りゆうが橋の上に降り立ち、彼らの行く手を遮さえぎったのだ。

　悲鳴を聞いて我に返ったのか、セルシアは隊長の落とした剣を拾い上げ、ラファエルの両手を縛しぼっている縄なわを切った。

「立てますか？」

「ああ……。お前、どうしてここに──」

「話は後です。とにかく、ここを離はなれましょう。これを使ってください」

　セルシアは手にしていた長ちよう剣けんをラファエルに差し出した。

「いいのか？」

「私には自分の剣がありますから」

「そういう意味じゃねえんだが……まあ、いい。ありがたく使わせてもらうぜ」

　ラファエルはセルシアとともに、先行する騎き士したちを追って岩の架かけ橋はしを走り出した。

　橋の上では竜りゆうと騎士たちの睨にらみ合あいが続いていた。

　鋭するどい牙きばと爪つめで威い嚇かくしながら、黒こく竜りゆうがじりじりと迫せり寄よってくる。すると、先頭にいた騎士たちが勇気を奮ふるい立たたせて竜に斬きりかかった。

「「「う……おおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

　竜といえども所しよ詮せんは獣けもの。空を飛んでいるのならまだしも、地上にいるのであればこちらのものだ。そんな騎士たちの思おも惑わくは、たちまち打うち砕くだかれた。竜を斬きり裂さいたかに思えた彼らの剣が、ことごとく弾はじかれたのだ。

「グルァッ！」

　黒竜は小こ賢ざかしいとばかりに咆ほう吼こうを発すると、ぐるりと背を見せ、長く太い尾で騎士たちを一気に薙なぎ払はらった。十人あまりの騎士が木こっ端ぱのように橋から弾き飛ばされ、絶ぜつ叫きようを上げて灼しやく熱ねつの大河に落ちていく。

　あまりのことに、残された十数人の騎士たちは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

　長い首をうねらせて、黒竜が彼らにぎょろりとした眼を向ける。次の瞬しゆん間かん、竜は強きよう靱じんな四し肢しで地を蹴けり、騎士たちに向かって突とつ進しんを始めた。

　岩の架け橋を絶望が駆かけ抜ぬけた。

　踏ふみ留とどまり、絶望に立ち向かった者は、竜に撥はね飛とばされて落下した。

　その場に跪ひざまずき、《救世主メシア》の降臨を祈った者は、竜に踏ふみ潰つぶされて圧あつ死しした。

　恐おそれをなして橋を引き返そうとした者は、追おい縋すがる黒竜の爪と牙の餌え食じきとなった。

　最後の一人が竜に喰くらわれ崖がい下かに放り捨てられる。二つに分かれた身体が、鮮せん血けつをまき散らしながら溶よう岩がんの底へ落ちていった。

　一部始終を見ていたラファエルとセルシアは、地じ獄ごくのような光景を前に足を止めた。二人以外に、生きている人間はもういなかった。

「そんな……」

「来るぞ、セルシア！」

　竜が牙から血を滴したたらせながら、ラファエルたちに突進してくる。

　二人が剣けんを構えたとき、突とつ然ぜん、地面がぐらりと沈み込んだ。

「──地じ震しん!?」

　突とつ如じよとして始まった大地の震しん動どう。竜りゆうの咆ほう吼こうに似た地鳴りが轟とどろき、天井から小石や岩石が零こぼれ落おちてくる。

　黒こく竜りゆうが突とつ進しんをやめた。喉のどの奥おくから発せられた荒あら々あらしい咆吼は、助けを求めるものではなく、狩かりの邪じや魔まをする大地に向けた激情の発はつ露ろだった。蝙蝠こうもりのような皮の翼つばさを広げた竜は、しかし大地の震動に脚を取られ、うまく飛び立つことができないようだった。

　ピシリ──と、岩の橋に亀き裂れつが走った。微かすかな亀裂は稲いな妻ずまが走るが如ごとく、瞬またたく間に広がっていく。

「っ……走れ!!」

　二人は弾はじかれたように地面を蹴けった。ラファエルは竜の左側から、セルシアは右側から、対岸を目指して駆かけていく。

　前方に立ちふさがる竜は、真しん紅くの眼まなこを左右に巡めぐらせ──ラファエルを睨にらんだ。

「グルァッ！」

　獰どう猛もうな咆吼とともに竜の顎あぎとが開く。牙きばを獲え物ものに突つき立たてようと、黒竜は長い首を大だい蛇じやの如く突き出した。

　間かん一いつ髪ぱつ、ラファエルは牙を躱かわした。竜の頭部が目前を掠かすめていき、無防備な長い首が晒さらされる。ラファエルは咄とつ嗟さに剣を振ふり下おろした。竜の首を斬り落とすはずだったその斬ざん撃げきは、岩を斬きりつけたかのように、硬かたい鱗うろこに弾はじかれて彼の両りよう腕うでを痺しびれさせた。

「ちっ……！」

　ラファエルは顔を歪ゆがめながらも、竜の横を走はしり抜ぬけた。前方でセルシアが足を止め、心配そうにラファエルを待っていた。

「何をしてやがる！　いいから走れ！」

　ラファエルが叫さけんだのと、橋の崩ほう落らくが始まったのは、ほぼ同時だった。頑がん丈じような岩の架かけ橋はしが、轟ごう音おんを立てて半ばから崩くずれていく。

「グルアアアアアアァッ！」

　怒いかり狂くるう黒竜と橋の崩落が背後に迫せまってくるのを感じながら、ラファエルは先を行くセルシアを追って疾しつ走そうする。

　橋を渡わたりきったセルシアが振り返った。

「急いでください！」

　残り数メートル。

　すぐ背後で、崩落に巻き込まれた黒竜が一足先に崖がけ下したへ落ちていくのがわかった。

　踏ふみ出だした最後の一歩が、地面ではなく宙を蹴る。崩落に追いつかれたのだ。

「ジャックさん!!」

　橋が崩くずれ落おちた瞬しゆん間かん、ラファエルはセルシアに手を摑つかまれた。気がつけば、崖がけの淵ふちで彼女の手にぶらさがっている。砕くだけた石片が顔の横を通りすぎ、ぱらぱらと零こぼれ落おちていった。

　崖から身を乗り出したセルシアの顔は苦痛に歪ゆがんでいた。

「く……ぅ……」

「馬鹿、離はなせ！　お前まで落ちるぞ!!」

「離しません！　ここで貴方を見捨てて、どうして騎き士しを名乗れるでしょう！」

　いまだ地じ響ひびきが続く中、セルシアが迷いなく言い放った。澄すみ切きった青い瞳ひとみが、ラファエルをまっすぐに見つめている。

「待っていてください……今、助けます……！」

　彼女がラファエルの体を引き上げようとする。

　岩が崩くずれる音がした。セルシアの足場が崩れたのだと、ラファエルが気がついたとき、二人は不快な浮ふ遊ゆう感かんとともに、灼しやく熱ねつの光が満ちた空中へと放り出されていた。

「うあああああああああああああああああああああああああ!!」

「きゃああああああああああああああああああああああああ!!」

　無意識に発した悲鳴が、その瞬しゆん間かんに尾を引いて上空へ消えていく。

　死を覚かく悟ごしたそのとき、ラファエルは風を打つ翼つばさの音を耳にした。灼熱に染そまる下方から、黒い影かげが上じよう昇しようしてくる。

「あいつは……！」

　さきほどの黒こく竜りゆうだった。崩ほう落らくに飲み込まれていった後、落下の最中にバランスを取とり戻もどし、飛ひ翔しようしてきたのだ。

「セルシア、摑まってろ！」

　ラファエルはセルシアを抱だき寄よせ、空中で剣けんを握にぎり締しめた。

　竜の鱗うろこは生半可な刃を通さない。

　ならば。

「これなら──どうだあああああああああああ!!」

　襲おそいかかってきた竜の牙きばを躱かわしざま、ラファエルは落下の勢いに任せて、その背に剣を突つき立たてた。剣の先せん端たんが鱗の間に突つき刺ささる。硬かたい肉を突き破る感かん触しよくがラファエルの手に伝わった。

「ギイイィィィィィィィィィィ！」

　けたたましい悲鳴を上げ、黒竜が体を硬こう直ちよくさせる。

　そのまま落ちるかと思ったが、黒竜はラファエルとセルシアを背に乗せたまま上昇し、ついに崖の上まで飛び出した。わずかな間ふらふらと空を飛び、やがて力尽つきたように墜つい落らくする。

「ぐぁっ！」

　墜落の勢いで竜の背から投げ出されたラファエルは、セルシアを抱きしめたまま地面を転がっていった。

　再び目を開けたとき、背中には大地の感かん触しよくがあった。ラファエルは動くことができず、仰あお向むけに倒たおれたまま荒あらくなった息を整える。

「………ん」

　腕うでの中でセルシアが小さく呻うめいた。気を失っていたらしい。瞼まぶたを開けた彼女は、ぼんやりとした目でラファエルを見つめ、

「ジャックさん……？」

「よう。どうにか助かったぜ」

「そう……ですか……」

　安心したようにセルシアはラフェエルの腕の中で目を閉じて、次の瞬しゆん間かん、ぱちりと目を覚ました。頰ほおが真っ赤に染そまっていた。

「どうした？」

「な……な……何をしているのですか……？」

「何って、別に何も──」

「は、離はなしてくださいっ」

　振ふり絞しぼるような声でセルシアが叫さけんだ。

　ラファエルは、彼女を抱だきしめたままだったことに気がつき、柄がらにもなく慌あわてて腕を離した。

「わ、悪ぃ……」
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「い、いえ……」

　いそいそと立ち上がったセルシアは、頰ほおを赤らめたまま後退し、

「きゃっ」

　踵かかとで地面に躓つまずいて、盛大に尻しりもちをついた。
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「なにしてんだ、お前……」

　呆あきれて言うと、お尻をさすっていたセルシアが涙なみだ目めで睨にらみつけてきた。まるでラファエルのせいだと言わんばかりだが、それは言いがかりというものだ。

　彼女の恨うらめしそうな視線を無視して、ラファエルは立ち上がった。数メートル先に黒こく竜りゆうが横たわっていることに気がつくと、慎しん重ちような足取りで近づいていく。

　竜は息絶えていた。その背に突つき刺ささっていた剣けんを引ひき抜ぬくと、緑色の血が傷口から溢あふれ出だし、黒い鱗うろこの上をどろどろと流れ落ちた。

　鞘さやがないため、剣は抜ぬき身みのまま持ち歩くほかない。ラファエルは剣に付いていた竜の血を払はらうと、セルシアに声をかけた。

「で？　ずっとそのままでいる気か？」

「……っ！」

　セルシアは顔を赤くして立ち上がった。彼女はラファエルを睨みながらスカートについた埃ほこりを落とし、断だん崖がいの方向に目を向けた。

　崖がけ下したに流れる灼しやく熱ねつの大河。その向こう側に、さきほどまでラファエルたちがいた岩場がある。竜の蹂じゆう躙りんと橋の崩ほう落らくによって、他の騎き士したちの死体は溶よう岩がんの中へ消えてしまっていた。

「燃える河に……滅ほろびたはずの竜……書物の中でしか見たことのないものばかりです。私たちは大聖堂の地下にいたはずなのに……いったいどうなっているのですか？」

　セルシアの疑問に対する答えをラファエルは持っている。だが、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎて、彼もまだ半信半疑だった。

「先に進むぜ。また竜が来ないとも限らねえ。まずは隠かくれる場所を探さねえと」

「あ、待ってください」

　ラファエルがさっさと歩き出し、セルシアが慌あわててそれを追いかける。二人の行く先には、石柱が連なる神秘的な建造物が聳そびえていた。
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　ラファエルとセルシアは、その奇き妙みような建造物を見上げていた。

　大樹のような柱がずらりと並び、奥おくには石いし壁かべに囲われた建物が見える。建物の正面にある入り口が、二人を待ち受けるように口を開けていた。

「……妙みような建物だな」

　ラファエルが独り言を呟つぶやくと、セルシアがそれに答えた。

「神しん殿でんに似ていますね」

「神殿？」

「天界にあるとされる建造物です。私も本や絵で見たことがあるだけですが……」

　二人は石柱の間を通り、神殿の中に入った。

　神殿の内部にも柱が立ち並んでいた。広々とした空間は、さながら石柱の森のようである。柱には燭しよく台だいが付いており、その上で火が揺ゆれていた。燭台に燃えるようなものはなく、なぜ火が消えないのかはわからない。だが、ここに来るまでに起こったことに比べれば、火が消えない程度のことは何でもないことのように思えた。

　二人は慎しん重ちように様子を窺うかがいながら神殿の奥おくへと進んでいく。歩を進める度に、辺りに足音が反はん響きようし、足元で埃ほこりが舞まい上あがった。

「ジャックさん。いえ、ラファエル・ルーサー……でしたね」

　ダグラス・オーランドから聞いていたのだろう、セルシアがラファエルの本名を呼んだ。

「その……さきほどは……ありがとうございました」

「なんのことだ？」

「崖がけから落ちたときのことです。貴方が助けてくださらなければ、私はあの燃える河に落ちていましたから……」

「礼を言われる筋合いはねえよ。だいたい助けられたのは──」

「え？」

「なんでもねえ」

　彼はごまかすように話題を変えた。

「そういや、お前はどうして大聖堂に来たんだ？　今夜の任務のこと知ってたのかよ？」

「任務……？　いえ、私は夜や警けいの途と中ちゆうで、皆みなさんが大聖堂に入っていくところを見たのです。おかしいと思って後を追ったのですが……まさか、このようなことなるなんて……」

　セルシアは声を落とした。

「いったい、ここはどこなのですか？　貴方は何か知っているのでしょう？」

「話したところで信じないと思うぜ」

「そんなこと、話していただかなければわかりません」

　ラファエルは溜ため息いきを吐つき、神殿内を歩きながら言った。

「ここは《大罪遺い跡せき》だ」

「……？」

　案の定、セルシアはきょとんとした。ラファエルは言った。

「修道院で暮らしていたんなら、七つの大罪は知ってるだろ？　大天使ミカエルが冥めい界かいに創った七つの《大罪遺い跡せき》……ここは、そのうち《憤ふん怒ぬ》のサタンが封ふうじられている遺跡だ」

　彼女はしばらく言葉を失っていたが、やがて、むっとした顔になって言った。

「こんなときにからかわないでください」

「ほらな」

「え？」

「だから、信じないって言ったんだ」

「まさか、本当の話なのですか？」

「さあな。俺おれだってまだ信じられねえんだ。……ん？」

　ラファエルは立ち止まった。セルシアも同じく足を止める。

「どうしました？」

「……誰だれかいる」

　薄うす明あかりの中、目を凝こらすと、十メートルほど向こうにある柱から人間のものと思しき二本の足が伸びていた。何者かが柱にもたれかかって、その身を休めているように見える。

「もしかしたら、私たちのほかにも橋を渡わたりきった騎き士しがいたのかもしれません」

「そんなわけ……あ、おい！」

　セルシアが柱に近づいていく。仕方なく、ラファエルも後を追った。

　柱の前まで辿たどり着ついた二人は、その影かげを覗のぞき込こみ──息を吞のんだ。

　そこにいたのは、ペルガモン竜りゆう騎士団の制服を身に着けた白骨死体だった。生前の顔もわからないほど白骨化しており、手元にはボロボロになった革かわ袋ぶくろが落ちている。おそらく何年も、いや何十年も前から、ここで一人眠ねむっていたのだろう。

　ラファエルは死体を見つめたまま立たち尽つくしているセルシアに言った。

「……二十年前、先代の国王が《憤怒》の封ふう印いんを解けって騎士団に命じたらしい。そのときは十五人の騎士が《冥めい界かいの門》──大聖堂の地下にある黒い門を通って、大罪遺跡に行った。誰一人帰ってこなくて、表向きには護衛任務中の遭そう難なんってことにされたらしいけどな」

「では、この遺い体たいは二十年前に遺跡へ行った騎士のものだというのですか？」

「たぶんな。もしかすると、もっと昔のものかもしれねえが……」

　ラファエルは、ガラハッドから聞いた話や、ここに来ることになった経けい緯いをセルシアに説明した。急に聞かされて信じられるような話でもないが、目の前に騎士の死体が横たわっているとなれば、いくらか真実味も増す。セルシアも疑うたぐり深ぶかい性分でなく、今度はラファエルの話を信じたようだった。

　話を聞き終えたセルシアは、白骨死体の前で膝ひざをつき、死者への祈りを捧ささげた。

「……陛へい下かが病にかかっているという噂うわさは聞いていましたが、だからといって、大罪の封印を解こうとするなんて……無念だったでしょうね。このようなところで命を落とすなんて」

「俺たちだって、さっさと帰る方法を見つけねえと間ま違ちがいなくこうなるぜ」

「わかっています」

　ラファエルとセルシアは白骨死体をその場に残して神しん殿でん内ないを進んだ。

　最さい奥おうの石いし壁かべに一箇所だけ狭せまい通路への入り口があった。通路内に灯りはなく、奥おくの方は真まっ暗くら闇やみだ。

「……他に通路もなさそうだな。とにかく入ってみるか」

「ですが、これだけ暗いと何も見えません。せめて何か手明かりになるものがないと……」

「いらねえよ」

「え？」

「明かりなんかなくても、俺おれには見える」

　ラファエルは緋ひ色いろの瞳ひとみをセルシアに向ける。眼帯を失った左目には、炎を象かたどったような烙らく印いんが刻きざまれていた。




　　　　　　　　　　５




　暗闇に包まれた狭い通路を、ラファエルは迷いない足取りで歩いていく。その後ろを、彼の袖そでを摑つかんだセルシアが、恐おそる恐おそるついてきていた。

　通路は長い一本道のようだが、どこまで続いているのかまではわからない。果てがないようにも思える暗闇の中を無言で歩いていると、背後のセルシアが言った。

「あの……ラファエル……」

「なんだ？」

「本当に見えているのですか……？」

　彼女にしてみれば一歩先に道があるかどうかさえわからないのだから、不安になるのも無理はない。

　だが、その質問は三度目だ。

「だから、見えてるって言ってるだろ」

「信じられません……月明かりほどの光もないのに……」

「そんなに心配なら手を握にぎっててやろうか？　そっちの方が俺も歩きやすいし、お前の手を握れるしでラッキーなんだが」

「か、からかわないでくださいっ」

　彼女が怒おこるように言った。修道院で暮らしていたこともあってか、どうも男慣れしていないようだ。

「……ラファエル」

「今度はなんだよ？」

「貴方が《ドレークの惨さん劇げき》の生き残りだというのは本当ですか？　──きゃっ」

　突とつ然ぜんラファエルが立ち止まったせいで、セルシアが背中にぶつかった。

「きゅ、急に立ち止まらないでください！」

「誰だれから聞いた？」

　ラファエルは振ふり返かえって訊きいた。暗くら闇やみの中、彼の袖そでを摑つかむセルシアが顔を上げる。

「……ダグラス隊長からです。貴方はドレークにいた騎き士し──ジャック・ルーサーの息子なのだと聞きました。貴方が使っていた偽ぎ名めいは、父親の名だったのですね」

「あの野郎、余計なことを……」

「隊長の話を聞いて、思い出したことがあります」

　セルシアの声に真しん剣けん味みが帯びる。

「《ドレークの惨劇》が起こる一ヶ月前、クルセウス兄様が私に手紙を送ってくれました。手紙には街での暮らしのことが書かれていて、その中で所属している小隊──『ジャック小隊』のことにも触ふれられていました。ラファエル、貴方のお父様が隊長を務めていた小隊です。もしかして、貴方は兄を知っているのではないですか？」

「……だったら、どうする？」

「一つだけ、教えてください。七年前の《ドレークの惨劇》で、クルセウス兄様を見ませんでしたか？」

　そう問いかけるセルシアの声は震ふるえていた。まるで真実を知ることを恐おそれているかのように。

　クルセウス兄様は生きている──口ではそう言っていても、彼女は憧あこがれの兄がすでに死んでいる可能性を拭ぬぐいきれずにいるのだろう。両親たちが言うように、雪の日に見た人ひと影かげは兄の死を悲しむあまり見た夢か幻だったのかもしれない、と。

「あの日、俺おれが見たのは……火の海と死体の山だ」

　ラファエルは、そんな彼女に真実を告げることができなかった。

「今でも炎を見ると、あの地じ獄ごくみてえな光景を思い出す……家も、店も、教会も、街にある何もかもが焼やき払はらわれて、女子供も関係なく殺された。どこに逃にげても、そこにあるのは火の海と死体の山だ。奇き跡せきも救いもどこにもなかった。『神は死んだ』ってのも、あながち噓うそじゃねえと思えるぐらいにはな」

「……」

「俺が見た死体の中に、クルセウスがいたかどうかはわからねえ。けどな、ドレークの騎士たちは街を守るために戦ったんだ。奇跡でも起こらねえ限り、騎士だったあいつが生きているはずがねえ。だから──」

　ラファエルは言った。

「だから、クルセウスに会うのは諦あきらめろ。もう七年も探したんだろ？　そろそろ諦めてもいい頃ころだ」

　長い沈ちん黙もくがあった。

　ラファエルの言葉を嚙かみしめるための時間だったのだろう。沈ちん黙もくを破ったセルシアの声は覚かく悟ごに満ちていた。

「いいえ。もう七年ではありません。まだ七年です」

「っ……」

「クルセウス兄様を見た、あの雪の日に私は誓ちかったんです。わずかでも兄が生きている可能性があるのなら、一生をかけても探し続けようと」

「……あいつがとっくに死んでいても、か？」

　袖そでを摑つかむセルシアの手が、かすかに強張った。

「兄は生きています」

　まるで祈るように、彼女は言った。

「たとえそれが奇き跡せきであったとしても……信じることしか、私にはできませんから」

　ラファエルは何かを言おうと──言わなければならないと口を開く。

　しかし、出てきた言葉は、諦あきらめにも似た悪態だった。

「……勝手にしろ」

　背を向けて、再び歩き出す。服の袖を摑んでいるセルシアも黙だまって後ろをついてきた。

　二人の靴くつ音おとだけが暗くら闇やみの通路に響ひびいていた。
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　通路の先にあったのは、《赤い竜りゆう》の紋もん章しようが彫ちよう刻こくされた石の扉とびらだった。

「ペルガモンの紋章が、なんでこんなところに……」

　扉に彫ほられた《赤い竜》にラファエルは手を触ふれた。微かすかな手応えがあり、石の扉が音を立てながらひとりでに開き始める。扉と扉の隙すき間まから眩まばゆい光と熱が溢あふれ、ラファエルは目を細めた。

「……またかよ！」

　目の前に現れたのは、岩いわ壁かべが覆おおうドーム状の大だい空くう洞どうだった。通路の出口から百メートルほど石橋が伸び、その先にある円柱型の岩場につながっている。橋の下には溶よう岩がんの海が広がっており、そこから噴ふき上あげてくる熱と光によって、空洞は灼しやく熱ねつの窯かまと化していた。

　ラファエルとセルシアは、通路から出て空洞内を見み渡わたした。周囲の岩壁は反り返り、天井は溶岩の輝かがやきが届かないほど高い。岩壁をつたう溶岩が、いたるところで小さな滝たきをつくり、その身を灼熱の海に注いでいた。

　ラファエルの額から流れ落ちた汗が、橋の上でたちまち蒸発した。こんなところにいれば、早晩焼け死んでしまうだろう。

　そのとき、背後で石の音が聞こえた。振ふり返かえったラファエルは目を疑った。

「扉とびらが!?」

　開いたときと同じように、石の扉がひとりでに閉まっていく。駆かけ戻もどったときには手て遅おくれだった。扉は完全に閉ざされ、押おしても引いてもびくともしない。ラファエルは扉に拳こぶしを叩たたきつけた。

「くそっ！」

「……どうやら進むしかないようですね」

　他に道はなく、二人は橋の先にある岩場を目指した。

　溶よう岩がんの海に囲まれたその岩場は、王都の中央広場ほどの広さがある。平らな岩場の上を歩いていった二人は、岩場の中央で奇き妙みようなものを見つけた。

「こいつは……」

　石の台座に突つき立たてられた──真しん紅くの剣けんだった。

「──《ミカエルの聖せい剣けん》？」

　たしかに、その剣は大聖堂や教会に飾かざられる聖剣に酷こく似じしていた。しかし、目の前にある真紅の剣に比べれば、これまでに見てきた鉄製の聖剣は、紛まがい物ものと呼ばざるを得ない。溶岩の輝きを浴びて輝かがやくその剣は、息を飲むほどに美しく、人の手では決して生み出せないと確信させる何かがあった。

「すごい……」

「ああ……いい金になりそうだ」

　セルシアが呆あきれたようにラファエルを見た。

「貴方という人は……このような素晴らしい剣を前にして、他に言うことはないのですか？」

「褒ほめてるんだからいいじゃねえか」

　ラファエルは悪態をつきながら、聖剣の柄つかを摑つかんだ。引ひき抜ぬこうとしてみたが、真紅の聖剣は大地に根を張っているかのようだ。

「……ダメだ。びくともしねえ」

「な、何を考えているのですか！」

　セルシアが目を丸くして叫んだ。

「なんだよ。まずかったか？」

「当たり前です！　もしここが貴方の言う通り《大罪遺い跡せき》だとしたら、この聖剣がサタンを封ふう印いんしているのかもしれないのですよ。それを抜こうとするなんて────……っ!?」

　セルシアが言葉を切ったのは、二人の傍そばに黒い影かげが降り立ったからだった。

「──また竜りゆう!?」

「グルアアアアアアアアアアアアッ!!」

　全身を硬かたい黒こく鱗りんに覆おおわれた竜が、皮の翼つばさを大きく広げ、雷らい鳴めいじみた咆ほう吼こうを発した。

　次の瞬しゆん間かん、




「「「「「グルアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」」」」」




　無数の咆ほう吼こうが空くう洞どう内ないに轟ひびいた。

　ラファエルは頭上を見上げ、背筋を凍こおらせた。

「冗じよう談だんだろ……」

「そんな……」

　同じく空を仰あおいだセルシアも絶句する。

　遥はるか遠くにある空洞の天井から、何十頭もの黒い竜りゆうが群むれをなして飛来してきた。
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　ラファエルたちの周囲に、黒こく竜りゆうが次々と降り立ち、岩場はたちまち竜の棲すみ家かとなった。地上に降りてきた竜は十頭で、残る数十頭は仲間たちの狩かりを見守るように上空を旋せん回かいしている。

　黒竜に囲まれたラファエルとセルシアは背中合わせに剣けんを構えた。

　岩場は溶岩の海に囲まれている。もと来た通路のほかに出口はないが、その通路も今は固く閉ざされている。逃にげ場ばはなかった。

　地上に降りた十頭の黒竜が荒あら々あらしく咆吼した。上空を旋回する群れも彼らを鼓こ舞ぶし、重なり合う咆吼が巨大なうねりとなってラファエルの体を震ふるわせる。

　狩りが──始まる。

「来るぞ!!」

　ラファエルが叫さけんだのと同時に、二頭の黒竜が襲おそいかかってきた。一頭はラファエルに、もう一頭はセルシアに向かって突とつ進しんしてくる。

「「グルァッ！」」

　二頭の黒竜は、二人の人間を頭から丸まる吞のみにしようと大きく顎あぎとを開いた。

　ラファエルとセルシアは、それぞれ左右に飛び退いた。二頭の竜が標的を見失い、勢い余って衝しよう突とつした。身を仰のけ反ぞらせた黒竜は、長い首をうねらせて互たがいに睨にらみ合あうと、たちまち獲え物ものを忘れて殺し合いを始めた。

「後ろです、ラファエル！」

　喰くらい合あう二頭の竜を挟はさんだ反対側で、セルシアが叫さけんだ。

　ラファエルはざわりと首筋が総毛立つのを感じた。地面に身体を投げ出した直後、背後から迫せまっていた竜の爪つめが空くうを切った。地面を転がり、体勢を立て直した先には、また新たな竜が待ち受けている。

　息つく間もなく襲おそいかかってくる黒こく竜りゆうの群むれに、ラファエルは剣けんで反はん撃げきを試みた。だが、硬かたい鱗うろこに阻はばまれ、刃こぼれするばかりだ。渾こん身しんの力で突ついても、人の腕わん力りよくだけでは竜の厚い筋肉を突き破ることができなかった。

「くそっ……！」

　岩場の上を竜から逃にげ回まわりながら、ラファエルは舌打ちした。

　竜は地上だけでなく、上空にもまだ控ひかえている。一頭の竜でさえ騎き士したちを一いつ掃そうできるのだ。これほど多くの竜を前にして、自分たちが生きていられるとは思えない。喰くい殺ころされるのは時間の問題だ。

「──きゃっ！」

　悲鳴を聞いて振ふり向むくと、竜の突とつ進しんを躱かわしきれなかったのか、セルシアが仰あお向むけに倒たおれていた。苦痛に顔を歪ゆがめる彼女に黒竜が迫せまる。

「セルシア！」

　ラファエルは地を蹴けった。

　竜がセルシアに喰らいつこうとした瞬しゆん間かん、ラファエルは跳とびかかり、真しん紅くの眼まなこに剣を突き立てた。

「ギィィィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!」

　竜の断だん末まつ魔まだった。緑の鮮せん血けつを撒まき散ちらしながら、竜が長い首と巨体を振ってのたうち回る。ラファエルは突き立てた剣にしがみついていたが、暴れ回る竜の動きに振り落とされ、次の瞬しゆん間かん、猛もう然ぜんと振るわれた竜の尾に身体を強したたかに打ちつけられた。十メートル近くも吹き飛ばされ、彼は岩場を転がった。

「が……はっ……」

　遠のきかけた意識をかろうじてつなぎ止め、ラファエルは竜の血に塗まみれた手を地面についた。

　両手は空からだ。さきほどまで使っていた剣は、竜の眼を突き刺したときに手を離はなれてしまった。このままでは奴やつらの餌え食じきになる。

「何か……武器を……」

　よろよろと立ち上がったラファエルの目の前に、石の台座に突き立てられた真紅の剣があった。赤く輝かがやく刃にラファエルは一いつ瞬しゆん目を奪うばわれた。

「ミカエルの……聖せい剣けん……」

　岩場の中央まで吹き飛ばされてきたようだ。すると、聖剣を挟はさんで向こうにいる一体の黒竜が顎あぎとを大きく開いた。喰らいつこうとするには距きよ離りが離れすぎている。しかし、ただの威い嚇かくではなかった。

　ラファエルは忘れていた──数々の伝承に記された竜が、炎の息を吐はくことを。

「なっ……!?」

　竜の喉のど奥おくが輝き、口から灼しやく熱ねつの炎が吐き出された。突然の炎を避よけることができず、ラファエルは両りよう腕うでで顔を庇かばう。

　真しん紅くの聖せい剣けんが一足早く炎に飲み込まれ──その瞬しゆん間かん、炎を喰くらうかのように激しく燃え上がった。

　凄すさまじい炎熱にラファエルは飛び退った。だが、炎に焼かれるはずだった体は何ともない。燃え上がる聖剣に竜の炎は阻はばまれ、ラファエルまで届かなかったのだ。

　何が起こったのかという疑問は、聖剣が纏まとう激しい炎を目にしたことで消し飛んだ。

「ぐ……ぅ……」

　炎の向こうに、ラファエルは惨さん劇げきの光景を見た。

　目に映るのは、火の海と死体の山。聞こえるはずのない警けい鐘しようや悲鳴が、黒こく竜りゆうたちの咆ほう吼こうに混じって聞こえてくる。

　口が渇かわき、手足が震ふるえる。炎に立ち向かうことも逃にげることもできず、ラファエルはその場に立たち尽つくした。

「伏ふせてっ！」

　声とともに、ラファエルは押おし倒たおされた。空から滑かつ空くうしてきた竜が勢いよく真上を飛び去っていく。あとわずかでも伏せるのが遅おくれていたら、竜の餌え食じきになっていただろう。

「無事ですか!?」

　ラファエルに覆おおいかぶさり、セルシアが言った。

「……ラファエル？」

　彼女の問いかけに、ラファエルは答えることができなかった。

　惨劇の光景が目に焼きついてはなれない。頭の中で幻覚と現実が錯さく綜そうし、身体は恐きよう怖ふに竦すくんでいた。

　セルシアが、はっとして顔を上げた。視線の先には炎に包まれた《ミカエルの聖剣》がある。

　通路で聞いた言葉を覚えていたのか、森で木箱が燃え上がったときのことを思い出したのかはわからない。けれど、彼女は何かを察したようだった。

「もしかして炎が……？」

　そのとき、地上と上空で黒竜の群むれが咆吼した。人間たちを喰い殺せと叫さけぶように。

　状じよう況きようは絶望的だ。四方を溶よう岩がんの海、前方と上空を黒竜の群れに囲まれている。それこそ奇き跡せきが起きない限り、生き残ることは不可能だ。

　セルシアがすくりと立ち上がり、ラファエルを庇かばうように背を向けた。銀ぎん髪ぱつに炎光を煌きらめかせ、迫せまり来くる黒竜の群れに向かって剣を構える。

「立ってください、ラファエル！　私はここで死ぬわけにはいきません。貴方だってそうでしょう？」

　その後ろ姿は、ラファエルに在りし日の父の背中を思い起こさせた。

　幼い頃ころに夢見た憧あこがれの騎き士しの背中を。

「絶望に屈くつしてはなりません。どれほど深い絶望の底であっても、希望の光は差し込みます。《ドレークの惨さん劇げき》で貴方が生き残ったように！」

　そのとき、ラファエルの目に浮うかんだのは、涙なみだをこらえる少女の顔だった。




　──イブ、いい子にしてる。だから、すぐに帰ってきてね……？




「…………俺おれじゃない」

　その声は、竜りゆうの咆ほう吼こうに搔かき消けされてセルシアには届かなかった。

　ラファエルは地面に手をついた。ふらつく身体を支え、どうにか立ち上がる。

「俺じゃないんだ……!!」

　ラファエル・ルーサーが知る絶望。

　七年前の惨劇に、もし光と呼べるものがあったとしたならば、それは自分ではない。

　イブだ。

　あのとき、まだ赤ん坊だったイブが泣いていなければ、ラファエルは帝国騎士に挑いどみかかって死んでいた。クルセウスへの復ふく讐しゆうを遂とげたときも、イブが帰りを待っていなければ、森の中で力尽つきていた。

　イブがいたから、ラファエル・ルーサーは生きている。

　死ぬわけにはいかない。

　生きなければならない。

　すぐに帰ると──そう約束したのだから。

「待ってろ、イブ……!!」

　後ろを振ふり返かえると、まるで抜ぬかれるのを待ちわびているかのように、真しん紅くの聖せい剣けんが炎の中で輝かがやいていた。

「七つの大罪を解き放った者は、神の力を手に入れる……」

　炎を纏まとう聖剣を見つめ、ラファエルは呟つぶやく。

　馬鹿げた考えだということはわかっている。だが、もしも伝承が真実だとしたら、この絶望的な状じよう況きようを打ち破ることができるかもしれない。

　ラファエルは炎の中に手を伸ばした。聖剣の柄つかを摑つかみ取とった瞬しゆん間かん、燃え盛る業ごう火かが彼の身体を飲み込んだ。

「ぐ……ああああああああああああああっ!!」

「ラファエル!?」

　異変に気がついたセルシアが悲鳴を上げた。

　燃え盛る灼しやく熱ねつが幾いく千せんもの針のようにラファエルの全身を突つき刺さした。視界は赤く染まり、焼けた空気に息をすることもままならない。

　しかし、ラファエルは剣けんから手を離はなさなかった。それどころか、より強く握にぎり締しめる。

　思い出すのは、《冥めい界かいの門》の頂いただきに記されていた碑ひ文ぶんだ。

『火のしるしは禁きん忌きの扉とびらを開き、

　竜りゆうの血、紅ぐ蓮れんの裁さばき、受うけ継つがれし王おう冠かん、剣に捧ささげよ──』

『火のしるし』は、ラファエルの左目にある聖せい痕こんのことだろう。

『竜の血』は言葉通りの意味で、『紅蓮の裁き』は炎のことではないか。だとすれば、すでに竜の血と紅蓮の裁きは剣に捧げられている。ラファエルの手は黒こく竜りゆうの血に塗まみれ、聖せい剣けんは燃え盛る業ごう火かの中にある。

　ならば、『受け継がれし王冠』とは何だ？

　炎に焼かれるラファエルの脳裏に、瘦やせ衰おとろえたアーサー王の姿がよぎった。玉座に着いた彼がかぶっていた王冠。あれを捧げろというのだろうか。いや、違ちがう。聖書に記されている通りなら、《冥界の門》は建国以前、遥はるか昔から存在していたことになる。国が生まれてからつくられた王冠が碑文に記された『受け継がれし王冠』だとは考えにくい。

　仮に遥か昔につくられた王冠があったとしても、そんなものはとうに朽くち果はてているだろう。

　もしかすると、『受け継がれし王冠』はものではないのかもしれない。

　王冠、王の象しよう徴ちよう、王の証──一いつ瞬しゆんのうちに流れる思考から、ラファエルは一つの答えを摑つかみ取とった。確信はない。だが、それしかなかった。
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　聖せい剣けんを握にぎる手に力を込める。

「神の力だかなんだか知らねえが……てめえの封ふう印いんを解けば、そいつが手に入るのか……？　だったら……そいつを俺おれによこせ！」

　燃え盛る業火の中、ラファエルは叫さけんだ。『受け継がれし王冠』────古いにしえから伝わる『王の称号』を。

「『竜を統べる者ペンドラゴン』!!」

　願いを聞き入れるように、聖剣が脈動した。

　次の瞬しゆん間かん、それまでびくともしなかった剣が、何の抵てい抗こうもなく台座から抜ぬき放はなたれた。

　露あらわになった真っ赤な刃やいばから、紅ぐ蓮れんの炎が吐はき出だされる。炎の奔ほん流りゆうは渦うずを巻き、ラファエルたちの頭上で巨大な塊かたまりと化した。

　突とつ如じよとして現れた炎えん塊かいに、黒こく竜りゆうの群むれが一いつ斉せいに咆ほう吼こうした。だが、そこには殺意ではなく、恐きよう怖ふの感情が滲にじんでいるように思えた。

「はぁ……はぁ……っ!!」

　ラファエルは地面に膝ひざをついた。

　全身を焼いていた炎は幻まぼろしだったかのように消え失せている。真しん紅くの聖剣も、炎を吐はき尽つくしたのか、さきほどまでの輝かがやきを失っていた。

「ラファエル！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　セルシアが駆かけ寄より、ラファエルの傍そばに屈かがみ込こんだ。青い瞳ひとみが不安げに揺ゆれている。

「ああ……」

　かろうじてそう答え、ラファエルは顔を上げた。

　頭上で渦を巻く巨大な炎塊。その中に、ラファエルは奇き妙みような影かげを見た。

「……何かいる」

「え？」

　セルシアも空を見上げ、その巨大な影の存在に気がついたようだった。

　その影には、翼つばさがあった。鋭するどい爪つめと牙きばがあった。蛇へびのような首に、蜥蜴とかげと鰐わにを混ぜ合わせたような頭部があった。姿形こそ黒竜に似ているが、炎の中に見えるその影は、ペンドラゴン大聖堂にも匹ひつ敵てきしようかというほどの巨大さを誇ほこっている。

　巨大な影が翼を広げ、その瞬しゆん間かん、炎塊が弾はじけ飛とんだ。

「ぐっ！」

「きゃあ！」

　空くう洞どう内ないに嵐あらしが吹ふき荒あれ、溶岩の海が激しく波立つ。猛もう然ぜんと吹き荒れる風に目を細めながら、ラファエルは炎の中から姿を現した生物を見上げた。

　そこにいたのは一頭の竜。その全身を覆おおう硬かたい鱗うろこは──沸わき立たつ溶よう岩がんの如ごとき赤だった。

「こいつは……!!」

　七王国に知らぬ者はない。ペルガモン王国の象しよう徴ちようである伝説の生物。




「────《赤い竜りゆう》!!」




　ラファエルの呼び声に答えるように、伝説の竜が咆ほう吼こうした。大地を揺ゆるがす咆吼に、ラファエルとセルシアは耳を塞ふさぐ。

　赤い竜は、咆吼をやめるやいなや、大きく真しん紅くの翼つばさを広げた。

　不意に訪れた一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくは、竜の羽ばたきによって嵐に変わった。

　吹ふき荒すさぶ暴風が、ラファエルたちの前方にいた黒こく竜りゆうの群むれを吹き飛ばした。沸わき起おこる竜の絶ぜつ叫きよう。地上にいた竜は小石のように地面を転がり、空にいた竜は吹き飛ばされて墜つい落らくする。決して少なくない数の竜が、溶岩の海へ身を落としていった。

　わずか一度の羽ばたきで、あたりは竜たつ巻まきに見み舞まわれたかのような有り様だ。

　生き残った黒竜たちが翼を広げ、一心不乱に上空へ逃にげていく。

「ォォォォォォォォオオオオオオオオオオオッ！」

　赤い竜は、大だい蛇じやの如ごとき首を弓のように引ひき絞しぼった。

　矢を放つ勢いで巨大な頭部が突つき出だされると同時に、竜の口から灼しやく熱ねつの業ごう火かが吐はき出だされた。

　熱風が上空へ逃げた黒竜たちを一頭残らず焼やき払はらった。のたうち回る無数の火の玉が、岩場の上や溶岩の海へ堕おちていく。

　空くう洞どう内ないに、赤い竜の重たい羽ばたき音が響ひびく。岩場には、ラファエルとセルシアのほかに、篝かがり火びのように燃える黒竜の死体があるのみだった。

　あまりの光景に、ラファエルは呆ぼう然ぜんと赤い竜を見上げていた。赤い竜もまた、金色の瞳ひとみでラファエルを見ていた。

　ピシリ──と、そのときラファエルの手元で音がした。

「……なっ!?」

　握にぎり締しめていた真紅の聖せい剣けんに無数の亀き裂れつが走り、次の瞬しゆん間かん、ガラス細工のように砕くだけ散ちった。

　砕けた聖剣から眩まばゆい光が溢あふれ出だし、空洞内を瞬またたく間に真っ白に染めていく。

　美しい光に包まれた世界で、ラファエルは赤い竜の咆吼を聞いた。







[image: 第五章　たとえ魂を売ろうとも]










　　　　　　　　　　１




　眩まばゆい光はいつしか消え失せて、ラファエルの意識は冷たい闇やみの中を漂ただよっていた。

「……エル……。ラ……ル──！」

　微かすかな声が耳に届いた。闇の中に一いち条じようの光が差し込むように、声は徐じよ々じよに大きく、はっきりと聞こえるようになっていく。

「ラファエル！」

　呼びかける声とともに熱を帯びた雫しずくが頰ほおに落ち、ラファエルは夢から醒さめるように目を覚ました。

　最初に目に飛び込んできたのは、篝かがり火びに照らされたセルシア・ガブリエルの泣き顔だった。長い銀ぎん髪ぱつを横に垂らし、地面に倒たおれたラファエルを包み込むように見つめている。青い瞳ひとみが涙なみだに濡ぬれて、宝石のように輝かがやいていた。

「セルシア……」

「ラファエル！　よかった、もう目覚めないのではないかと……！」

　セルシアが安あん堵どの息を漏もらし、指で涙を拭ぬぐった。

　彼女に助けられながら上半身を起こすと、そこは冷たい石いし壁かべに囲まれたペンドラゴン大聖堂の地下だった。

「……戻もどってきたのか？」

「はい。そのようです」

　辺りを見回したラファエルは、《冥めい界かいの門》がなくなっていることに気がついた。巨大の門があったはずの場所には、初めから何もなかったかのように、ただ虚こ空くうが広がっている。

「身体は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え？　……ああ」

　セルシアに問われて気がついた。真しん紅くの聖せい剣けんを抜ぬき放はなったときに燃え盛る炎に包まれたというのに、ラファエルの身体には火傷やけどの痕あと一つ残っていなかったのだ。

「《憤ふん怒ぬ》のサタン……あの《赤い竜りゆう》がそうだったのでしょうか？」

「だとしたら、俺は《憤怒》の封ふう印いんってやつを解いちまったことになるな」

　ラファエルは遺い跡せきで目にした《赤い竜》の雄ゆう姿しと、自らを見つめる金色の眼まなこを思い出す。

「仕方ねえだろ？　あの状じよう況きようじゃ悪あく魔まに頼たよるぐらいしか方法が思いつかなかったんだ。お前は『大たい罪ざいの封印を解くなんて』って怒おこるんだろうが──」

　セルシアが首を横に振ふった。

「怒りたくても怒れません。そのおかげで、こうして生きていられるのですから」

　でも、と彼女は言葉を継ついだ。

「あんな無茶はもうしないでくださいね。貴方が炎に包まれているのを見て、私、気を失うかと思ったんですからっ」

「俺おれだって、あんな真似は二度とごめんだ」

　地面に下ろした手が何かに触ふれた。

　見ると、手元に革かわの眼帯が落ちていた。《冥めい界かいの門》が開く前に騎き士し隊たい長ちように奪うばわれたものだ。

　ラファエルは眼帯を拾い上げ、左目の聖せい痕こんを覆おおい隠かくした。

「……セルシア」

「はい？」

「お前に話しておきたいことがある」

「話しておきたいこと……？」

「ああ」ラファエルは頷うなずいた。「懺ざん悔げってやつだ」

　真実を告げようと告げまいと同じこと。

　ただの言い訳だ。結局、彼女に恨うらまれるのが怖こわかったにすぎない。だから、いずれ彼女も諦あきらめるだろうと自分に言い聞かせ、ここまで口を閉ざしてきた。

　けれど、ラファエルは知ってしまった。

　セルシア・ガブリエルは諦めない。七年前、ラファエルがクルセウスへの復ふく讐しゆうを誓ちかったように、彼女もまたクルセウスとの再会を誓った。竜りゆうの群むれを前にしても、生きることを諦めなかった彼女のことだ。このまま真実を知らなければ、きっと死ぬまでクルセウスを探し続けるだろう。

　ならば、彼女に伝えなくてはならない。

　たとえ、それがどれほど信じがたく、残ざん酷こくな真実であったとしても。

　過去と決別し、新たな道を歩むために。

「セルシア、お前の兄貴は……」

　口を開いたそのとき、カァンと、どこかで鐘かねが鳴った。

　ペンドラゴン大聖堂の鐘の音ではなかった。ただ、その音を耳にした瞬しゆん間かん、ラファエルは総毛立った。




　カァン──カァン──カァン──カァン──カァン──!!




「……え？」

　セルシアが驚おどろいたように頭上を見た。

　遠くで鐘が打ち鳴らされている。

　時を知らせる鐘ではない。非常事態を知らせる鐘だ。

「っ……！」

「ラファエル!?」

　ラファエルは飛び上がるように立ち上がり、セルシアを残して走り出した。

　地下階段を駆かけ上あがり、大聖堂の壇だん上じように出る。そのまま通路を駆かけ抜ぬけて、通用口の扉とびらを蹴け破やぶるようにして外に出た。

　冷たい夜気が漂ただよう中央広場。周辺には、住民たちの姿がまばらにあった。突とつ如じよ鳴なり響ひびいた警けい鐘しようで叩たたき起おこされて、外に出てきたのだろう。皆みな、鳴り続ける鐘の音に耳を傾けながら、《偉大なる丘グレート・ヒル》の方向を見上げ、何事かを叫さけんでいた。

　ラファエルも丘を見上げ、そして、その目を疑った。

　後から追ってきたセルシアが、彼の背後で小さな悲鳴を上げた。

「そんな……ペルガモン城が……!?」

　かつて《黄昏の丘トワイライト・ヒル》と呼ばれた丘で、王国の象しよう徴ちよう──ペルガモン城が燃えていた。
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　ペルガモン城を包む炎は篝かがり火びのように燃え上がり、丘の上で濛もう々もうと煙けむりを吐はき出だしながら、夜の闇やみを吹き飛ばしている。

　大聖堂の前で丘の様子を呆ぼう然ぜんと見上げていたラファエルは、しばらくしてある事実に気がついた。ペルガモン城にはイブがいる。今もどこかに軟なん禁きんされ、ラファエルの帰りを待っているはずだ。

　ラファエルは大聖堂の石段を飛び下りた。呼び止めるセルシアの声も聞かず、中央広場を走り抜け、飛ぶような勢いで駆けていく。

　通りに立ち並ぶ家々から、たくさんの人が顔を出し、燃え上がるペルガモン城を見上げていた。まるで、七年前のあの日のように。

「はぁっ……はぁっ……はっ……」

　ラファエルは何かに追われるように丘を駆け上がり、ペルガモン城の前までやってきた。

　前方に架かかる跳はね橋はしの先で、城門が開け放たれていた。門番と見られる二人の騎き士しが、近くで血の池をつくって倒たおれている。

「何が起こってやがる……」

　ラファエルは門をくぐった。さらに城内の門もくぐり、城の中庭に出る。

　炎によって灯りに満ちた中庭は、悲鳴と怒ど号ごうに満ちていた。

　混乱の中、大勢の騎士たちが少しでも被ひ害がいを小さくしようと走り回っている。

　今、《竜りゆうの塔とう》は火刑に処された罪人のようであった。窓から覗のぞく炎は轟ごう々ごうと燃え、もはやすべてを焼きつくすまで見守るほかない。

　ラファエルは中庭を見み渡わたした。イブの姿はどこにも見当たらない。代わりに、騎士たちの焦あせりの声が耳に飛び込んできた。

「王は無事か!?」

「避ひ難なんは済んでいます！　ただ、団長の姿が見当たりません」

「何!?」

「もしかすると、まだ中にいるのかもしれません。他にも逃にげ遅おくれた者がいるようですが、この炎では……！」

　歯は嚙がみする騎士たちにつられて、ラファエルも轟ごう々ごうと燃える《竜りゆうの塔とう》を見上げた。

　城内には他にも多くの建物があるため、イブが《竜の塔》に軟なん禁きんされているとは限らない。しかし、嫌いやな予感ばかりが胸の内で膨ふくれ上あがった。

　気がついたときには、ラファエルは走り出していた。騎士たちの間をすり抜ぬけて、一直線に《竜の塔》へ駆かけていく。

「貴様っ！　どこから入った！」

　騎士たちの声を無視して、ラファエルは塔内に踏ふみ込こんだ。

「ぐっ……！」

　明々と照らされた玄関広間は、焼けるような熱気に満ちていた。正面に飾かざられた国旗に火が燃え移り、刺し繡しゆうされた《赤い竜》がみるみるうちに焼け落ちていく。

　振ふりかかる火の粉こを腕うでで払はらいながら、ラファエルは燃え盛る広間を進んだ。

「イブ！　どこだ！」

　呼びかけるが返事はない。

《竜の塔》の構造は頭に入っている。だが、無む闇やみに探し回るには時間が足りなかった。どうにかしてイブがいる場所を突つき止とめなくてはならない。

「……騎士団長室！」

　ラファエルは上階へ続く階段に向かった。

　団長がまだ中にいるかもしれないと、騎士たちが言っていた。もし騎士団長室にイブがいなくとも、ガラハッドがいれば、彼からイブの居場所を聞き出せる。

　ラファエルは、火の手が及ぶ階段を無我夢中で駆け上がった。

　どうにか最上階に辿たどり着つく。通路の突き当たりにある騎士団長室の前に立つと、ラファエルは焼けかけた扉とびらに体当たりして室内に乗り込み、

「なっ──!?」

　騎士団長室の様子に愕がく然ぜんとした。

　血まみれのガラハッド騎士団長が、剣を手にしたまま執務机にもたれかかるように倒たおれていたのだ。床には大きな血だまりができており、むせ返るような鉄の臭においが入り口に立つラファエルの元まで漂ただよってくる。

　すると、執務机にもたれかかっているガラハッドがぴくりと身体を動かした。

「……ぅ……ぐ……」

　まだ息がある。ラファエルは血ち塗まみれのガラハッドに駆かけ寄よった。

「ガラハッド！　おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「貴様……は……」

　息も絶え絶えにガラハッドがラファエルを見た。

「そうか……封ふう印いんを……解いたか…………」

　彼は腹部を深く斬きられていた。腕うでで出血を押おさえているが、すでに多くの血を流している。もはや助からないだろう。

「ラファエル・ルーサー……！」

　不意に、ガラハッドの血塗れの手がラファエルの腕うでを摑つかんだ。死ぬ間際とは思えない力強さだった。

「奴やつはアーサー様のもとに向かうつもりだ……陛へい下かをお守りしろ……!!」

「奴？　誰だれのことだ？」

　ラファエルの問いかけは、ガラハッドの耳に届いていないようだ。彼の顔は蒼そう白はくとなり、焦しよう点てんの合わない目は恐きよう怖ふで揺ゆれていた。

「奴は……あれは人ではない……悪あく魔まだ！」

　その言葉を最さい期ごに、ガラハッドの手から噓うそのように力が抜ぬけていった。ラファエルは慌あわてて彼の胸元を摑み上げた。

「おい、イブは！　イブはどこだ!?　答えろ!!」

　もはやガラハッドの瞳ひとみから光は失われていた。虚こ空くうを見つめる騎き士し団だん長ちようから手を離はなし、ラファエルは机に拳こぶしを叩たたきつけた。

「くそっ！　いったい何がどうなってやがる！」

　ペルガモン城に何者かが忍しのび込こんだ。城の火事は、おそらくその何者かによるものだろう。

　部屋の様子からガラハッドと侵しん入にゆう者しやが斬きり合あった痕こん跡せきが見て取れる。だが、ガラハッド・グレイルは騎士団長であると同時に、王国屈くつ指しの剣けん腕わんを誇ほこる騎士だ。その彼をもってして『悪魔』と言わしめる侵入者とは、いったい何者なのだろうか。

　そのとき、背後で足音がした。はっとして振ふり返かえると、

「やっと……追いつきました……」

　息を乱したセルシア・ガブリエルが、騎士団長室の入口に立っていた。

「セルシア？　お前、どうしてここに……」

「貴方を追ってきたんです。それより、団長は……」

　ラファエルは首を横に振った。

「俺おれが来たときにはもうやられていた。誰だれの仕業かはわからねえがな」

　セルシアは表情を曇くもらせたが、すぐに気を落ち着けて言った。

「早く塔とうから出ましょう。ここは危険です」

「駄だ目めだ。子供ガキを探してる。もしかしたら、この塔の中にいるかもしれねえ」

「もしかして……貴方と一いつ緒しよに捕つかまった女の子ですか？」

「知ってるのか!?」

「この数日、元気な女の子が城にいると騎き士したちの間で噂うわさになっていました」

「どこにいる!?」

　セルシアの肩かたを摑つかんで問とい詰つめる。彼女は目をぱちぱちさせながら答えた。

「た……たしか、この階の来らい賓ひん室しつに──」

「来賓室だな！」

　話を聞くやいなや、ラファエルはセルシアを置いて駆かけ出だした。

「待ってください！」

　ラファエルは通路を引き返し、騎士団長室とは反対側にある来賓室にやってきた。

　扉とびらには外から鍵かぎがかけられていた。来賓室とは名ばかりで、牢ろう屋やのような部屋なのだろう。

　扉を蹴け破やぶって乗り込むと、見覚えのある少女が部屋の隅すみで震ふるえていた。

「イブ！」

「……ラファエル？」

　はっとして顔を上げた少女は、ラファエルを見るなり顔を輝かがやかせた。駆け出そうとして蹴け躓つまずき、べたりと床に倒たおれたが、すぐさま起き上がってラファエルに抱だきついてきた。

「ラファエル……ラファエル……！」

「わりいな。遅おそくなった」

　顔を埋うずめて泣きじゃくるイブの頭を撫なでる。部屋の入口でセルシアが叫さけんだ。

「急いでください！　このままでは三人とも焼け死んでしまいます！」

　火の手はますます勢いを増している。

　ラファエルはイブを抱かかえ上あげて部屋を出た。再び通路を戻もどり、セルシアと一緒に階段を下りていく。

「ラファエル、炎は大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「そういや……」

　イブを助けることに必死で気にしていなかったが、不思議と幻覚が見えなくなっていた。

「──止まれっ！」

　目の前で天井が崩くずれ落おち、玄関広間へと下りる階段が炎と岩の壁かべに阻はばまれた。

「ちっ……！」

「別の階段を使いましょう！」セルシアが叫んだ。「こちらへ！」

　彼女に先導されて、炎に包まれた二階のフロアを走る。もう一つの階段は無事だった。炎と煙けむりに苦しみながら、どうにか階下へ下りていく。
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「裏口から外に出ましょう！」

　ラファエルたちは燃え盛る通路を抜ぬけて、裏口から《竜りゆうの塔とう》を脱だつ出しゆつした。服はところどころ焼やけ焦こげ、顔には煤すすがついていた。

「はぁ……はぁ……」

　ラファエルとセルシアは、よろめきながら塔を離はなれた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　地面に下ろしたイブが心配そうにラファエルを見上げた。

「……心配すんな。竜に襲おそわれるのに比べたら、このくらいなんでもねえよ」

「りゅう？」

　きょとんとするイブ。隣となりで聞いていたセルシアが言った。

「貴方はこの子のために帰りたかったのですね」

「うるせえよ」

　ラファエルは顔を背そむけた。見なくともセルシアが微笑ほほえんだのがわかった。

「それにしても……私たちが《大罪遺い跡せき》に行っている間に何があったのでしょうか？」

　燃え上がる《竜の塔》を見上げて彼女は言った。

　ガラハッドの遺ゆい言ごんが、ラファエルの頭をよぎる。死ぬ間際、彼は『陛へい下かを守れ』と言っていた。それはつまり、彼を殺した『悪あく魔ま』がまだ城にいるということだ。

「……様子が変です」

　セルシアが呟つぶやき、辺りを見回した。

　裏口付近に騎き士したちの姿はない。しかし、耳を澄すますと、炎と警けい鐘しようの音に混じって怒ど号ごうと悲鳴、そして、剣けん戟げきの音が聞こえてくる。《竜りゆうの塔とう》の向こう側で騎士団が何かと戦っている。

　セルシアが駆かけ出だし、ラファエルも後を追った。さらにその後ろをイブがついてくる。

　塔の正面側に回り込むと、一足先を走っていたセルシアが立ち止まっていた。

「どうしたんだ────」

　ラファエルもまた、目にした光景に絶句した。

　炎に照らされた城の中庭。

　そこで、百人近い騎士たちが、たった一人の騎士を取り囲んでいた。

　包囲の中心にいるその騎士は、武器を構えた大勢の騎士たちに囲まれているというのに、端たん正せいな顔に微笑ほほえみを湛たたえている。右手の長ちよう剣けんは赤く濡ぬれ、身に纏まとった軽けい鎧がいと制服も、返り血によってまだらに染まっていた。その足元には、十人ほどの騎士が死体となって倒たおれている。

「…………どうして……」

　ラファエルは、震ふるえる声で呟つぶやいた。

　城内を包む炎が、騎士の影かげを鮮せん血けつと死体で彩いろどられた芝しば生ふの上に落としている。

「どうしててめえがここにいる────」

　隙すきのない佇たたずまい。

　氷のような蒼あおい瞳ひとみ。

　微笑みを湛える端正な顔。

　そして、炎光を浴びるその髪は────名めい剣けんのように冴さえた銀ぎん髪ぱつだった。

　見み間ま違ちがいようがない。

　そこにいたのは殺したはずの復ふく讐しゆう相手。




「────クルセウスッ!!」




　銀髪の騎士──クルセウス・ガブリエルだった。
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　考えるよりも早く、ラファエルは地を蹴けっていた。立たち尽つくすセルシアの横を通り過ぎ、中庭に広がる騎士団の包囲網に飛び込んでいく。

　使い手を失った剣が地面に落ちていた。ラファエルはそれを拾い上げると騎士たちの間を駆かけ抜ぬけ、包囲の中心に立つ銀髪の騎士に斬きりかかった。

　渾こん身しんの一いち撃げきを、騎き士しは手にした長ちよう剣けんで難なく受け止めた。甲かん高だかい刃音が鳴なり渡わたり、一いつ瞬しゆんの後、二人は互たがいの剣を弾はじき合あった。

　周囲の騎士団員たちが突とつ然ぜんの乱入者にざわめく中、ラファエルは銀ぎん髪ぱつの騎士と対たい峙じする。

　顔や身体、一瞬の剣けん捌さばきに至るまで、その男はクルセウス・ガブリエルに酷こく似じしていた。

　だが、彼であるはずがない。

　彼であっていいはずがない。

　クルセウス・ガブリエルは死んだ。復ふく讐しゆうは終わったのだから。

「……ラファエル？」

　しかし、その想いを嘲あざ笑わらうように、銀髪の騎士はラファエルの名を呼んだ。

「ラファエルじゃないか。どうして君がここにいるんだい？」

「クルセウス……なのか……？」

　ラファエルは震ふるえる手で剣を握にぎり締しめた。

「ありえねえ！　俺おれは……俺はたしかにてめえを殺したはずだ……なのに、どうして──」

　どうして今になって何もかもなかったことにされなければならないのか。

　すると、銀髪の騎士は微笑ほほえみ、

「奇き跡せきだよ、ラファエル」

　こともなげに言った。
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「奇跡が起きたのさ」

　目の前が、かっとなった。

「クルセウスッ!!」

　激情に任せてラファエルは剣けんを振ふり下おろした。

　鋭するどい衝しよう撃げきが右手に走った。鳴なり響ひびく刃音とともに、手の中にあった長剣が宙を飛んでいた。クルセウスに剣で打うち払はらわれたのだ。

　彼の蒼あおい瞳ひとみが、凍こおるような冷たさでラファエルを見ていた。

　ぞくりと背筋に寒気が走り、ラファエルは後ろに飛び退いた。クルセウスの剣が胸の先を掠かすめていった。少しでも反応が遅おくれていれば袈け裟さ斬ぎりにされていたところだ。

　次は躱かわせない。そう覚かく悟ごしたときだった。

「やっちまえ!!　野郎ども!!」

「「「うぉぉぉおおおおおおおおおおおお！」」」

　背後で鬨ときの声が上がった。猛たけ々だけしい雄お叫たけびとともに、三人の騎き士しがラファエルの横を駆かけ抜ぬけていく。

「お前らは──!?」

　その後ろ姿にラファエルは見覚えがあった。

　ウィリー、アイリーン、アルバート──ダグラス小隊に所属する騎士たちだ。さらに、同時に放たれた二本の木の矢が、風を切ってクルセウスを狙ねらい打うった。

　クルセウスは飛来した矢を剣で斬きり払はらうと、ウィリーたちの突とつ撃げきを躱して後方に退いた。

　ダグラス小隊の行動で、他の騎士たちも我に返ったようだった。騎士たちは次々とクルセウスに躍おどりかかった。中庭は瞬またたく間に混戦状態となり、後退していくクルセウスに合わせて包囲網が形と位置を変えていく。

「待ちやがれ！　────うぐっ!?」

　追いかけようとしたラファエルは、背後から何者かに首根っこを摑つかまれて、勢いよく地面に引ひき倒たおされた。

「いってえ……。何しやがる!?」

「お前こそ、こんなところで何をしてやがるんだ」

　鎧よろいを纏まとった隻せき眼がんの大男──ダグラス・オーランドが、呆あきれた顔でラファエルを見下ろしていた。その背後には、短弓を手にした双子の騎士──イーストとウェストが控ひかえている。さきほどの矢は彼らによるものだろう。ほどなくしてウィリーたちも駆かけ戻もどってきて、ラファエルはダグラス小隊の面々に包囲されてしまった。

　彼らとまともに顔を合わせるのは、酒場で宴うたげをしたとき以来だ。ラファエルが本物の騎士でないことは、すでにダグラスから聞いて知っているだろう。自分たちは騙だまされたのだと気づいているはずだ。

　しかし、近寄ってきたウィリー・マクライルは、何気ない調子で声をかけてきたのだった。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　その言葉があまりに意外で、ラファエルは呆あつ気けに取られた。罵ののしられることはあっても、心配されることがあるとは思ってもみなかったのだ。

「ジャック──じゃないんだった。ええと、なんだっけ……ラ……ラ……」

「『ランバル』でしょ？」アイリーンが言った。

「『ランドール』じゃなかったっけ？」イーストが首を傾かしげる。

「『ラッファン』だよ」ウェストが主張した。

「あのな──」

　耐えかねたラファエルが口を出そうとしたとき、

「『ラファエル・ルーサー』だ」

　聞き覚えのない渋しぶい声が正解を口にした。声の主は、肩かたに戦せん棍こんを担いだ白はく髪はつの老ろう騎き士し──アルバート・ゴードンだった。若い騎士たちが目を見開いた。

「「しゃ、喋しやべった……!?」」

　思わず呻うめいたイーストとウェストを、無口なアルバート老がじろりと睨にらんだ。双子の騎士はそれぞれ右手と左手で口を覆おおった。

「おい、ラファエル」頭上からダグラスの声がした。「あの野郎は、お前の知り合いか？」

　顔を上げたダグラスの視線を追うように、皆が戦いの場に目を向けた。そこには騎士団と剣を交えるクルセウスの姿がある。

「……噓うそだろ？」

　若い騎士たちが驚きよう愕がくの声を上げた。

　数の上では圧あつ倒とうしているというのに、騎士団はいまだにクルセウスを捕とらえることも殺すこともできずにいた。それどころか、クルセウスの剣けん腕わんの前に一人、また一人と騎士たちが斃たおれていく。舞まい上あがる血ち飛沫しぶきと悲鳴の中、涼すずしい顔で剣を振ふるう銀ぎん髪ぱつの騎士は、さながら悪あく魔まのようだった。

「あいつは────」

　ラファエルが口を開いたそのとき、ダグラスたちの間をすり抜ぬけて、幼い少女が体当たりしてきた。不意を突つかれたラファエルは呻うめき声ごえを漏もらし、勢いのまま少女に押おし倒たおされた。

「ラファエル！　なんで置いてくの!?」

　イブだった。泣いているのか、怒おこっているのか、おそらくはその両方だろう。馬乗りになった彼女は涙なみだ目めだった。

「なんだなんだ？」

「子供？」

　突とつ然ぜん現れた少女にダグラスたちが面食らっていると、やや遅おくれてセルシアが駆かけてきた。

「ダグラス隊長！　皆みなさん！」

「「「セルシア！」」」

　ダグラスたちが安あん堵どの声を上げた。

「無事だったか……今までどこにいたんだ？」

「止めてくださいっ！」

　ダグラスの言葉を遮さえぎって、セルシアが叫さけんだ。

「セルシア？」

「お願いです、ダグラス隊長！　戦いを止めてください……!!」

「どういうことだ？　まさか、お前もあの野郎を知っているっていうのか？」

「…………兄です」

「何？」

「兄なんです！　あれは、私が探していたクルセウス兄様です！」

　縋すがりつくような彼女の言葉にダグラスは眉まゆをしかめ、小隊の騎き士したちも互たがいに顔を見合わせた。

「落ち着け、セルシア。お前が兄貴を探していることは知ってるが、あれがそうだっていうのか？　聞いていた話とずいぶん違ちがうぞ」

「そ、それは……」

　セルシアは言いい淀よどんだ。いくら似ているとはいえ、憧あこがれの兄と血ち塗まみれの銀ぎん髪ぱつの騎士が同一人物だとは信じたくないのだろう。だが──。

「……クルセウスだ」

　抱だきついてくるイブを横に押おしのけて、ラファエルは上半身を起こした。

「間ま違ちがいねえ。あいつはクルセウス・ガブリエルだ」

「ラファエル……？」

　困こん惑わくするセルシア。ダグラスが参ったように頭を搔かいた。

「何がどうなっているのかわからんが……とにかく、まずはこの事態をどうにかするぞ。奴やつが何者なのかは捕とらえてから聞き出せばいい」

　ダグラスは、ラファエルとセルシアに目をやった。

「野郎の相手は俺おれたちがする。お前らは、その子供を連れて避ひ難なんしろ」

「私も行きます！」

　セルシアが抗こう議ぎした。

「きっと何か誤解があるんです。私が話せば、兄も剣けんを下ろしてくれるかもしれません」

「駄だ目めだ。お前はもう城には戻もどってくるな。隙すきを見て王都を出ろ」

「え……？」

「もし奴がお前の兄貴だとしたら、ガブリエル家の人間が城を襲おそったことになる。ペルガモンとティアテラの関係に罅ひびが入りかねん。万が一そんなことになれば、お前は間ま違ちがいなく人質に取られるぞ。そうなる前にティアテラに帰れ。あとはこっちでうまくやっておく」

「そんなっ！」

「もしも人質に取られれば、お前の家族にも迷めい惑わくがかかるんだ。それでもいいのか？」

　そう言われると、セルシアは返す言葉がない。うつむいて黙だまってしまった彼女の肩かたをダグラスが軽く叩たたいた。

「なぁに、ちょいとばかりティアテラに帰るのが早まるだけだ。送別の宴うたげができねえのが、ちと残念だがな」

　ダグラスは、ちらりとラファエルを見た。彼は何も言わなかったが、その目は『逃にげろ』と言っているように思えた。

「さぁて。行くぞ、野郎ども！」

　ダグラスが大きな背中を向けて歩き出す。アルバート老がセルシアの肩を無言で叩いて彼に続いた。アイリーンはセルシアを抱だき締しめて別れを告げると、続いて抱きつこうとしたイーストとウェストの耳を摑つかんで引っ張っていった。最後になったウィリーがセルシアの前に立つ。

「隊長の判断は正しいよ。今は俺おれたちに任せてティアテラに帰るんだ」

「ウィリーさん……」

「そんなに心配そうな顔をしないでくれよ。大だい丈じよう夫ぶ。君のお兄さんのことはどうにかする。俺たちを信じてくれ」

「…………はい」

　迷いながらも頷うなずいたセルシアに、ウィリーが頷き返す。

　彼はダグラスたちの後を追おうとしたが、「あぁ、そうだ」と呟つぶやいて立ち止まると、ラファエルの方に目を向けた。

「ジャック──じゃなかった。ラファエル。あの話、忘れてないだろうね？」

「あの話？」

「うちの小隊に入るって話さ」

　ラファエルは目を瞠みはり、啞あ然ぜんとしてウィリーを見た。

「何を言ってやがる。俺はお前らのことを騙だましていたんだぜ？　ならず者の俺が騎士団の小隊に入れるわけがねえだろうが」

　すると、ウィリーはわずかに相そう好ごうを崩くずして言った。

「酒場で話したとき『君とならうまくやっていける気がする』って言っただろう？」

「ああ」

「ギルドマスターは元気かい？」

　ラファエルは眉まゆを顰ひそめた。ウィリーの言葉の意味が、すぐにはわからなかった。

「……まさか」

「うん。俺おれらも元々、ならず者だったんだ。ダグラス隊長に拾われて、今は騎き士しをしているけどね」

　ウィリーは苦笑する。

「君がならず者だと知って、もちろん驚おどろいたけど、納得もしたよ。どうりでうまくやっていける気がしたわけだって。俺らも昔は色々やらかしたから、それを思えば騙だまされたこともお互たがい様さまってやつさ。なぁ、ラファエル。ならず者は騎士になっちゃいけないなんて、誰だれが決めたんだい？」

　彼は剣けんを軽く振ふるった。武器や佇たたずまいは騎士そのものだが、泥どろ臭くささを感じさせるその剣筋は、ならず者のそれだった。

「それじゃあ、そろそろ俺も行かないと。入隊のこと、ちゃんと考えておいてくれよ」

　そう言い残し、ウィリー・マクライルは駆かけていった。

　そのとき、遠ざかっていくダグラス小隊の背中が七年前に死んだ父たちと重なった。はっとして呼び止めようとしたが、すでに彼らは騎士たちの集団にまぎれて見えなくなっていた。

　剣けん戟げきと悲鳴が飛び交う中、ラファエルは城内を見み渡わたした。

　燃え上がる炎。飛び散る火花。辺りに転がる騎士たちの死体。

　中庭の光景は、七年前のドレークを思い起こさせる。

　決して忘れることのできない、あの悪夢のような光景を。

「……イブ」

　ラファエルは立ち上がり、傍かたわらにいるイブに言った。

「なぁに？」

「ギルドホールの場所はわかるな？」

「うん」

「一人で行けるか？」

「……ラファエルは？」

「俺もあとで行く。お前は先に行ってミルクでも飲ませてもらってろ」

　ギルドマスターには一度裏切られているが、他に頼たよるあてもない。マスターも混乱状態の騎士団にイブを突つき出だすような真似はしないだろう。

　ラファエルはクルセウスに弾はじかれた剣を拾い上げると、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしているセルシアに声をかけた。

「セルシア。イブと一いつ緒しよに《冒ぼう険けん者しやギルド》に行け。そこにいる爺じいさんに頼たのめば、王都から逃にがしてくれるはずだ。あの爺さん、女と子供ガキに弱いからな」

「貴方は……？」

「クルセウスを止める」

　七年前、ラファエルは父たちが殺されていくのを見ていることしかできなかった。

　だが、今は違ちがう。

　復ふく讐しゆうを果たすため、ラファエルは力を身につけた。

　クルセウスを殺すための力を。

　あの惨さん劇げきを──繰くり返かえさせるわけにはいかない。

「ラファエル！」

　呼び止めるセルシアの声を振ふり切きって、ラファエルは騎き士し団だんの包ほう囲い網もうの中に飛び込んでいった。
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　炎に包まれたペルガモン城に三つの断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたった。

　ほぼ同時に斬きられた三人の騎士が血ち飛沫しぶきを上げ、クルセウス・ガブリエルの足元に崩くずれ落おちる。

　彼らを死体に変えた剣けん閃せんを、はたして何人の騎士が目で追えただろうか。悪あく魔まじみた剣けん技ぎを目の当たりにしたペルガモン竜りゆう騎士団は、クルセウスを完全に包囲しておきながら手を出せなくなっていた。

　ありえないと、その場にいた全員が思ったことだろう。相手はたった一人だというのに、騎士団側はすでに数十人の仲間の命を失っている。自分たちの剣は掠かすりもしないというのに、微び笑しようみを浮うかべる銀ぎん髪ぱつの騎士が剣を振るえば、いくらでも血飛沫が舞まい上あがるのだ。迂う闊かつに飛び込めば斬り殺され、矢を射いても弾はじかれる。地面にある死体と矢の残ざん骸がいが、その証だった。

「ガラハッド団長はどこにおられる!?」

　誰かの叫さけびをきっかけに「奴やつに殺されてしまわれたのではないか」「いいや、逃にげたのかもしれん」と騎士たちの間で口々に囁ささやかれた。「本隊が遠えん征せいに出ていなければ……」と、主戦力の不在を嘆なげく者まで現れる。騎士団は統率と誇ほこりを失い、混乱と恐きよう怖ふにまみれつつあった。

　膠こう着ちやくしていた戦場に、そのとき二本の矢が放たれた。矢は鋭するどく風を切ってクルセウスに迫せまり、彼を射い抜ぬく直前に斬って落とされた。二分された矢がぽとりとクルセウスの足元に落ちたとき、四人の騎士が包囲網の四方から飛び出した。

「うぉおおおおおおおおおおおおッ！」

　ダグラス小隊の騎士たちである。両手持ちの大剣を手にしたダグラス、戦せん棍こんを得え物ものとするアルバート老、長ちよう剣けんを携たずさえたウィリーとアイリーンが、前後左右からクルセウスに斬りかかった。

　交こう錯さくする剣と戦棍。

　苦く悶もんの声と血飛沫を上げたのは、しかし、ダグラス小隊の方だった。クルセウスがすべての攻こう撃げきを躱かわし、流れるような剣けん捌さばきで四人を斬きり裂さいたのだ。

　舞い散る鮮せん血けつを目にした騎士団員たちは、やはり敵わないと絶望したかもしれない。だが、ダグラス小隊の騎き士したちは、その絶望に屈くつしなかった。

「ぬっ……ぉぉぉおおおおおおおおお!!」

　いち早く体勢を立て直したダグラスが、裂れつ帛ぱくの気合とともに大たい剣けんを振ふり下おろした。

　巻き起こる剣風に、さすがのクルセウスも意表を突つかれたのか、彼は大きく後ろに跳とんで回かい避ひした。後方で待ち構えていたアルバートが再び戦せん棍こんを振るうが、これは大きく風を切り彼を捉とらえることはできなかった。

　ダグラス小隊の騎士たちが銀ぎん髪ぱつの騎士と対たい峙じする。皆みな、身体から血を流しているが、致ち命めい傷しようは免まぬかれていた。

「────怯ひるむなあっ!!」

　ダグラスが大剣を掲かかげ、周囲の騎士たちを一いつ喝かつした。

「奴やつは一人だ！　臆おくせずに戦えば勝機はこちらにある！　そうだろう!?」

　城内に轟とどろく大音声。

　しかし、一度植えつけられた恐きよう怖ふは、そう容易に拭ぬぐえるものではない。二の足を踏ふむ騎士たちにダグラスが舌打ちをしたそのとき、

「隊長！」

　ウィリー・マクライルの叫さけびに、ダグラスははっとして視線を戻もどした。

「ぬぅっ……!?」

　皆みなを鼓こ舞ぶするために目を離はなしたことが仇あだとなった。ダグラスの隙すきをついて、クルセウスが再び彼に肉にく薄はくしていたのだ。

　迎げい撃げきが間に合わない。振りかぶられた長剣がダグラスの巨体を斬きり裂さこうとする。

　次の瞬しゆん間かん、クルセウスは剣の軌き道どうを変えた。キィンと、剣と剣がぶつかり合う音が響ひびき渡わたる。横合いから斬りかかったラファエルの剣を受け止めたのだ。

「ラファエル!?」

　ダグラスの野太い声が轟とどろいた。

「おおおおぉっ！」

　ラファエルは咆ほう哮こうし、相手の剣を打うち払はらった。ダグラスを背に、再び銀髪の騎士と対峙する。

　ラファエルはクルセウスの姿をあらためて観察した。

　涼すずしげな笑みとは裏腹に、蒼あおい瞳ひとみは背筋が凍こおるような鋭するどさを放っている。端たん正せいな顔立ちは相変わらずだが、微笑ほほえみを浮うかべる顔は、どこかぞっとするような凄すごみがあった。

　身に着けている騎士制服と軽けい鎧がいは、おそらく七年前に彼自身が纏まとっていたものだろう。ラファエルがそうしたように、彼もまた騎士に変装して城に潜もぐり込こんだのだ。

「何をしてやがる、ラファエル！」背後でダグラスが怒ど鳴なり声ごえを上げた。「避ひ難なんしろと言っただろうが！」

「助けられておいてよく言うぜ」ラファエルは背を向けたまま言い返す。「生あい憎にく、俺おれはあんたの部下じゃないんでな。大人しく命令を聞いてやる義理はねえよ」

「お前……」

「それにしても──」

　ラファエルは驚きよう愕がくに固まる騎き士し団員たちを見回した。

「──騎士団も堕おちたもんだぜ。《ドレークの惨さん劇げき》で帝国軍と戦った騎士たちと、たった一人の男から城を守れないてめえら。どっちが腰こし抜ぬけか、子供ガキにだってわかる」

　彼らに聞かせるような大声だった。痛つう烈れつな皮肉に騎士たちが鼻白む。王都の民たちと同じように、彼らも街を守れなかったドレークの騎士たちを『腰こし抜ぬけ竜りゆう』と嘲あざ笑わらってきたのだろう。

　羞しゆう恥ちと怒いかりで顔を赤くする騎士たちに向かって、ラファエルは叫さけんだ。

「何を呆ほうけてやがる！　てめえらは騎士だろうが！　だったら、義務を果たせ！　王国の平和を守るんだ！」

　城の礼れい拝はい堂どうでダグラスから聞いた言葉の受け売りだったが、はたして効果はあった。

　失いかけた誇ほこりを取とり戻もどしたように、騎士たちは激しい鬨ときの声を轟とどろかせた。

「「「ウォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

　乱入者であるラファエルのことは後回しにすると決めたらしい。騎士たちはクルセウスに殺さつ到とうし、中庭はたちまち人と人が入り乱れる混戦状態となった。

「隊長！　ラファエル！」

　人の流れに逆らってダグラス小隊の騎士たちが集まってきた。皆みな、満まん身しん創そう痍いでクルセウスから受けた傷を庇かばっている。

「さっきの借りは返したぜ」

　ラファエルはそう言って、彼らの横を通り過ぎ、そのまま駆かけ出だそうとした。それをダグラスの野太い声が引き止めた。

「待て、ラファエル」

「なんだよ。まだ文句があるのか？」

「いいや。避ひ難なんしろとはもう言わん。お前の好きにしろ。それと……」

　隻せき眼がんの大男は、にやりと笑った。

「さっきの口上は悪くなかった。ジャックとアルマにも見せてやりたかったぜ」

　ダグラスは部下たちの方に向き直ると、両手持ちの大たい剣けんを肩かたに担ぎ、野太い声を轟かせた。

「さあ、野郎ども！　俺おれたちも義務を果たすぞ！」

「「「おおっ！」」」

　ダグラス小隊が威い勢せいのいい雄お叫たけびとともに駆け出した。

　ラファエルもまた、彼らとともに駆けていく。

　──夢は叶かなったかい、ラファエル？

　あの日聞いたクルセウスの言葉が脳裏をよぎった。

　父のような騎き士しになる。罪を犯した自分には、その資格がないと思っていた。

　しかし、ダグラス小隊の騎士たちが、かつて罪を犯したならず者だというのなら。あるいは自分も、夢を叶かなえられるのかもしれない。

　包ほう囲い網もうの中で、数人の騎士が剣けんを弾はじかれて後ずさった。騎士たちが退いたその場所に、殺したはずの復ふく讐しゆう相手──クルセウス・ガブリエルが立っている。

　ラファエルはクルセウスに斬きりかかった。甲かん高だかい刃音が鳴なり渡わたり、二つの刃が鍔つば迫ぜり合あいを演ずる。炎光を反射する刃やいばを挟はさんで、緋ひ色いろと蒼あお色いろの視線がぶつかった。

「クルセウス……！」

「ラファエル……」

　せめぎ合う刃の向こうで、クルセウスが涼すずしげな笑みを浮うかべている。

　ラファエルは剣を握にぎる手に力を込めた。

「てめえがどうして生きているのか、何の目的でここにいるのかはわからねえ……だがな、理由がなんだろうと、生きているっていうんなら────殺してやる。てめえが死ぬまで、何度でもな！」

「そうやって君は、また僕ぼくの前に立ちはだかるのか。これから先も、ずっと……」

　瞬しゆん間かん、ふっと、クルセウスの口元から笑みが消えた。

「────邪じや魔まだよ、君」

　ぞっとするような声とともに、白はく刃じんが閃ひらめいた。

　繰くり出だされた無数の剣けん閃せんをラファエルは間かん一いつ髪ぱつで躱かわし、弾き、受け流した。金属音が重なり響ひびき渡わたる。だが、十じゆう合ごうも保たずにラファエルは剣を弾き飛ばされた。

　クルセウスが追つい撃げきをかけようとしたそのとき、二人の間に割り込んできた剣があった。

「オオオオッ！」

　ダグラス・オーランドだった。両手持ちの大剣が唸うなりを上げてクルセウスに斬りかかる。二メートル近い巨体から繰り出される斬ざん撃げきは、大木さえ薙なぎ倒たおしそうな迫はく力りよくだ。受け止めることは叶わず、クルセウスも飛び退いて回かい避ひした。

　息つく間もなく、二本の矢と三人の騎士が包囲網から飛び出し、クルセウスに肉にく薄はくした。ダグラス小隊の騎士たちだ。

　クルセウスは冷静だった。双子の兄弟が放った矢を躱すと、続けて迫せまってきたウィリー、アイリーン、アルバートの波状攻こう撃げきを弾き返してみせる。再び斬りかかったダグラスの豪ごう剣けんを躱すと、彼は小隊の騎士たちを無視して、剣を持たないラファエルに向かってきた。

「ジャック！」「じゃなくて、ラファエル！」

　後方から聞こえたイーストとウェストの声に、ラファエルは振ふり返かえった。

「「これを使え！」」

　鞘さやに入った二本の短たん剣けんが投げ込まれた。双子の彼らが腰こしに吊つるしていたものだ。

　ラファエルは飛んできた短たん剣けんを空中で摑つかみ取とると、振ふり向むきざまに鞘さやから抜ぬき放はなった。

　三つの刃やいばが衝しよう突とつし、一息のうちに十の斬ざん撃げきが飛び交った。目にも留まらぬ剣けん閃せんが澄すんだ刃音を響ひびかせて相そう殺さいする。それでもなお捌さばききれなかった刃がラファエルの皮ひ膚ふを裂さき、宙に血を散らしていった。

「くっ……！」

　苦痛がわずかに剣を鈍にぶらせた。体勢を崩くずしたラファエルにクルセウスの剣が襲おそいかかる。

「避よけろ、ラファエル！」

　ダグラス・オーランドの声を聞き、ラファエルは崩れた体勢のまま地面に倒たおれ込こんだ。

　次の瞬しゆん間かん、ラファエルの頭部があった空間を一本の矢が切り裂いた。背後から射放されたイースト・ジャックモンドの矢であった。

　死角から飛来した矢は、クルセウスの眉み間けんを精せい確かくに射い抜ぬいた。形のよい顎あごを撥はね上あげて、クルセウスが後ろによろめき、ついに天を仰あおいで地面に倒れた。

「「「……うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

　騎き士したちの歓声が城内に響ひびき渡わたった。たった一人の敵を討うち取とったにしては大おお袈げ裟さすぎる歓声は、銀ぎん髪ぱつの騎士が彼らに与えた恐きよう怖ふの大きさを示していた。

「はぁ………はぁ……」

　湧わき起おこる歓声の中、ラファエルは地面に倒れたクルセウスを、どこか信じられない気持ちで見つめていた。

「無事か、ラファエル！」

　立ち上がったラファエルのもとに、ダグラス・オーランドが駆かけ寄よってきた。

「大したことねえよ」

　ダグラスが安あん堵どの息を漏もらし、かと思うと、困ったように頭を搔かいた。

「しかし、参ったな。できれば殺したくなかったんだが……セルシアになんて言えば────」

「……ダグラス？」

　突とつ如じよ、ダグラスの豪ごう腕わんがラファエルの肩かたを摑つかんだ。何が起こったのか理解する間もなく、ラファエルは勢い良く真横に押おしのけられ、地面を転がった。

「何をしやが────っ!?」

　地面から身を起こしたラファエルが目にしたのは、ダグラス・オーランドが銀髪の騎士──クルセウス・ガブリエルに剣けんで斬きり裂さかれる瞬しゆん間かんだった。

「な……に……？」

　ダグラスの巨体がどうと地面に倒れ込んだ。クルセウスの足元に血ち溜だまりが静かに広がっていく。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　ありえない出来事に、誰だれもが言葉を失い、その場に立たち尽つくしていた。

　凍こおりついた時間がようやく動き出したとき、歓声に代わって悲鳴が城内に湧わき起おこった。
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「そんな……馬鹿な……！」

　炎と悲鳴に満ちる中庭で、ラファエルは呻うめいた。

　数歩と離はなれていないその場所に、射殺されたはずのクルセウス・ガブリエルが立っている。見ると、さきほどまで彼が倒たおれていた場所には、血に濡ぬれた矢が一本落ちているだけだった。クルセウスの額には傷きず痕あとこそ残っているが、それさえも治りかけ、今にも見えなくなりそうだ。

「ダグラス隊長ぉぉっ！」

　憤ふん怒ぬの声を耳にして、ラファエルは我に返った。

　ウィリー、アイリーン、アルバート。憤ふん激げきに駆かられたダグラス小隊の騎士たちが、クルセウスに斬きりかかった。

「待て、お前ら！」

　ラファエルの制止の声は、怒いかり狂くるう騎士たちには届かなかった。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。クルセウスは三人を一刀のもとに斬きり伏ふせると、アルバート・ゴードンの戦せん棍こんを奪うばい取とって投とう擲てきした。戦棍は後方で矢をつがえていたイースト・ジャックモンドの頭ず蓋がいを砕くだき割わり、続けて投じられた剣が、兄の死に悲鳴を上げるウェストの喉のど元もとを刺さし貫つらぬいた。くぐもった悲鳴を残して、双子の兄弟が崩くずれ落おちた。

「ぅ……ぁ……」

　ラファエルの目が地に斃たおれた騎士たちを追っていく。

　ダグラス……ウィリー……アイリーン……お喋しやべりジャックモンド兄弟に、無口なアルバート老……。

　皆みな、殺された。

　クルセウス・ガブリエルに殺された。

　七年前と同じように。

「────クルセウスッ!!」

　ラファエルは咆ほう哮こうして立ち上がった。

　地面を強く蹴けりつけ、クルセウスに飛びかかる。クルセウスが放った横よこ薙なぎをラファエルは姿勢を低くして躱かわし、その懐ふところに潜もぐり込こむと、彼の喉のど元もとをめがけて短剣を突つき出だした。肉を突き破る感かん触しよくが右手に伝わる。殺したという確信は、すぐに驚きよう愕がくへと変わった。

「なっ──!?」

　ラファエルは視界の隅すみに迫せまり来くる剣けんを捉とらえた。間かん一いつ髪ぱつ、左手の短剣で受け止めたが、斬ざん撃げきの勢いを殺しきれず、短たん剣けんとともに弾はじき飛とばされた。

「ぐぁっ……！」

　地面に背を打ちつけ転がった。

　顔を上げたラファエルは、クルセウスが自分の喉のどから短剣を引ひき抜ぬき、地面に捨てるのを目にした。周りの騎き士したちは、恐きよう怖ふのあまり立たち尽つくすか、逃にげ出だすことしかできないようだった。

「どうなってやがる……どうして死なねえんだ!?」

「忘れたのかい、ラファエル？　僕ぼくは君に殺された。もう死んでいるんだよ」

「死んで……いる……？　だったら、てめえはなんなんだ！　死んだ人間が蘇よみがえったとでも言うのかよ！」

「そうさ」クルセウスは微笑ほほえんだ。「僕は蘇った。生ける屍としてね」

「狂くるったか、クルセウス!?　そんなことあるわけが──」

　言い返そうとして、ラファエルは言葉に詰つまった。

　死者が蘇ることなどありえない。昨日までのラファエルであれば、何を言われようと、そう否定しただろう。

　しかし、ラファエルは知ってしまった。《冥めい界かいの門》《大罪遺い跡せき》《ミカエルの聖せい剣けん》《赤い竜りゆう》……ありえないと思っていたそれらが実在することを。奇き跡せきのような出来事を幾いく度どとなく目の当たりにした今、「死者は蘇らない」と、どうして言い切れるだろうか。

　──あれは人ではない……悪魔だ！

　優れた剣けん腕わんを誇ほこるガラハッド騎士団長もクルセウスの前に敗北を喫きつした。当然だ。死者を殺すことなどできはしないのだから。

「別に信じなくてもいい。信じてもらえるとも思っていない」クルセウスが長ちよう剣けんを手に近づいてくる。「それに、君とはここでお別れだ」

　ラファエルは立ち上がろうともがいたが、体が言うことを聞かなかった。《大罪遺跡》から続いた戦いに体力も気力も限界だった。

「くそ……！」

　悔くやしさに土を握にぎろうとするが、指一つ満足に動かすことができない。

「…………くそぉ……！」

　惨さん劇げきを繰くり返かえすまいと剣を振ふるい、しかし、すべてが無む駄だに終わった。

　また何もできなかったと、諦あきらめに瞼まぶたを閉じ──。




「だめえええええええええええええええええぇ！」




　少女の叫さけび声ごえを耳にして、ラファエルは目を見開いた。

　顔を上げたそこに、栗くり色いろの髪かみをした少女が両手を大きく広げて立っていた。

「イブ……？　お前、どうして……」

　ギルドホールに行けと言ったはずだ。言いつけを破って戻もどってきたのか。

「あっち行け、ばかぁっ！」

　迫せまり来くるクルセウスに向かって、イブが涙なみだ声ごえで叫んだ。

　何ができるというわけでもないというのに、イブは小さな足を震ふるわせながら、懸けん命めいにクルセウスの行く手に立ちはだかっている。他の誰だれのためでもなく、ただラファエルのために、彼女は命を賭としてそこにいた。

　クルセウスは興味深そうにイブを見つめ、思い至ったように呟つぶやいた。

「そうか……この子は、七年前の……」

　そう言いながら、剣けんを握にぎり直なおす銀ぎん髪ぱつの騎き士しを見て、ラファエルは愕がく然ぜんとした。

「やめろ、クルセウス……やめてくれ……」

「ここで彼女を生かせば、新たな復ふく讐しゆう者しやが生まれるだけだ。君のようにね。それとも君は、自分と同じ道をこの子に歩ませたいのかい？」

「てめえは……!!　てめえは、いったいどこまで俺から奪うばえば気が済むんだ!!」

　家族も、故郷も、仲間も、夢も、何かもを奪っておいて。

　このうえイブまでも奪おうというのか。

「ふざけんじゃねえ……！　これ以上、失ってたまるか……！」

　ラファエルは地面に手をついた。全身の力を振ふり絞しぼり、どうにか身を起こす。

「イブは……イブだけは……奪わせねえ！　どんな手を使っても……俺が守る……！」

　クルセウスは涼すずしげに微笑ほほえみ、無言のまま剣を振り上げた。鋭い刃が炎光を反射する。イブはすぐそこにいるというのに、ほんのわずかな距きよ離りが、今のラファエルには、はてしなく遠く思えた。




『────その言葉に偽いつわりはないな、人間』




　そのとき、ラファエルは奇き妙みような声を耳にした。

『ならば、我と契けい約やくせよ。貴様の魂たましいを代だい償しように、失われし奇き跡せきを起こしてやろう』

　幻げん聴ちようではない。まるで、もう一人の自分が語りかけてくるように頭の中で声が聞こえる。

『《憤ふん怒ぬ》を解放せし者よ。契約は我らの名をもって成立する。奇跡が欲しくば名を捧ささげよ』

　ラファエルは声の正体を知っていた。

　これが悪あく魔まとの契約であることも。

　後あと戻もどりができなくなるだろうこともわかっていた。




　──人は何かを守ろうとするとき、自らの命を天てん秤びんにかけなくてはならないときが必ず来る。




　七年前、燃え盛るドレークで聞いた父の教えを思い出す。




　──そのときは、迷うな。己が命をかけて誰だれかの盾たてとなれる者。それが騎き士しだ。




「あぁ……迷わないよ、父さん」

　力がいる。

　たとえ悪あく魔まに魂たましいを売ろうとも。

　イブを守るための力がいる。

「……ラファエル」

　かつて騎士を夢見た青年は言った。

「俺おれはジャック・ルーサーの子！　ラファエル・ルーサーだ！」

『愚おろかなる人間、ラファエル・ルーサーよ！　我が名を叫さけべ！　さすれば貴様に天地万物、神をも焼やき尽つくす業ごう火かを授けよう！』

　頭の中にいる悪魔が不気味に笑った気がした。

『我は罪！　我は炎！　我が名は──！』




「────《憤怒サタン》!!」




　夜空に轟とどろく咆ほう吼こうとともに、ラファエル・ルーサーの右手に灼しやく熱ねつの業火が燃え上がった。
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　契けい約やくの瞬しゆん間かん、ラファエルは焼けるような激痛を左目に感じた。右手に宿った炎に眼球を焼かれているかのようだった。

「ぐぅ……！」

　眼帯の上から左目を押おさえつけながら、ラファエルは右手の炎に意識を集中させた。何をすべきかは不思議と理解していた。

「伏ふせろ、イブ！」

　声に反応してイブがしゃがみ込む。

　ラファエルは炎を宿した右手を銀ぎん髪ぱつの騎士にかざした。

　右手から灼熱の炎が吐はき出だされ、轟ごうと吹ふき荒あれた熱風に周囲の騎士たちが顔を覆おおう。炎はイブの頭上を通り過ぎ、咄とつ嗟さに躱かわそうとしたクルセウスの左手に喰くらいついた。炎は瞬またたく間に彼の左手を灰に変え、さらに腕うでを這はい上あがっていく。

[image: ]

「っ……?!」

　クルセウスの表情から笑みが消えた。彼は右手の剣けんで、すぐさま自分の左腕を斬きり落おとした。ぼとりと地面に落ちた腕が数すう瞬しゆんとしないうちに灰と化す。あと数秒、判断が遅おくれていれば、全身が炎に焼かれていただろう。

「この炎は……ラファエル、君はまさか……」

「はぁ……はぁ……！」

　眼帯の下で激痛に苛さいなまれる左目を押おさえ、ラファエルは右の瞳ひとみでクルセウスを睨にらみつける。左腕を失ったというのに、クルセウスはまるで痛みを感じていないようだ。

「なんだ、今のは！」

「炎を出したぞ!?」

　城内にいる騎き士したちが、右手に炎を宿すラファエルを見つめていた。ある者は驚きよう愕がくを、ある者は畏い怖ふを抱いだく中、ただ一人、イブだけが心配そうに駆かけ寄よってきた。

「ラファエル、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……下がってろ、イブ」

　満まん身しん創そう痍いに変わりはない。だが、右手に宿った炎はラファエルの怒いかりを代弁するように激しく燃え上がっている。左目を焼く激痛に耐たえ、ラファエルは再び右手をかざした。

　視線の先でクルセウスが身構える。

　そのときだった。

「そこまでだ」

　頭上から声が聞こえ、空から舞まい降おりてきた一つの影かげがクルセウスの傍かたわらに降り立った。

　黒衣を纏まとった長身瘦そう軀くの男だった。光が失せたような灰色の瞳ひとみに、濡ぬれ羽ば色いろの長ちよう髪はつ、そして、背中に身体よりも大きな漆しつ黒こくの翼つばさを生やしていた。

「なんだ、てめえは!?」

「私はアザゼル。天より遣つかわされし者──《天使》と名乗れば話が早いか？」

　その背に生えた美しい黒こく翼よくは、聖書を知る者であれば、たしかに《天使》を思わずにはいられないだろう。だが、その存在さえ疑わしい上に、聖書に出てくる天使は純白の翼を持つはずだった。

　黒衣の男はラファエルの右手の炎に目を向けた。寒気がするほどの暗い視線だった。

「サタンの炎……貴様、《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解いたな。偶ぐう然ぜんなわけはあるまい。いったい誰だれの入れ知恵だ？」

　ラファエルは言葉を発することができなかった。この男に近寄ってはならないと、本能が叫さけんでいる。

「……まぁ、いいだろう。我々の他にも大罪の封印を解こうとしている者がいるとわかっただけでも収しゆう穫かくだ」

　黒衣の男はラファエルから目を切って、左ひだり腕うでを失ったクルセウスの方に振ふり返かえった。

「クルセウス。すでに封印が解かれているのなら、このような貧相な城に用はない。早々に次の封印に向かうとしよう」

　そのとき、城内に奇き妙みように冷たい風が吹ふき渡わたった。

　寒気を覚えて周囲を見み渡わたすと、クルセウスに殺されたはずの騎き士したちが、よろよろと立ち上がっていた。

　生きていたのか。そんな甘い考えは、彼らの顔を見た瞬しゆん間かん、たちまち失せた。

「ォ……ォォォ……」

　騎士たちの顔は青白く、生気の欠片かけらも感じられなかった。色を失った目からは意志の力が削そぎ落おとされ、だらしなく開けられた口元からは涎よだれが垂れ落ちている。喉のどの奥おくから発せられる微かすかな声は、言葉になっていないように思えた。

　城内の至るところで悲鳴が上がった。

　死んだはずの騎士たちが次々と立ち上がり、かつての仲間を襲おそい始はじめたのだ。

　イブが怯おびえたようにラファエルにしがみついた。

「てめえ、何をしやがった!?」

「彼らには生ける屍しかばねとなってもらった。もっとも、クルセウスのように意志は残していないがな。今の彼らは生者を襲おそい続ける人形だ」

「生ける屍しかばね……？　まさか、てめえがクルセウスを……！」

「そうだ。私が彼を蘇よみがえらせた。ちょうど人間の下げ僕ぼくが欲しかったのでね」

「……ふざけんじゃねえっ！」

　ラファエルは右手の炎を燃え上がらせた。

　つまり、この男がいなければクルセウスは死んだままだったということだ。ペルガモン城が燃えることも、ダグラスたちが死ぬこともなかったかもしれない。

「てめえが……いなければ!!」

　右手をかざし、炎を放とうとしたラファエルの前に、そのとき数人の騎き士しが立ちはだかった。

　ダグラス、ウィリー、アイリーン、イースト、ウェスト、アルバート……ダグラス小隊の騎士たちだった。

「お前ら……!?」

　思わず炎を消したラファエルに、彼らはふらふらとした足取りで襲いかかってきた。隙すきだらけの攻こう撃げきを、しかしラファエルはイブを連れて躱かわすことしかできなかった。

「それでいい。人は人同士、醜みにくく争うのがお似合いだ。さあ、行こう。クルセウス」

「待ってくれ、アザゼル」

　ラファエルに背を向けたアザゼルをクルセウスが引き止めた。

「彼を放っておくつもりかい？　ここで確実に殺しておくべきだ。そうしなければ、彼は必ず僕ぼくらの邪じや魔まに──」

　ぱちん、とアザゼルが指を鳴らした。

　その瞬しゆん間かん、まるでロウソクの火を吹き消したように、クルセウスの瞳ひとみから光が失われた。人形のように倒たおれ込こんだ彼をアザゼルが抱だき留とめる。

「やれやれ……意志を遺のこしておいたのは失敗だったか」

　アザゼルはクルセウスを腕うでに抱かかえたまま、漆しつ黒こくの翼つばさを広げた。羽ばたきとともに、彼らの身体が宙に浮うき上あがる。

「ひとまずは閉幕だ、《憤怒サタン》の契けい約やく者しやよ。その力は貴様に預けておく。私が奪うばいに来るその日まで、大事に取っておくのだな」

「待ちやがれ！」

　叫さけぶラファエルは、しかしダグラス小隊の攻撃を躱すのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　アザゼルの翼が風を打ち、二人は夜空へと消えていく。ラファエルはそれを見送ることしかできなかった。

「くそっ……！」

　ペルガモン城は燃え盛る地じ獄ごくと化していた。

　そこかしこで響ひびき渡わたる剣けん戟げきの音は、いずれも生者と死者の戦いによるものだ。道連れを求めるような死者たちの姿に、命ある騎き士したちは慄おののき、中には絶望のあまり無む抵てい抗こうのまま斬きり殺ころされる者もいた。

「イタ……イ……」

「ク……ライ…………」

「「タス……ケ……テ……」」

　ダグラス小隊の騎士たちも、痛々しい呻うめき声ごえを上げながら迫せまってくる。

　そんな中、不意に聞こえた呻き声に、ラファエルは耳を疑った。

「ラ……ファ……エル……」

「ダグラス？」

　ラファエルの名を呼ぶ彼の声には意思の力があるように感じられ、虚こ空くうを見つめているかに思えた瞳も、今は焦しよう点てんが定まっているように見えた。

「……テ……クレ……！」

　まるで何かに操あやつられているかのように、ダグラスはラファエルに向かって大たい剣けんを振ふり回まわした。生前の鋭するどさは見る影かげもない。大剣に振り回される彼の姿は、目を覆おおいたくなるほど無ぶ様ざまだった。

「……シテ……クレ……!!」

　顔を歪ゆがめ、必死に口を動かし、ダグラスが何かを伝えようとしている。

　苦しげな呻うめき声ごえでしかなかったそれは、いつしか言葉となって、ラファエルの耳に届いた。

「コロシテクレ……!!」

　それは生ける屍しかばねと化した騎士の最さい期ごの願いだった。

　彼らは道連れを求めているのではなく、救いを求めている。

　死という名の救済を。

「────《憤怒サタン》」

　告げた瞬しゆん間かん、ラファエルの手に炎が宿った。

　轟ごう々ごうと燃え上がる灼しやく熱ねつの業ごう火かに、生ける屍となった騎士たちが歩みを止める。

　炎を恐おそれているのか、望んでいるのかはわからない。

　しかし、ラファエルがなすべきことは決まっていた。

「……わかった」

　燃え上がる右手を死者たちにかざす。左目を激痛が貫つらぬいた。

「今────殺してやる」

　竜りゆうの息吹の如き業火が放たれた。

　激しい炎は幾いく筋すじもの奔ほん流りゆうに分かれ、血に飢うえた大たい蛇じやの如ごとく宙を走った。城内にいる屍たちは、すべて炎えん蛇じやの餌え食じきとなり、灼熱の業火に焼かれていく。

　かつての仲間が焼かれていく姿に生き残った騎士たちが悲鳴を上げ、吹ふき荒あれる熱風が火花と灰を夜空に舞まい上あげた。

　炎と絶望に満ちた光景をラファエルは見つめていた。ダグラス小隊の騎き士したちは、すでに灰となって消えている。彼らを救うことができたかどうかはわからない。聞いたと思ったダグラスの声も、あるいは幻げん聴ちようだったのかもしれなかった。

「──悪あく魔まめ！」

　炎に包まれたペルガモン城に一つの罵ば声せいが響ひびき渡わたった。

　一人の騎士がラファエルに向けて放ったものだった。涙なみだを流す彼の周りには、いくつかの残り火が揺ゆれている。生ける屍しかばねとなった仲間、その成れの果てだろう。

「皆みな、燃えてしまった……何一つ……遺い体たいさえ残っていない！　お前が……お前が燃やしたんだ、この悪魔め！」

　彼とて自分の命が救われたことに気づいていないわけではないだろう。だが、焼やき払はらわれたのは、これまで生死をともにしてきた仲間たちだ。何もかもを灰に変えてしまったラファエルを恨うらまずにはいられないようだった。

　彼の叫さけびは騎士団全体に伝でん播ぱしていった。口々に叫ばれる憤ふん怒ぬの言葉が、容よう赦しやなくラファエルに浴びせかけられる。

　炎を失ったラファエルの右手を、傍かたわらに立つイブが摑つかんだ。

「行こ、ラファエル」

「……ああ」

　ラファエルはイブと並んで歩き出した。途と端たんに、騎士たちが小さな悲鳴を上げて道を開けていく。

　よろめきながら包ほう囲い網もうを抜ぬけ、ラファエルは中庭の入口である城内の門へと向かっていった。

　門の前に一人の女騎士が立っていた。腰こしまで届く長い銀ぎん髪ぱつ。首には聖せい剣けんの首くび飾かざりを提さげている。セルシアだった。澄すんだ青い瞳ひとみが戸と惑まどいに揺ゆれている。

　イブが戻もどってきたときから、おそらく彼女もいるだろうと思っていた。いつから見ていたのだろうか。もしかしたら、クルセウス・ガブリエルにダグラスたちが殺される瞬しゆん間かんを目にしたのかもしれない。イブがラファエルを助けるために走り去ってからも、彼女はここで呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていたのだ。

「……故郷テイアテラに帰れ」

　ラファエルはイブの手を引き、立ち尽くす彼女の横を通り過ぎた。

「クルセウスは、お前が思っているような兄貴じゃない」

「ラファエル、貴方は──！」

　背後でセルシアが叫んだ。けれど、その後に言葉は続かなかった。

　ラファエルは立ち止まることなく、いまだに燃え盛る《竜りゆうの塔とう》を背に門を抜けた。

　悪魔を追ってくる者はいなかった。
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《偉大なる丘グレート・ヒル》をイブとともに下りながら、ラファエルは『《憤ふん怒ぬ》の封ふう印いんを解いてほしい』と依い頼らいしてきた、あの金きん髪ぱつの女のことを思い出していた。

　依頼を受ければクルセウス・ガブリエルと出会うことになると彼女は言っていた。そして、まさしく彼女の預言通りのことが起こっている。いったい彼女は何者なのか────。

「痛つっ……」

　眼帯の下で左目が傷んだ。炎を生み出しているときほどの痛みではないが、奇き妙みような違い和わ感かんがあった。まるで自分のものではないかのような……。

「ラファエル、いたいの？」

「ちょっと疲つかれただけだ。それにしても、さすがに暗いな……」

　丘の頂いただきで燃え続けるペルガモン城も、麓ふもとの道まで照らしてはくれない。

　ラファエルは暗くら闇やみを見通すために左目の眼帯を外し、

「……ラファエル？」

　突とつ然ぜん足を止めた彼を、イブが不思議そうに見上げた。

「どうしたの？　やっぱりいたい？」

「いや……」

　ラファエルは首を振ふり、夜空を指差した。

「見ろよ、イブ。月が綺き麗れいだぜ」

　瞬またたく星とともに美しい満月が浮うかんでいる。夜空を見上げたイブが「ほんとだ！」と言って、無む邪じや気きに笑った。

　彼女が月に夢中になっている間、ラファエルは右目を瞑つむり、左目だけで夜空を見た。

　左目の眼帯は間ま違ちがいなく外れている。

　しかし、緋ひ色いろの瞳ひとみが捉とらえる光景は、満月どころか星一つない──世界の終わりのような暗闇だった。










エピローグ




　多くの騎き士しと財産が失われた《ペルガモン城の大火》から数日が経った。

　あの日、城で何が起こったのかを知る者は少ない。生き残った騎士たちには箝かん口こう令れいが敷しかれ、王都の民たちに知らされたのは「何者かが城に忍しのび込こみ、火を放った」ということだけだった。

　しかし、焼死者の遺い体たいがほとんど残っていないことを奇き妙みように思う者は多く、「ラオディキア帝国が放った間かん者じやの仕業ではないか」というものから「《憤ふん怒ぬ》のサタンが封ふう印いんから解き放たれて災さい厄やくをもたらしたのだ」というものまで、様々な噂うわさが飛び交った。後者の噂は、事件当日の朝、ペンドラゴン大聖堂に飾かざられた《ミカエルの聖せい剣けん》の下に巨大な地下室が発見されたことに由来するものだった。

　王都に不安の波が広がる中、騎士団は一人の男に懸けん賞しよう金きんをかけた。捕とらえた者には金貨千枚を支し払はらうという前代未聞の賞金首で、多くの者が「この男が放火犯に違ちがいない」と考えた。

　賞金首の名は『ラファエル・ルーサー』。

　左目を眼帯で隠かくした、若い黒くろ髪かみの青年だった。
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　大火の混乱冷めやらぬ中、太った行商人が乗った一台の荷馬車が、王都サラマンドラの門を抜ぬけた。

《白雪の山脈スノーホワイツ》の麓ふもとにある街に、大量の食糧を売りに行くのだという。その日は通行を求める行商人がやけに多く、検問をする騎士たちも忙いそがしさに追われ、木箱の中身をよく確かめもせずに荷馬車を通した。

　行商人の乗る荷馬車が黙もく々もくと街路を進んでいく。辺りに人ひと気けがなくなり、心の中でほっと息をついたとき、行商人を引き止める声があった。

「そこの荷馬車。止まりなさい」

　振り返ると、馬に乗った一人の修道女シスターが近づいてくるところだった。修道服を纏まとっているが、腰こしには物ぶつ騒そうにも細身の剣けんを提さげている。何者かと訝いぶかりながら行商人は訊いた。

「なんでしょうかね、お嬢さん？　私は急いでいるんですが」

「失礼ながら、荷物をあらためさせていただきます」

　そう言って馬から降りた修道女は、止める間もなく木箱の蓋ふたを開けて中を漁り始めた。

「な、何をするんだ!?」

　行商人は悲鳴を上げた。報ほう酬しゆうがいいからといって、冒ぼう険けん者しやギルドの依い頼らいなど受けるべきではなかったのだ。おぉ、《救世主メシア》よ。今すぐここに降臨し、我を助けたまえ。

　彼の祈りは届かず、修道女シスターの手が問題の箱を開けた。中には林りん檎ごと大量の藁わらが敷しき詰つめてあるはずだが、修道女はそれを搔かき分わけて、中に入っているものを見つけた。

「そこの貴方」

「は、はい！」

　彼女は箱の中身から目を逸そらさずに言った。

「行きなさい」

「へ？」

「行きなさいと言いました。それとも、牢ろう屋やに入れられたいのですか？」

「いいえ！　滅めつ相そうもない！」

　言いようのない迫はく力りよくに、行商人は馬から飛び降りて、来た道を引き返し始めた。

　日が暮れるまでには王都に戻もどれるだろう。箱の中身が何だったのかは知らないが、報酬はたっぷりもらっている。今夜は飲み明かすことにしよう。

　それにしても、と行商人は振ふり返かえる。

　あの銀ぎん髪ぱつの娘は美人だった。修道女にしておくにはもったいない。
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　ラファエル・ルーサーは、藁の敷き詰められた木箱の中から顔だけ出して、目の前に立つ修道女を見上げていた。イブも隣となりできょとんとした顔を出している。

「出てきてください」

　銀髪の修道女──セルシア・ガブリエルが有無を言わせぬ口調で言った。

　ラファエルは木箱から出て服についた藁を払はらい、荷車から下りた。空は快晴で、気持ち良い天気だった。

「どうして俺がこの荷馬車にいるってわかったんだ？」

「《冒険者ギルド》のお爺じいさんからお聞きしました。今日、貴方が荷に紛れて王都から脱だつ出しゆつする予定だと」

「あの爺じじい……」

　女に弱いにもほどがある。ラファエルは舌打ちした。

「それで？　俺を捕つかまえに来たのか？」

　辺りを見回してみるが、セルシアの他に追手はないようだった。

「いいえ。見ての通り、私はペルガモン竜りゆう騎き士し団だんを退団しました。今は騎士ではありませんし、貴方の懸けん賞しよう金きんにも興味はありません」

「だったら、何のために追ってきたんだ」

「まだ聞いていませんでしたから」

「何を？」

「貴方の懺ざん悔げを」

　セルシアが言った。

「大罪遺い跡せきから戻もどってきたときに貴方が仰おつしやったのですよ。『お前に話しておきたいことがある』、そして、それは『懺悔だ』と。ですから修道女シスターとして、あのとき聞けなかった懺悔を聞きにきました。……クルセウス兄様に関係があることなのでしょう？」

　ペンドラゴン大聖堂の地下でのことだ。あのときはペルガモン城の警けい鐘しようが聞こえてきて、結局言いそびれてしまった。

　セルシアは気持ちを落ち着けるように、目を閉じ、ゆっくりと開いた。たったそれだけの所作が美しく、知らずラファエルは目を奪うばわれていた。

「私は知らなくてはなりません。本当のクルセウス兄様を。あのやさしかった兄が、なぜあのようなことをしたのかを。ですから──教えてください、ラファエル。貴方の知るクルセウス・ガブリエルを」

　澄すんだ青い瞳ひとみに決意を湛たたえ、セルシアが言った。

　どれほど残ざん酷こくな真実であっても、受け入れてみせると告げるように。

　彼女に噓うそや偽いつわりは必要ない。真実を告げようと、ラファエルは口を開いた。

　しかし、彼の言葉はグゥ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]という気の抜ぬけるような腹の音によって遮さえぎられた。

「……」

「……」

　荷馬車の方に目を向けると、イブが木箱の中から赤くなった顔を出していた。

「ラファエル、おなかすいた……りんご、食べてもいい？」

　恥はじ入いるように言ったイブに、ラファエルは笑いが込み上げるのをこらえきれなかった。気がついたときには腹を抱かかえて笑っている。

　──ああ、そうか。俺はこれが守りたかったのか。

　失ったものがある。

　守れなかったものがある。

　今度こそと救おうとしたものは、ことごとく手から零こぼれ落おちていった。

　だが、イブだけは──たった一つの希望だけは救うことができた。

　七年前、燃え盛る故郷で赤ん坊を拾い上げたときのように。

　今はそれを誇ほこりに思おう。

「もうっ。ラファエル、笑わないでっ！」

「そうです！　笑っていないで教えてください！」

「悪ぃ悪ぃ」

　ラファエルは目に溜たまった涙なみだを拭ぬぐうと、木箱から林りん檎ごを取り出してイブに渡わたした。頰ほおを膨ふくらませるセルシアにも放り投げる。

「焦あせるなよ。どうせ道のりは長いんだ。そうだな……次の街に着く頃ころには話し終えているだろうぜ」

　そして、ラファエルは七年前の真実を語り出す。




　それは始まりの物語。

　後に人々が《救世主メシア》を語るとき、伝説の冒ぼう頭とうを飾かざることになる悲ひ劇げきであった。










あとがき




　お久しぶりです。和泉弐式です。

　初めましての方も前作『ＶＳバーサス!!』を読んでくださった方も、この本を手に取っていただき誠まことにありがとうございます。




　時が経つのは早いもので、前作を出してから三年も間が空いてしまいました。

　三年間も私はいったい何をしていたのだろうと反省していますが、どうしても納得のいくものが書けず、あーでもない、こーでもないと原稿用紙を丸めては捨てる日々──より正確には、バックアップデータを取ってからDeleteキーを連打する日々を過ごしていました。

　書いては消して、書いては消してを続けるうちに迷走に迷走を重ね、「これはもう、一生完成しないんじゃないか……？」と思ったことも一度や二度ではありません。それでも色々な方のご助力をいただきながら遅ち々ちとした歩みで書き続け、このたびようやく一つの形にすることができました。それが本作、『セブンサーガ　～七つの大罪　赤き竜りゆうは憤ふん怒ぬに燃えて～』になります。

　タイトルからも想像がつくように、本作はキリスト教における『七つの大罪』を題材にしたファンタジーです。物語の舞ぶ台たいは、文字通りの意味で『神が死んだ』世界。そこでは七人の悪あく魔まに神を殺された人々が、世界を救う救世主メシアの登場を待っています。そんな中、主人公であるラファエル・ルーサーは、七つの大罪を巡めぐる運命に巻き込まれ、仲間とともに神なき世界を旅していくことになるのです。

　本編を読んでいただいた方はおわかりのとおり、物語はまだ序章、ラファエルたちの旅は始まったばかりです。彼らの旅をどこまで追い続けられるのかはわかりませんが……とりあえず、次巻はできる限り早く出したいと思いますので、楽しみにお待ちいただければ幸いです。




　最後に、お世話になった方々に謝辞を。

　なかなか原稿を書き上げられない私に辛しん抱ぼう強づよくアドバイスをくださった担当編集の黒崎泰隆様、イラストレーターのまじろ様と安彦英二様、応おう援えんしてくれた友人たち、そして、前作からファンレター等で応援してくださった読者の皆みな様に、心よりお礼を申し上げます。

　それでは、本書を読み終えたあなたが、満足してこの本を閉じられることを祈いのっています。

　以上。和泉弐式でした。
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和泉いずみ弐に式しき

２月22日生まれの神奈川育ち。

電撃文庫『ＶＳ!!』（全３巻）でデビュー。

最近、デビューから四年間を共にした執筆用ＰＣを買い換えた。
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イラスト／まじろ

飼っているハムスターが手に乗ってくれるようになりました。が、フンも落としていきます。ここはトイレではありません。でもかわいいです。




イラスト／安あ彦びこ英えい二じ

今年は厄年で大殺界でしたが、厄を吹き飛ばす気合いで描きました！

手に取った、すべての人たちが幸せになりますように。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「和泉弐式先生」係

「まじろ先生」係

「安彦英二先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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セブンサーガ




～七ななつの大たい罪ざい　赤あかき竜りゅうは憤ふん怒ぬに燃もえて～








和泉いずみ弐に式しき
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